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JIA 建築家大会 2025 千葉 せんのちから
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ͺͣめͶ

ຌॽͺ 202� 年 11 月 � ೖʤۜʥʀ�ೖʤౖʥ͹̐ೖؔɼએཁݟชԿ会ؙʀએཁ大学Λ͹ͺ͵ಋ૯会ؙ
Ͳ֋ͪ͢࠷ -,$ ஛Պ大会ݒ 202� એཁ͹ޮࣞレポーφͲͤɽ

ຌ大会Ͳͺɼາཔ͹ݒ஛ʀΉͬͰ͚ΕΝࢤ຿Ώ学生͹Ί͵͠Ξͳ͓ߡる͞ͳΝ໪ඬに͝ܟɼݒ஛ʀΉ
ͬͰ͚Εにؖͤる 22 ͹φーέιρεϥϱΝةժ͢ɼྩࢻܯ௎ं਼�༁ 2��00 ਕͳգ࠹ڊ大وໝ͹ࢂՅ
ं਼͹大会ࣰ͗ݳͲͪ͘͞ͳɼ੥に״ःਅ͢৏͝Ήͤɽ

Ήͪɼ大会ӣӨに͢ࡏͱͺɼએཁ大学�ྵ໨߄ध࣪ڂݜɼએཁۂ޽大学ࠕ�ଞ૓ฑ࣪ڂݜΝ஦ৼにɼ਼
ଡ͚͹大学Ώݒ஛学生͹Ί͵͠Ξにྙڢޜ௘͘Ήͪ͢ɽ

ຌॽͺ 22 ͹φーέιρεϥϱͳ大会ࣞఱにͯ͏ͱɼ学生͗レポーターͳ͵ͮͱͨΗͩΗ͹఼͖ࢻΔ
報告Ν͑ߨ΍͹Ͳͤɽ࠹大̓ϕϫήϧϞಋ࣎਒ߨͳ͏͑大会ӣӨによΕ౲ೖݡಂͪ͢๏ɼ大会にࢂՅ
Ͳ͘͵͖ͮͪ๏ʓに΍ -,$ ஛Պ大会ݒ 202� એཁͲ͹٠࿨Νஎͮͱ௘͜Ηͻ͏߀Ͳͤɽ

-,$ 建築家୉ճ 2�2� એཁ�୉ճࣰߨҗҽճ�企画෨ճ

ˠ஭ʁ��ຌॽに͠ࡎܟΗͱ͏るͤ΄ͱ͹಼༲͹ஸݘࡠͺɼ֦ࣆى͹ஸंʀޮӻऀ஄๑ਕ�ೖຌݒ஛Պڢ
会�ؖ౨ߗ৶ӿࢩ෨にؾ଒͢ɼໃஇͲ͹್࣏ཤ༽ͺ๑ཱによΕ൉ͦΔΗる͞ͳ͍͗ΕΉͤɽ



-,$ 建築家୉ճ 2�2� એཁɻ概要

τーϜʁͦΞのͬかΔɻ
ɻɻɻɻɻଡ༹੓Νଜ॑͗͢ܪΕΝਫ਼Ίड़すɼऀճと建築の͍Ε๏Ͷͯ͏て

֋࠷ೖ࣎ʁ2�2� ೧ 11 ݆ �ೖʤۜʥʀ11݆ �ೖʤౖʥ
ճɻɻ৖ʁએཁݟชԿճؙʀએཁ୉ָΛのͺ͵ಋ૯ճؙ

֋࠷कࢭʁࠕ��ɼͬͪࢴ͹ਐ͹ΉΚΕにͺɼԻஈԿͳ͏ͮͪஏوځໝ͹՟ୌ͖Δɼ௔߶ྺऀ会Ώਕݰ޳ঙɼ
大౐ࢤ͹๴௃ͳভ໕Ն೵੓౐ࢤɼৱྋིࣙڇ͹ఁ໐ͳසࠖ͵ʹɼ༹ ʓ͵໲ୌ͗ᷕΗͱ͏Ήͤɽ
ͨΗΑ͓ஏҮΏऀ会͹ଚକ͗ث΁ΉΗͱ͕Εɼͨ͞にͺݒ஛ΏஏҮ΍਄͚͖͖Κͮͱ͏Ή
ͤɽ͞͹よ͑͵য়ڱにଲԢ͢ɼʬ࣍କ੓Ν΍ͯ޹Ή͢͏ऀ会ʭΝࣰͤݳるͪΌにͺɼ෱͏߁
෾໼にΚͪるଡ༹͵எݡʀ৮೵ʀٗढ़͹༧͖ͦܿ͗߻ΉͦΞɽ

202� 年वɼݒࡏࠅ஛Պ࿊߻ʤ8,$ʥにೖຌΝେන͢ͱՅ໏͢ͱ͏るޮӻऀ஄๑ਕɻೖຌݒ
஛Պڢ会ʤ-,$ʥͺɼ-,$ ஛Պ大会ݒ 202� એཁΝ֋͢࠷Ήͤɽʬ࣍କ੓Ν΍ͯ޹Ή͢͏ऀ会ʭ
Νߑ૟͢ɼࣰભ͢ͱ͏るɼݒ஛Պʀٗ ढ़ ʀंߨ੕ʀӣӨ ʀंࢤ຿ʀ学生͵ʹ 100 ໌͗൅නΝ͢ɼ
͞Η͖Δ͹ݒ஛ΏஏҮにͯ͏ͱͳ΍に͓ߡる 1�000 ਕ会٠Ν͏ߨΉͤɽ

ʓ͹ଜ॑ͳऀݺଚͤる͞ͳͲ੔Εཱིͮͱ͏Ήͤɽڠʀཱི৖͓͗ߡେऀ会ͺଡ༹͵Ճ஍ʀݳ
会͹સର଀ͺ໅८͓͢Ήͤ͗ɼଡ༹͵͗ݺ૮ึదに͗ܪる͞ͳ͗ɼʬ࣍କ੓Ν΍ͯ޹Ή͢͏
ऀ会ʭ͹خ൭ͳ͵る͹Ͳͺ͵͏Ͳ͢Β͖͑ɽཱི৖Ώ෾໼Νӿ͓ͪଡ༹͵৮೵Ν࣍ͯ෱͏߁
෾໼͹๏ʓͳ͹ڢಉ͗͏ΉٽΌΔΗͱ͕Εɼͨ͑ͪ͢٠࿨Νͤる৖Ν఑͢ڛΉͤɽ

कɻɻ࠷ʁޮӻऀ஄๑ਕ�ೖຌ建築家ڢճ�ؖ౨ߗ৶ӿࢩ෨
ӣɻɻӨʁޮӻऀ஄๑ਕ�ೖຌ建築家ڢճ�ؖ౨ߗ৶ӿࢩ෨�୉ճࣰߨҗҽճ



໪࣏
/RFDOLW\ɻஏҮのݺ੓Ν׈かす
S01 ʝ ྼ࢛的意義ある建築の保存とގるべき日本のܢ؏
　　　 〜価値ある建物の保存・ཤ活用をݟ຿と考えるʻݟ立ਦ書館と大∃建築〜

S02 ʝ 千葉のまちのਇΞ中をデザ΢ンする
　　　 〜開ැ �00 年から 1000 年へ向けた持続可能な೒わいづくりと人づくり〜

S03 ʝ '2C20202 建築に学΁૓造性ʗ'2C20202 JDSDQ 25 年

&RPPXQLW\ɻஏҮऀճʀஏҮۂࢊとの͗ܪΕ
S0� ʝ ౐ࢤと地方がࠠ在する千葉のৱ w ช化の現状とາ来
　　　 〜೸とまちを͛ܪコϝϣニティから考える〜

S05 ʝ 地Үづくりと建築家の新たな活動

S06 ʝ ίアと建築

S07 ʝ ໨ࡒのඉ生産ݟにおける地Ү໨ࡒ活用のための社会の仕組みづくり
　　　 〜҈定した໨ࡒ生産にむけた千葉ݟのྜྷ業と建築家の連ܠ〜

,QQRYDWLRQɻາཔऀճͶͪ͜޴৿ͪ͵खΕૌΊ
S0� ʝ ౖとਭと建築 ō ౐ࢤ

S0� ʝ 建築とテクόロジーの関係を問い直すʗऑघ建築家が見ੀえる設計のາ来

S10 ʝ 気ޫ変動や社会変༲を見ੀえた持続可能な社会基盤のາ来଀
　　　 〜建築・ランχスίープの新たな関係性を୵る〜

S11 ʝ 事前๹ࡄへの取組と今後の展望

(GXFDWLRQɻ࣏੊େΝ୴͑建築家ͪͬ
S12 ʝ JIA 全国 10 部合同企画「注目のऑघ建築家による建築౾論」ࢩ

S13 ʝ 第 1� 回ϲェネοア w ϑエンナーレ国際建築展「IQ�%HWZHHQ」から考える：
　　　 建築をたがやし৚ๅを育てる実ભ

S1� ʝ 社会に発信する建築家のϟディア実ભを考える

S15 ʝ これからの職能に向けて、建築教育はどうあるべきか

S16 ʝ 建築学生が考える「これからの建築と社会」ˑ千葉

$UFKLWHFWɻ੊ֆの建築家 ōೖຌの建築家
S17 ʝ 私にとっての「ᴵชඛ」

S1� ʝ IQWHUQDWLRQDO PUHVLGHQWVb )RUXP（IP)）

S1� ʝ Ŋ 建築家」ってだれですか？

S20 ʝ Ҕ大な先ഒ建築家に学΁ 9RO�10　大∃正人ʗ人と౐ࢤと建築

S21 ʝ ʮӿ境建築家ʯたちとの対࿫ʗ「ӿ境」が建築家にもたらすものʗ

2YHUYLHZɻΨーώーϑϣー
S22 ʝ ʬΨーώーϑϣー・セッションʭせΞのちからと建築家のつながり

-,$ 建築家୉ճ 2�2� એཁ୉ճࣞఱ
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ʞ ଞ山তุ � 千葉大学 � 年

ʞ ੤ଞ࿪૙ � 千葉大学大学院 修士̏年

ʞ 佐藤༠ᣨ࠾ � 千葉工業大学大学院 修士̏年

ʞ ࣭ݬ東子 � 千葉大学大学院 修士 2 年　　　　 

ʞ ฑੋඔ࡛ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年　

ʞ ઔ上ݕଣ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年

ʞ ࣴ田育࿗ � 千葉大学大学院 修士 1 年

ʞ ෯ౣฝ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年

ʞ Ԡ෍ध � 千葉工業大学大学院 修士 1 年

ʞ ੶Ҭඔ࠭ � 千葉工業大学大学院 修士 1 年

ʞ ฑ田կ໷ � 千葉大学大学院 修士 1 年

ʞ ࡋ໾ধ大 � 千葉大学大学院 修士 2 年

ʞ ࡖ内य़ଢ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年

ʞ Ҭރ端༅ � 千葉大学大学院 ദ士 2 年

ʞ ൩௫ਇਚ � 千葉工業大学大学院 修士 1 年

ʞ 千葉༦介 � 千葉大学大学院 修士 1 年

ʞ 高ᖔ੕߄ � 千葉大学大学院 修士 2 年

ʞ ྍֽۻଢ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年

ʞ 高山茉佑子 � 千葉大学大学院 修士 2 年

ʞ ࣝ野田大ध � 千葉大学大学院 修士 2 年

ʞ 藤本千኏ � 千葉工業大学大学院 修士 1 年

ʞ ஶފ෪ � 千葉工業大学大学院 修士 2 年

ʞ 山田୕෤ � 千葉大学 研究生



1. 企画の意図
本大会の会場である千葉ݟช化会館は、1�60 年代に
建築家　大∃正人の設計により、੡ݣಌ、千葉ݟ立中
ԟਦ書館と併せて「千葉ช化のਁ」という理೨の下
で 1�60 年代に整ඍされた。これら一連の建築܊は、
その価値が認められ、201� 年度には '2C20202 
JDSDQ の選定作品となった。

現在、この敷地内の建築܊はそれぞれ異なる状ڱにあ
る。千葉ݟช化会館は全面改修工事を׮྅したが、一
方で 202� 年にその建築܊の一つである੡ݣಌが専門
家のࣀ問を経ることなくմ体された。また、࿟ټ化に
൒い新館建設が計画されているݟ立中ԟਦ書館につい
ては、現存する建物の今後の在り方がາ定である。

近年の日本では、建築物が持つช化的価値よりも、築
年਼や経ࡃ合理性が༑先され、地Үの資産である建築
が失われるίースが見受けらる。本企画では、大∃建
築の代表作の一つである「千葉ช化のਁ」を事例に、
公共建築物のあり方について、ྼ࢛的建造物の保存ཤ
活用、ݟ຿の建築に対する価値؏やଠ国との比較など、
༹々な視点から議論が行われた。

2. トークセッションの概要
トークセッションでは、ࢤ຿の立場による建築の保存
と行੕の立場から、公共建築物への施ࡨについて議論
が行われた。

千葉大学　Ӵੇݬ子教授は、大∃正人が設計した千葉
、ಌが一体となったݣช化会館・੡ݟ立ਦ書館、千葉ݟ

当日の来場者の༹子

「千葉ช化のਁ」を܊造形としての保存活動に関わり、
'2C20202 JDSDQ ෯代表理事として、建築の保存
活動に参加している。

建築家の高ڰ直子氏は、ٸ৕ݟඔ術館のҢ఺に対して、
຿とともにඔ術館の現地存続運動を成ޯさせた事例ࢤ
から、ࢤ຿と公共建築の在り方について語った。

また、ช化ுの山޳य़࣑氏は、建築をช化ࡔとしてそ
の価値のܩ承と活用を、ଠ国との施ࡨの比較や今後の
日本における建築の保存活用の方ਓを示した。

ໞࢤݬ役所職員のࣲ田ஒਖ氏は、自࣑体が公共建築の
մ体を行うまでの過ఖについて、そのഐܢとླྀれを説
明した。

また、ਁ田ܡ介氏は建築をช化ܵ術として捉えようと
する立場から、ྼ࢛的建造物の保存ཤ活用をテーマと
した本セッションのコーディネーターを務めた。

議論の঱点となったのは、自࣑体による公共建築物の
մ体へのプロセスである。Ӵݬ教授が関わった੡ݣಌ
や高ڰ氏が関わったٸ৕ݟඔ術館のҢ఺は、ಧ೙とし
てմ体、Ң఺の計画が進められた。

本大会の会場となった、大∃正人による
「千葉ช化のਁ」の建築܊

ࠪ上：੡ݣಌ
ࠪ下：千葉ช化のਁ（地理院地ਦより）
ӊ上：千葉ݟ立中ԟਦ書館
　　　（千葉日ๅより）
ӊ下：千葉ݟช化会館（公ӻࡔ஄法人
　　　千葉ݟช化৾ࡔڷ஄より）

S•1 ྼ࢛ద意͍ٝΖ建築のฯଚとގΖ΄͘ೖຌのܢ؏
ʛՃ஍͍るݒ෼͹ฯଚʀཤ׈༽Νݟ຿ͳ͓ߡるʻཱིݟਦॽؙͳ大∃ݒ஛ʛ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　1�:10 〜 15:�0　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：ਁ田ܡ介　建築家／ਁ田建築設計事務所
　　　　　Ӵੇݬ子　千葉大学教授／ '2C20202 JDSDQ ෯代表理事
　　　　　山޳य़ߔ　ช化ு 企画調整課
　　　　　高ڰ直子　建築家／ఽ౹建築研究所
　　　　　ࣲ田ஒਖ　建築主事／ໞࢤݬ役所職員
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ଞ山　তุ
（千葉大学　̒年）



セッションの༹子

ਁ田氏はこれに対し、自࣑体はこの公共建築物のմ体
について、限られたݱࡔや今後の੭収のݰ少といった
؏点から、ࡔ੕的なଈ面からմ体リストとして建築物
がڏげられる場合があるとした。しかしながら、計画
ஊ֌の中で、ࢤ຿による意見や要望を受け入れるغ間
は取りࠒまれている点についても指摘した。

このような公共建築のմ体について、Ӵݬ教授はࢤ຿
による建築への理մが最も重要であるとした。この建
築への理մのために、建築物のຳ力を地ಕに発信し続
けることが必要である。ࢤ຿がॄまる場所として建築
をཤ用し、その価値を多くの人々に知ってもらうこと、
そしてࢤ຿が建築にڷ味を持ってもらうことで、ࢤ຿
が建築に対して主体的に働きかける状ڱになること
が、建築の保存における重要な要ોであると指摘した。

また、高ڰ氏はࢤ຿が建物を知らなす͙ることについ
て指摘した。この点について、建築を知る者が建物の
ຳ力とܿ点についても同時にఽえ、今後の活用方法な
どを議論する場を੷ۅ的に設けることが必要であると
した。さらに、行੕がࢤ຿と同じ立場で建築の在り方
についてݗ౾することで、建築を通じてより良いまち
づくりが行われていくのではないかとした。

国の঴ுとしては、経産঴、؏ޭு、ช化ு、外務঴
などが、建築の保存活動に取り組Ξでいることを山޳
氏は説明した。しかしながら、これらの঴ுはಢ立し
て֦課題に取り組Ξでいるため、֦঴ுが行っている
活動を一体となって活動できる場をつくることが、今
後の建築の保存に関する施ࡨの方ਓであることを同氏
は示した。

最後に、建築の保存において、行੕と຿間のそれぞれ
にできることは何かについて議論がިわされた。

ਁ田氏は行੕に対し、建築をช化ܵ術の一つとして捉
えることや、建築のմ体計画について計画の૥いஊ֌

からࢤ຿が分かる仕組みをつくることの必要性につい
て述べた。

一方、高ڰ氏はࢤ຿に対しての教育の大઀さについて
語った。同氏は建築のみならず、自ਐがेまうまちに
味を持ち、まちのາ来を考えさせることが重ڷりとގ
要であるとした。

そして、Ӵݬ教授は、建築はࢤ຿のものであることを
前提としたうえで、建築外の活動も重要であるとし、
建築だけでཻめるのではなく、建築外の活動について
は、国や自࣑体とࢤ຿の活動のட੷の中で、一ิ一ิ
進めていくことが大઀だと述べた。

3. まとめ
今回のトークセッションでは、公共建築物のմ体につ
いて、行੕と຿間の૔方の立場から、議論が行われた。
行੕による公共建築のմ体はݱࡔの見直し౵を理༟に
計画されるが、大∃正人の設計による੡ݣಌのմ体は、
計画ஊ֌でࢤ຿との࿫し合いが行われなかった。

࿫し合いが行われなかった要Ҿの一つとして、「ࢤ຿
の建築に対する意識や認識のܿ落」であったことが
トークセッションの中でも議論の中ৼとなった。

実際に建築をगることができるのは、地ݫのࢤ຿一人
一人である。公共建築物のみならず、まち全体をより
ेみやすい環境にしていくために、ࢤ຿はまちづくり
に対して主体性を持つ必要がある。したがって、建築
にܠわる私たちがすべきことは、建物単体の保存にと
らわれず、まち全体のາ来や課題について、ࢤ຿と共
に考えるきっかけを作ることである。

そのԈ長線上に、後੊に残すべき建築の価値について、
຿一人一人が理մすることで、建築の保存をはじめࢤ
とした主体的なまちづくりが行われるのではないかと
感じた。
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1. 企画の意図
本企画は、千葉Ӽबวにおける中ৼ֙ࢤ地のਲୂと活
性化の動向に஥目し、近年、ࢤ຿஄体や企業、行੕、
大学が協働して進めている社会実験的な取り組みを契
機に、地Үの持続性向上に向けた新たなまちづくりの
可能性を୵ることを意ਦしたものである。高度経ࡃ成
長غ以߳に発展した千葉Ӽबวは、߭外ܗঐ業施設の
֨大によりం଼を経験したが、࠸開発や΢ϗントを通
じて人々が関わり続ける「協働ܗの౐ࢤづくり」のあ
り方をݗ౾する場とした。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの企画協力者である建築家・൩沼
஝一さΞより、本企画の趣旨に加え、千葉౐ৼの形成
過ఖやક後の復ڷ、さらに現在์えるঐ業ਲୂや空ಐ
化といった課題が示され、続く౾論でѽわれるմ決ࡨ
への಍入となった。

続いて、大໨޻ރ໷さΞ、明཮さΞ、田中章さΞ、ਤ
さΞ、নӞ࣑݊࿢先生、連݊෋さܛկ೯さΞ、田野࡜
Ξの 7 名が自ਐの活動や実体験をϗースに、人と人と
の関わり合いを注視した千葉のまちなかでのまちづく
りについてプレゼンテーションを行った。

大໨ރさΞは、人中ৼの空間へ࠸ฦするためのグラン
χデザ΢ン改定を࣢に、地ۢ͟とに性格の異なる千葉
Ӽबวの特性より、建物ߍ新やウΧーカϔルਬ進など
を通じてそれぞれにԢじたまちづくりが大઀であると
した。行੕がൿ઀りに活動が動きड़すとࢤ຿も参加し
やすいため、まちなかַ新への良い஻しを感じた。

当日の会場．参加者は࿟ऑ஋ঃ問わずみられ，౏中からঅ々にੰがດまり始めた �

当日のセッションの༹子．

上ஊࠪ：意見を述べるনӞ先生．上ஊӊ：わかりやすく可視化された主体間関係．
下ஊࠪ：タ΢ムΫーϏーのあまりにもގ௃的な時間管理は会場の঺いを༢っていた �
下ஊӊ：ΰストとしてਈ谷千葉ࢤ長が来られ、今後の展望について೦く語られた �

明཮さΞは、かつてঐవ֙や՘֙ช化がॄ੷し೒わい
があった千葉ࢤ・ӭௌの༹૮から、現在はਲୂしつつ
ある当地Үにおいて、まちのىԳや建築をى࿧しܩ承
する重要性を示した。学部時代、՘֙を研究していた
立場からすると、正しくىԳを͛ܩという意味でまち
のىԳを残すことの重要性が࠸確認された。

田中さΞは、千葉ࢤ内をิいてֺしめるエリアとする
ために、ԽֺとӁৱを࣢にしたまちなか΢ϗントの紹
介を通じて、人の଼在を生みड़すόウύウを示した。
エンターテ΢ンϟントの視点で場の活ڱが学べ、ࢤ຿
一人一人が主役となれる仕ֽけがڷ味深かった。

ਤ藤さΞは、ิ行者空間活用の社会実験「ちこほこ」
を通じ、地Ү・వะ・学生がިླྀできるܞいの場が生
まれたと述べ、ܩ続的な担いघ確保を課題にڏげた。
൶は自分のవを構えるかたわらまちなかの空間࠸生に
もॊ事していることから、千葉ࢤに対する自ਐの活動
のഀްٶ果やؒݫがްིよく行なえると感じた。

田野さΞは、子どもৱಌや空き家活用により誰もが҈
ৼして過͟せる地Үのڋ場所づくりの重要性を強調し
た。私は空き家活用も研究の一環で取り組Ξでいたが、
今回の൶ঃのプレゼンテーションから、ただ空間を活
用するだけでなく、࢘う人の立場やどのような空間で
あるとչనに࢘えるかなど、࢘いघの立場に立ってݗ
౾することが何より大઀であると学Ξだ。

S•․ એཁのまͬのਇΞ஦Νυδ΢ンすΖ
ʛ֋ැ �00 年͖Δ 1000 年΃࣍ͪ͜޴କՆ೵͵೒Κ͏Ͱ͚ΕͳਕͰ͚Εʛ
開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　10:00 〜 11:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者： 大໨޻ރ໷　千葉ࢤ౐ࢤ局౐ࢤ部౐ࢤ計画課課長
　　　　　明཮　千葉ݟのౖ࢛ڹ家
　　　　　田中章　ৱֺ IC+I%A 代表／そらのかけらవ主　　　　　
　　　　　ਤ࡜կ೯　ちこほこ実行委員会代表／ SXGR�%DJV వ主　　　　　
　　　　　田野ܛ　子どもৱಌ「ԓ」代表／三س工๬
　　　　　নӞ࣑݊࿢　౐ࢤ計画家／千葉大学०教授
　　　　　連݊෋　建築家・まちづくりコンγルタント／連݊෋建築研究࣪
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当日のトークディスカッションの༹子．登壇者同士がاを見合わせながら，࿪やかな雰囲気で行なわれていた．

私の研究࣪の先生でもあるনӞ先生は、山෤ϗンοの
設置活動や᣾ઔबวの਎ਭ空間の活用可能性を通じ
て、人々がただ「通り過͙る場」を「଼在の場」へと
఺׷させる方向性を示した。実際に研究࣪のプロジェ
クトに参加している立場として、人と地Үの関係を育
てるという点はかなり共感でき、༹々な視点や意見が
介入することで、よりよいまちづくりができあがると
改めて感じ、今後のϭークショップでもब囲とのコ
ϝϣニίーションを大઀にしたいと感じた。

連さΞは、े຿・行੕・専門家が対࿫しながら、地Ү
のຳ力と課題を共に見ड़し、າ来をඵき、ルールをつ
くるプロセスの重要性を述べた。まちづくりコンγル
タントならではの視点で༹々な主体の関わり合いが可
視化され、意義あるプレゼンテーションであった。

7 人のプレゼンテーションをซき、まちなか࠸生への
アプローο方法は実に多झ多༹であることが改めてਦ
り知れた。༹々な活動やより多くの主体の参画を通じ
て、まちと人との਎࿪性がより強化され、改善されて
いくものだと感じた。

後半は、今後のࢤ຿が関われる千葉のまちづくりにつ
いてディスカッションが行われた。ここでの論点は、
主に༪പを生かしつつ、人が関わり続けられる仕組み
づくりが大઀であることが議論されていた。

その中でも関ৼ深かったのが、デジタルプラット
ϓΧームについてである。デジタルプラットϓΧーム
とは΢ンターネット上で࿟ऑ஋ঃ問わずだれでも意見
を書きࠒめるγ΢トであり、この仕組みを活用するこ
とで、ϭークショップやその外部の活動に੷ۅ的に参
加できないࢤ຿であっても気ܲに意見をൕӫすること
ができる。この事について大໨ރさΞも「中プロデザ
΢ンラϚ（ϭークショップの一環）に参加することが
຿にとってύーχルを上げている」中で、このプラッࢤ
トϓΧームは༑位なものになると言ٶしていた。また、

連さΞは「大事なことはプラットϓΧームを作ること」
だとし、ࢤ຿の方々に行੕をうまくཤ用してもらうこ
とで協議調整の場としてのきっかけづくりにもつなが
ると述べていた。このように異なる視点からも、プラッ
トϓΧーム活用はࢤ຿のまちづくり参画への近ಕにつ
ながることが明らかとなった。

3. まとめ
本セッションでは、千葉ࢤ内で取り組まれている༹々
な取り組みを通して、人々がよりまちに関われるよう
なಕしるべがいくつか示されていた。それは、΢ϗン
トや社会実験といったλϓトなものから、最నな建築
空間の૓造といったύーχなものまで༹々なアプロー
οでおこなわれている。

そΞな中、নӞ先生もھるように、自༟度の高くよ
そ者も受け入れるという千葉のಢ自性を生かしつつ、
ը々がまちを育てると同時にը々も育っていくという

「まち育て」が今後のまちづくりの中で重要となる。

今回、私が学生レポーターとして感じたことは千葉の
まちなかの空間をよりよくしていくためには、より多
くの人々のつながりが必要であり、そのために༹々な
΢ϗントやプロジェクトの企画者である私たちがもっ
と੷ۅ的にࢤ຿に働きかけることが必要であるという
ことであった。

すでにまちの関係者たちにより、「ちこほこ」や「ৱ
ֺ IC+I%A」の΢ϗントが行われるなど、千葉ࢤ内の
まちなか改ַは前進しつつあり、༹々な主体のਜ力の
おかげで、ここまで༹々な企画が進Ξでいることに感
ःしなければならないと改めて感じた。

今後この前進のάアを上げていくためにも、私も一ࢤ
຿として、੷ۅ的にϭークショップに参加したり意見
をൕӫさせたりしようと決意した。
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1. 企画の意図
'2C20202 JDSDQ は日本ࢩ部設立から 25 年を迎
え、'2C20202 JDSDQ の選定建築物は 300 選にୣ
した。これまで、主にક後দ࿪のϠξニθム建築を学
術的に評価するとともに、建築作品の保存や日本ช化
のܩ承をࢩԋしてきた。本セッションは、近年におよ
΁ '2C20202 選定建築物のܧොを৾り返りながら、
Ϡξン・ムーϔϟントの建築にࠒめられた先ୣの建築
家ୣの૓造性を学΁とともに、日本建築家協会 �JIA�
と '2C20202 JDSDQ との関係や、ྼ࢛的建築物の
今後の望ましいあり方について考えることを目的して
いる。

2. トークセッションの概要
はじめに藤໨ཿ໷さΞから今回の趣旨説明が行われ
た。'2C20202 JDSDQ は日本ࢩ部設立から 25 年、
'2C20202 JDSDQ 選定建築 300 選のઇ目を迎えた。
近年におよ΁ '2C20202 選定建築物のܧොを৾り
返るとともに、日本建築家協会 �JIA� の視点をިえて、
JIA と '2C20202 JDSDQ のより੷ۅ的な協働関係の
構築を目的としていると語られた。

҈田߀一さΞはౖӞّ৕ఝの改修を中ৼに建築࢛家だ
けでなく建築家が復ݬに関わる意義について思考し
た。ౖ Ӟّ৕ఝは「1�35 年へタ΢ムスリップすること」
をΫーϭーχとして、 �0 年前の姿へ復ݬし、それをさ
らに �0 年後へܩ承することを目ඬとした。҈田さΞ
は、何年先の後੊へܩ承するかを最ॵに考えなければ

当日の会場．部Բに入りきれないほどの௎़がॄまった．
登壇者は，ࠪ からॳに藤໨ཿ໷さΞ，҈田߀一さΞ，ో ᬔ研司さΞ，田所୤೯ঁさΞ，
ѹࡖబさΞ． トークセッションでは，'2C20202 JDSDQ と JIA のこれまでの活動ๅࠄや，今後

の課題について共有がਦられた．

いけないこととし、建築家と建築࢛家が協議をした上
で、それをड़発点として計画をするべきと語られた。
'2C20202 JDSDQ は建築家の意見を間きながら作
品選定を行い、建築の社会的評価を高めてきた。一方、
JIA は建築࢛家と共に作品に関わり、۫体的な保存・
存建築を設計した建築家の考え方ع、生घ法の提案࠸
をմ体時などに発۹する役割を担ってきた。これがྈ
஄体が存在する意義であり、共同で目指す方向性であ
ると指摘した。ౖ Ӟّ৕ఝの改修では、残されたスίッ
οやࣺਇから、2 ऊ ;3 ऊのϠジϣール、コーナーの 
アール、ึ 強金物といったΨリジナルの要ોをபड़し、
単なるࡒ料ではなく思૟をܩ承するという形で復ݬさ
れた。時間に対しての向き合い方をいかに構築するか、
そのために調ࠬが෈可ܿであることが強調された。

田所୤೯ঁさΞは '2C20202 JDSDQ の選定方法
からプロセス、これまでのߍ新内༲、この先の選定
について評価࣢など現在登࿧されている建物を紹
介しながら説明した。選定は 20 選からはじまり、
'2C20202 JDSDQ と建築࢛家の合同会議によって
これまでの選定ึ150、׮ 選以߳は地Ү資産の価値の
見直し、保存活動のࢩԋがされるようになり、それに
対Ԣする形でਬપ用シートが作られた。環境形成、ش
何学的な構成に೛づいたৼ理性を評価࣢にいれ、2023
年にはॣ工後 35 年を経過したものと変え、時代性と
いう評価࣢を新たに加えた。また、࢘い続けることの
大઀さを評価に入れ、ܩ続性、地Ү性、意ঌ性、作家
性、技術性、6 つの指ඬを用いて評価をしている。学

S•‥ '2&20202建築Ͷָ΁૓ଆ੓
ʛ'2&20202�-DSDQ�2� 年ʛ

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　1�:15 〜 15:�5　
会　　場：千葉ݟช化会館・大࿇स࣪
登  壇 者：҈田߀一　建築家／҈田アトリエ／東ښՌ学大学名༬教授
　　　　　ోᬔ研司　建築࢛家／東海大学教授／ 
　　　　　　　　　　'2C20202 JDSDQ 前代表理事
　　　　　田所୤೯ঁ　建築࢛家／  日本大学教授
　　　　　Ფࡖబ　　建築家／Ფࡖ建築研究所
　　　　　藤໨ཿ໷　建築࢛家／千葉工業大学教授／ '2C20202 JDSDQ 理事
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登壇者のプレゼンテーション後，JIA ଈから今後に向けた意見が共有された．

会では建造物保存活動Ϊ΢χラ΢ン、ช化ுでは近現
代建造物ٺە重点調ࠬ事業を実施し、社会資産として
保護活動が行われている。今後は、形ସやࡒ料だけで
なく੠ਈと感性といった形にならない部分も保存の対
象という考えが߁まっていくことから、'2C2020 
JDSDQ でも議論が必要となる。

ోᬓ研司さΞは '2C20202 JDSDQ ૓設غを৾り返
り、建築家はྼ࢛から何を学΁のかを語った。
'2C20202 JDSDQ は近代の中でもϠξニθムを対
象とし、合理的思૟によってつくられた建築を対象
としている。ోᬓさΞは AA スクールでのड़会いから
'2C20202 を知り、それ以߳すべての大会に参加
している。そこから日本で '2C20202 の活動をは
じめ、2003 年に日本ࢩ部設立、201� 年には一般社஄
法人となった。現在の課題として、理事の JIA 会員の
割合がݰっていることがڏげられた。また、建築家は
ྼ࢛からどう学΁のかについて、発展は先人の੷み上
げた知識の上で成り立つことを重要視していた。近代
建築の保存の意義と方法について、現近代建築という
Ϋーϭーχから、現代に主࣢をおくことは JIA の重要
な視点であり、現代の目を通して過ڊを見ることは現
代を生きるը々は常にྼ࢛に問いかけているのではな
いかと結論づけた。

ѹࡖబさΞは '2C2020 JDSDQ と JIA の૔方の立場
から保存活動の経Ҥとྈ者の重なりについて説明し
た。保存運動は 1�61 年ࠔ、ઊ対高さのభഉにより、
建物が࣏々とմ体されはじめたことを契機におこっ
た。1��� 年に JIA は保存問題委員会を設立し、現在
'2C2020 JDSDQ が行なっているような保存活動を
JIA が担っていた。1��� 年に 20 選展を機に日本ࢩ部
が設立された。2005 年以߳はϠξニθム建築が重要
視されるようになり、建て଺えが保存へと変わって
いった。JIA では法的な؏点から保存方法の研究が進
められ、2017 年にはర۔コンクリート造の中性化に

対する҈全性、202� 年には࣪内のף૫状ସにおける
ଳٳ性が確認された。しかし現状では、日本ではまだ
࢘える建物のմ体は行われ続けており、選定建築物
も失われている。これらの問題をմ決するには JIA と
'2C20202 JDSDQ が協力することが必要෈可ܿで
あると強調された。JIA と '2C20202 JDSDQ の活動
は重なる部分が多く、現在は一般の建築ϓΟンのが増
えている。JIA の会員は学識経験者や建築家だけであ
るが、'2C20202 JDSDQ は誰でも会員になること
ができるため、一般の方からの選定建築の提案が増え
ている。多方面から判พ、建築のਬપができることが
強みであり、'2C20202 JDSDQ の変わりつつある
点でもある。それぞれの強みを活かし、保存活動を行
なっていくことが重要視される。

最後に JIA ଈから一般ࢤ຿への参加ଇ進と建築への理
մを深める活動を増やしてほしいという意見がड़た。
े຿参加ܗϭークショップからまちづくりへ参加して
もらうことで建築にڷ味を持ち、結果的に֙の保存に
つながる。このような活動が増えていくことをغଶす
ると同時に、活動をࢩえる役割としても JIA は存在し
ている。主題である JIA と '2C20202 JDSDQ の連
຿にいかにຳ力をࢤ強化については、ྈ者とも一般ܠ
ఽえていくか、という同じ課題を์えており、発信の
場を協力してつくることの重要性が࠸確認された。

3. まとめ
近代建築の保存は過ڊをगる行為であると同時に、າ
来の建築を考えるための重要なघがかりであると感じ
た。設計者の思૟や時代ഐܢをどのようにܩ承するか
という視点は、設計を学΁学生にとって大きな学びで
あった。また、'2C20202 と JIA が異なる役割を担
いながら協働している点から、建築は専門家だけでな
く社会全体と関わるものであると࠸認識した。
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1. 企画の意図
多くの人が౐ࢤで๝かなৱช化をڙ受する一方、その
ഐܢにある生産者の実ସはॉ分に知られていない。千
葉ݟはԻஈな気ޫとฑ୳なߠ地、大ভඇ地に近い立地
を活かし、೸業生産ྖは全国 � 位をގるが、高ྺ化や
後ܩ者෈ଏ、౐ࢤ化に൒うഉ業といった課題も์えて
いる。本企画では、千葉ݟ内で特৯ある事業を展開す
る施設の活動と理೨を紹介し、೸業にܠわる現場の実
ସにޭを当てる。加えて、೸業施設の設計経験をもつ
建築家・中ଞ୕志氏をডき、ৱの҈全性や݊߃志向が
高まる中での೸༂の役割、๹ࡄや୪田に代表される೸
地のܢ؏的・機能的価値に触れながら、೸と౐ࢤをつ
な͛າ来のまちづくりについて多ֱ的に議論する。

2. トークセッションの概要
本セッションでは、千葉ݟという౐ࢤと೸ଞがྣંす
る地Ү特性を踏まえ、೸業・ෳࢳ・建築の実ભ者たち
がॄい、それぞれの立場からまちづくりや地Ү連ܠの
可能性が語られた。
冒頭では進行役であるұ野氏から、千葉ݟの持つ地理
的・産業的特徴について؈単なմ説があった。Իஈな
気ޫとฑ୳なߠ地にܛまれ、東ݏښにも近い千葉ݟは、
೸業生産ྖで全国 � 位をގるが、同時に高ྺ化や後ܩ
者෈ଏ、౐ࢤ化によるഉ業といった課題も์えている。
そうした現状を踏まえ、「೸とまちをどうܪげていく
か」というテーマのもと、� 名の登壇者がそれぞれの
立場から実ભを語った。
最ॵに登壇したのは、社会ෳࢳ法人ෳֺࢳ஄「࿂する
಴研究所」の山ࠞ正ܡ氏。山ࠞ氏は、্֒者のम࿓
ԋとৱのϔランχ化を結びつけた取り組みを紹介しࢩ

セッション冒頭　ұ野氏によるセッション内༲と登壇者の紹介

ұ野氏による೸業の現状と、登壇者
が今回セッションで紹介する場所の
紹介．೸業のݭしい現状や千葉の特
৯について、ඉ常にわかりやすくմ
説された．

上ஊ：೸業の現状について
下ஊ：登壇者が紹介する場所の紹介

た。発߮ࣄ料で育てた高品質な಴と、ෳࢳ的ࢩԋが༧
合するこの施設では、レストランや੠೓の直൤なども
展開し、ভඇ者とのړ཯をक़めている。特徴的だった
のは、ෳࢳを「ࢩԋされる場」ではなく、働く人がގ
りを持てる場と捉えていた点である。ϔランディング
や建築にもこだわり、デザ΢ン性の高いవะ空間が地
Ү内外の来๜者に強い印象を与えている。
࣏に登壇したのは、「タンジョウ೸場」೸場長のآ山
կ子氏。ࠄ߁業ֆから఺ਐし、37ࡂで೸業の੊ֆに入っ
たという異৯の経ྼを持つآ山氏は、自ષとの共生を
意識した೸業のあり方を紹介。ྣંするຂ場のډの଱
඄を࢘ったໃ೸༂ࡁകに取り組み、੤༺野ࡌやϔルー
ϗリーをレストランに直ૻしている。また、೸場敷地
内に併設された「ϓΟームΫッοン」では、収֯物を
活かした料理やス΢ーςを提ڛし、೸とৱの一体的な
体験を生みड़している。౐ࢤ೸業は「ভඇ者が近いこ
とが最大のϟリット」であるとして地Үとのܪがりを
とても大઀にしていることがৼに残った。
三人目は、良品計画で地Үڎ点づくりを担当する野
ଞय़介氏。同社が千葉ݟ大多جௌで展開する「0UJI 
%AS(」の事例を紹介した。ഉߏとなったڈ小学ߏを
຿と来๜ेݫཤ用したこの施設は、؏ޭと生活、地࠸
者がިわる n第三の場| として機能している。野ଞ氏
は「地Үにとって本当に必要な場とは何か」を問い直

S•… ౐ࢤとஏ๏͗ࠠࡑすΖએཁのৱʀชԿのݳয়とາཔ
ʛ೸ͳΉͬΝ͛ܪαϝϣωτΡ͖Δ͓ߡるʛ

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　12:30 〜 1�:00　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：山ࠞ正ܡ　࿂する಴研究所（社会ෳࢳ法人ෳֺࢳ஄）
山կ子　タンジョウ೸場　೸場長آ　　　　　
　　　　　野ଞय़介　良品計画 0UJI %AS( 2I.A:A ഓ人ࢩ
　　　　　中ଞ୕志　建築家／ 1AP 建築設計事務所
　　　　　ұ野ஒ༟　建築家／ S7</(/A%
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登壇者の実ભを紹介するスラ΢χのൊਰ．登壇者それぞれの、そのౖ地や地Үの人々に対する強い૟いを感じることができた．

山氏のスラ΢χآ �　「この地だからこそʄ」という強い૟いを感じる �「ৱ」の提ڛを
௔えた人々のܪがりを感じられるタンジョウ೸業の取り組みはඉ常にຳ力的であった �

山ࠞ氏のスラ΢χ �　ࠪ：࿂する಴研究所　ӊ：「ࢩԋされる場」ではなく、地Ү産業と
ෳࢳを組み合わせて地Үをݫ気にすることを目指す �

中ଞ氏のスラ΢χ �　ࠪ：.UR..U )I(/'S のマップ　ӊ：.UR..U )I(/'S の計画に
マッοした「ঁけ合い構造」というϤニークな工法 �

野ଞ氏のスラ΢χ �　ࠪ：ラ΢ϓスタ΢ルそのものを提ڛしている企業だからこそでき
ること　ӊ：؏ޭだけで終わらせない工෋をڿらした 0UJI )AR0 の事業内༲

しながら、े຿と共に運営・改善を重͸ていることを
紹介した。単なるリόϗーションにཻまらず、地ेݫ
຿が日常的に࢘い、外部の人ともつながる空間づくり
は、地Үڎ点のあり方を࠸定義しているように感じら
れた。
最後に登壇したのは、建築家・中ଞ୕志氏。.UR..U 
)I(/'S の地中ਦ書館や +RNRUD] などの設計経験をも
とに、ভඇ者のためでなくそこのീで働く人々をଜܡ
できる場としての計画について語った。建築にできる
のは、空間を通じて人と自ષをつなげることであり、
形؏ܢԳやช化、そしてາ来のى地の存在が地Үのߠ
成にر与することを強調した点が印象的だった。
セッション全体を通じて浮かび上がったのは、೸やま
ちづくりにおける n人と人の関係性| の重要性であっ
た。いずれの登壇者も、事業のࠞఊにあるのは「誰の
ために、何のために場をつくるのか」という問いであ
り、その姿勢が地Үの信頼やܩ続性につながっていた
のが印象的だった。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
まず最ॵに、野ଞय़介氏に対し「0UJI %AS( ではな
ͧॕഩ施設を選Ξだのか」「ࢋࡀはどのように取って
いるのか」という問いが投げかけられた。野ଞ氏は、
؏ޭとしての nভඇされる場所| ではなく、地Үの฽
らしにرりశい、地ݫの人々が日常的に立ちرれる場
所を目指した結果として、ॕഩとڎ点機能を༧合させ
た形になったと説明。また、ࢋࡀ性については、୻غ
的な収ӻよりも n地Үにࠞ෉く価値| を重視しており、
経ࡃ的な持続性はबว地Үとの連ܠを通じてໝࡩして
いると回౶した。
࣏にآ山կ子氏には「೸と建築の関係について、೸業
の現場からどう感じるか」という質問があった。آ山
氏は、建築や空間のデザ΢ンが人のৼ理に与えるӪڻ
は大きく、೸場に๜れた人々がリラックスし、ౖやৱ
に触れやすくなる設計が重要だと述べた。日常に近い
空間であるからこそ、「開かれたデザ΢ン」が信頼や

。味を生むと強調したڷ
中ଞ୕志氏はそれを受け、建築家としての視点からึ
ଏした。ߠ作地や୪田は機能だけでなく、෫ܢの一部
として人のىԳに残る要ોであり、それを建築的にど
う保全し、活かしていくかが今後の課題だと述べた。
特に౐ࢤに近い地Үでは、೸と建築が対立するのでは
なく、ึ׮し合う形でデザ΢ンされるべきだという意
見が共有された。
それぞれのԢ౶からは、೸や地Үづくりにおける n場
の設計| と n関係性の構築| の重要性が浮かび上がっ
ていた。質ٛԢ౶を通じて、登壇者の活動の裏ଈにあ
るఫ学やೲみが֠間見えたことは、私を含め௎ߪ者に
とって大きな学びとなったことだΘう。

�. まとめ
今回のセッションを通じて、まちやコϝϣニティづく
りに関わるには、分野を問わず「ौೊで力強い思考
と行動」が必要だと強く感じた。登壇者の実ભは、最
ॵは特定の人々の฽らしにرりశいながら、やがて地
Ү全体へと߁がっていく。多༹な価値؏に向き合いな
がら場を動かすには、意ਦを持って考え、それを஺ೣ
に実行にҢす力がܿかせないと感じた。೸とまちをܪ
͛方法にもさま͡まなかたちがあることを知り、改め
て「一۔ೆではいかないまちづくり」にຳ力を感じた。
成果だけでなく、そのഐܢにある૟いや工෋に触れら
れたことが、私にとって大きな学びとなった。また、
全体を通じて、֦登壇者の取り組みは、経ࡃや制度の
࿰を௔えて、人と人との関係性や生活にࠞ͡した価値
૓造を目指すものであった。౐ࢤと地方がࠠ在する千
葉の地で、೸とまちを͛ܪ「新しいコϝϣニティのか
たち」が提示されたセッションとなった。
重なお࿫をซかせていただき、誠にありがとう͟͡ي
いました。登壇者のևさまのི直な語りや実ભにࠒめ
られた思いから、まちづくりの本質について深く考え
るきっかけをいただきました。このような学びの機会
に参加できたことに、ৼより感ःਅし上げます。
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1. 企画の意図
本トークセッションは、社会や地Үの変化と֙のあり
方との関係をあらためて問い直すことを目的として
いる。私たちの฽らす֙は社会の状ڱをӫす存在であ
る一方、高ྺ化や空き家の増加、コϝϣニティのسമ
化など、現代的課題にॉ分にԢえきれていない場面も
多く見られる。こうした中で、近年の建築家は建物を
設計・建設する役割にとどまらず、地Үづくりや֙の
げている。本߁生に主体的に関わる存在へと྘Үを࠸
セッションでは、建築をつくることに限らない建築家
の実ભや、建築を通じて地Үと新たな関係をฦみ直す
、みを紹介し、あわせて、地Үे຿、行੕、研究者ࢾ
議員といった多༹な立場の参加者をިえ、֙づくりを
一部の専門家の課題としてではなく、社会全体の営み
として捉え直し、これからの地Үと建築の可能性を多
ֱ的に考える場とすることを企画の意ਦとしている。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの司会を務めたऑྜྷ୕࠺さΞより、
登壇者の紹介が行われた。続いて、ґ藤޻ਖさΞ、܂
生はるかさΞ、ᖔ田ܕ司さΞ、田ౣଉ行さΞ、ऑྜྷ୕
さΞの࠺ 5 名が、それぞれ自ਐの活動や実ભを࣢に、
地Үづくりに対する考え方や۫体的な取り組みについ
てプレゼンテーションを行った。

ґ藤޻ਖさΞは、「౐ࢤをߠす」・「ଠ者とड़会う」・「ఋ
と౐ࢤをつな͛」という三つの஬をܟげ、自ਐの実ભ
を紹介した。大ٸのิಕ空間を෥ୈに、ྚ化された଼
在空間を生みड़す社会実験を例に、৪物をഖ介として
Ԍಕの人々がਭやりに関わることで、自ષに地Үとの
ં点が生まれていくプロセスを示した。ۋ質で׊ら

当日の会場．参加者はࢤ຿や学生なども多く，೦気ᷕれる議論が展開された．

かな౐ࢤ空間ではなく、ड़来事がཙまりやすい状ସへ
と変化していく౐ࢤのあり方を提示し、人と人、活動
と場所が۰発的につながる可能性を示す提案がなされ
た。

生はるかさΞは、「まちの๝かさとは何か」という܂
問いをड़発点として活動を続けてきた経Ҥを語った。
まちつ͙をΫーϭーχに、ى࿧や調ࠬを஺ೣに੷み重
͸、それらを基にした展ལ会の開催などを通して地Ү
と向き合ってきた実ભが紹介された。地Үの人々自ਐ
が主体となり、まちのຳ力を࣏へとつないでいく担い
घを増やすこと、そしてすでに地Үに存在している価
値あるものを࠸発見し、活かしていくことの重要性が、
۫体的な活動とともに提案された。

ᖔ田ܕ司さΞは、े຿が主役となるまちづくりを自࣑
デザ΢ンとして捉え、自分たちの֙を自分たちでつく
るという意識を持つ人が少ない現状を課題として指摘
した。東ښ౐ชۢښのཡઝ大通りを例に、ௌの内と外
をつな͛公共空間の重要性や、その空間を֫とした地
Үづくりの可能性について紹介した。古くから地Үに
ࠞࠫしてきた通りを起点とし、人々の関係性を育むコ
ϝϣニティづくりの実ભが示された。

田ౣଉ行先生は、これまでघがけてきた場づくりの活
動として஄地の活性化プロジェクトなどをڏげ、建築
を一つのコϝϣニティのためのアセットとして捉える
設計姿勢について語った。今後の日本社会においては、
を活用したコϝϣニティ形成がよりݱ存の建築や資ع
重要になると述べ、建築が人と人をつな͛力を持つこ
とを前提に、人のつながりが߁がっていくようなデザ
΢ンを実ભしてきたことが紹介された。

S•‧ ஏҮͰ͚Εと建築家の৿ͪ͵׈ಊ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　1�:10 〜 15:�0　
会　　場：千葉ݟช化会館・大࿇स࣪
登  壇 者：ґ藤޻ਖ　建築家／ A0P�PA0� アンϏン � 代表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建築会Ϥース代表ښ生はるか　一般社஄法人せΞとうまち代表理事／ช܂　　　　　
　　　　　ᖔ田ܕ司　保育士、๹ࡄ士／ชۢښ議会議員
　　　　　田ౣଉ行　建築家／テレデザ΢ン代表／千葉工業大学教授
　　　　　ऑྜྷ୕࠺　建築家／ウϝネコアーΫ代表
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ऑྜྷ୕࠺さΞが自ਐのプロジェクトの紹介をしている༹子．

ऑྜྷ୕࠺さΞは、私設公共性が生みड़す地Үの෫ܢを
࣢に、෈動産や設計など෵਼の྘Үをԥ断しながら
行ってきた活動を紹介した。これまでの事例を通して、
฽らしの中にேકしやすい場をૢ入することの意義
や、「ローカル・ξ΢ニング・Ϋッοン」という新た
なレ΢Ϣーを重͸るࢾみ、小ঐいと฽らしが共存する
ことで育まれる開かれたఋのあり方が提案され、地Ү
における新しい公共性の可能性が示された。

3. ౲ೖの٠࿨
プレゼンテーション終྅後、登壇者・参加者をިえた
ディスカッションが行われた。活動のϓィールχやघ
法はそれぞれ異なるものの、共通していたのは、スト
リートや空き家といったع存の社会的資ݱを単にཤ用
する対象としてではなく、日常的にϟンテナンスし、
ίアしていくஊ֌にいかに主体的に関与できるかとい
う視点であった。

建築家は設計行為にとどまらず、地Үの人や活動をつ
な͛ϓΟシリテーターのような役割を担うことで、よ
り社会的に߫ݛできるのではないかという議論へと発
展していった。

また、専門家とඉ専門家、あるいはプロとો人といっ
たॊ来のۢ分は、地Үづくりの現場では必ずしも有ް
ではないという意見も示された。地Үには表に見えて
いないだけで、ઞ在的に行動力や関ৼを持つ人々が਼
多く存在しており、自༟に動き回るݺ人の関与そのも
のが、地Үे຿にとって「自分も参加してよい」とい
う可参加可能性を示すγ΢ンとなる。そうしたݺ人の
৾る෥いは、ब囲のे຿の主体性を引きड़すૹ置とし
て機能しಚることが共有された。

一方、日本の社会においては、े຿が自発的に立ち上
がり、ܩ続的に関わるための仕組みがॉ分に整ってい
ないという課題も指摘された。そのため、まちづくり
には正մが一つではないことや、自分自ਐがどのよう
な立場で関わりಚるのかをे຿が学び、理մできる場
を設けることの重要性が強調された。

議論はさらに、まちをݽ定的な構造物としてではなく、
生き物のように捉える視点へと߁がっていった。౐ࢤ
も人間と同༹に浮き௞みを܃り返しながら変化してい

く存在であることを前提としたとき、਼値や成果が見
えにくいコϝϣニティ形成をどのように評価すべきか
という問いが投げかけられた。

ಕ࿑や空き家といった半公共的に࢘われる空間は、׮
成された状ସを目指すものではなく、լを育ててい
る౏上のஊ֌にある。その中で建築家が地Үにどう入
りࠒみ、న度にかきࠠͧ、変化をଇしていくのかが重
要であるという認識が共有された。また、これまでԗ
い存在として捉えられがちだった੕࣑や自࣑に対して
も、空間を介して関わることで関ৼを持つきっかけを
生みड़せる可能性があることが述べられ、議論は今後
の実ભに向けた示唆を含みつつగめくくられた。

ᖔ田ܕ司さΞが自ਐのプロジェクトの紹介をしている༹子．

�. まとめ
ѽうテーマや立場は異なりながらも、参加者のࠞఊに
は共通する姿勢があることが確認された。近年、建築
家が向き合う対象は、ॊ来の建物の設計にとどまらず、
空き家やストリート、さらには地Ү活動そのものへと
がっており、建築家は社会の多༹な྘Үに関与する߁
存在へと変化しつつある。一方で、行੕主಍のまちづ
くりにおいては、े຿が主体性を持ちにくく、自分が
まちにどのように関わるべきかというմ଀度をಚられ
ないまま、仕組みの中に組みࠒまれてしまう状ڱが続
いている。

こうしたชຼの中で重要だと示されていたのが、ϟン
テナンスやίアという視点であった。古くなった場所
のघ入れや、日常的な小さな活動を੷み重͸ることで、
人は自分を取りתく環境にਐ体的に関わり直し、地Ү
に対する主体性を少しずつ取り໯していく。そのԈ長
として、作ることを建築の中ৼにੀえるのではなく、
新築でさえも環境を࣑し、関係性をฦみ直すためのί
アとして捉える思૟が共有された点は印象的であっ
た。

最終的に、建築家は建物の設計にถじた職能ではなく、
地Үをίアし、人々をつな͙、֙をܩ続的にࢩえる存
在へと役割が֨௃しているという認識が共有された。
一つ一つのプロジェクトの׮結性よりも、時間をかけ
て地Үに関わり続ける姿勢こそが、これからの建築家
に求められているのだと感じさせる議論であった。
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1. 企画の意図
近年、主要な建築ৈにおいてෳࢳ施設の受ৈが૮࣏͙、
ෳࢳ建築への社会的関ৼの高まりがうかがえる。ऑघ
建築家がॊ来あまりѽわれてこなかったෳࢳ分野に੷
関係者ଈにも新たな協働への意ཋࢳ的に関わり、ෳۅ
が見られる点が特徴である。機能༑先で地味と捉えら
れがちだったෳࢳ施設は、地Үに開かれた構成やଠ用
౏との෵合により「ίアの社会化」を体現する場へと
変化しつつある。本企画は、こうした動向をഐܢに、
΢ンクルーシϔな社会を目指す中での「ίアと建築」
の意味と可能性を議論することを目的とした。

2. トークセッションの概要
本トークセッション「S06 ίアと建築」では、5 名の
登壇者が、ίアという言葉のഐܢ、ίアが建築にどの
ように現れるか、また建築がίアをどのようにࢩえಚ
るかについて、実ભと理論の૔方から議論が行われた。

冒頭、司会の比Շ෤ඛ氏（NZ�KJ DUFKLWHFWV）は、近
年「ίア」という語が߁く࢘われる一方、その意味が
人によってずれていることを指摘した。1��2 年にΫϡ
ロル・άリΪンがʲもう一つの੢ʳをஸし、ίアが新
自༟主義的なཤӻ༑先社会への対࣢߇として語られて
きた経Ҥを説明した。ίアはາ来を考えるうえで本質
的な֕೨であり、それを建築とިࠫさせることで新た
な視点がಚられると述べた。

山㟔݊ଢ࿢氏（山㟔݊ଢ࿢デザ΢ンϭークショップ）
は、ԯೆのम࿓ࢩԋ施設、؉࿪ίアのϙスϒス、デ΢

当日の会場にはࢤ຿や学生など෱߁い層が参加し，活発な意見ި׷が行われた． 正氏（AUFK7DQNڭྜྷ ／ෳࢳと建築 ෯代表）によるプレゼンテーション．

γーϑスとカϓェ౵を併設する෵合施設の三事例を紹
介した。ԯೆのम࿓ࢩԋ施設では、公Ԅ前にҢ఺した
結果、地Үの子どもが๎課後に自ષに入りࠒみห強を
している༹子や、ཤ用者それぞれが「γϚる場」、「ڋ
஥く場」を見つけている姿が見られたと述べた。ϙス
ϒスでは、ع存ध໨を残し、࿕下෱を大きく取った計
画を示し、「൷しΞでもよい場所」として運用されて
いることを説明した。施設ॣ工時には地Үの人々がॄ
まりՐいཅったことに触れ、設計時には૟଀しなかっ
た࢘われ方や関わりが生まれることを強調した。

正氏（AUFK7DQNڭྜྷ ／ෳࢳと建築 ෯代表）は、建築
設計とෳࢳ྘Үをԥ断する活動を行っていると述べ、
事例としてෳࢳ施設のఋの改修や、多੊代෵合施設「ラ
΢ϓの学ߏ࿣ڹΫϡンϏス」などの設計を紹介した。
子ども、高ྺ者、ेڋ者など異なる生活γ΢クルが重
なり合う断面を計画上の঱点にしていると説明した。
また、వะे݋୒の改修例では、ݲ関ౖ間をे୒とవ
ะの間にഓ置し、ړ཯によって人の྘Ү意識が変化す
るという研究を参照しつつ設計したと語った。空間が
人の行動や関係性を変える可能性を示し、࿟ټ化建築
の用౏఺׷や運営課題にも建築ଈが関与する必要性を
述べた。

൩田大ื氏（ෳֺࢳ஄／࿂する಴研究所）は、千葉・
を中ৼに展開する法人の取り組みを紹介した。特ۆ࡝
཈・ショートステ΢・保育所・認知঳デ΢・্֒者通
所施設などを一体化した大وໝ多機能ڎ点、空きవะ
や஄地ঐవ֙を改修した地Үڎ点、্がい者が月ڇ

S•  ἃỴể建築

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　1�:15 〜 15:�5　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇  者：比Շ෤ඛ　NZ�KJ DUFKLWHFWV
　　　　　山㟔݊ଢ࿢　山㟔݊ଢ࿢デザ΢ンϭークショップ／工学院大学教授
正　AUFK7DQNڭྜྷ　　　　　 ／ෳࢳと建築 ෯代表
　　　　　൩田大ื　社会ෳࢳ法人 ෳֺࢳ஄ 理事長／࿂する಴研究所
　　　　　山田あすか　建築計画研究者／東ښు機大学
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൩田大ื氏（ෳֺࢳ஄／࿂する಴研究所）が，地Үに開かれたෳࢳ施設の実ભについて語る༹子．

制で働く「࿂する಴研究所」、そのྣでの೸作業ڎ点、
ಒ૮஌所ड़௃所なࣉ・ಒ཈護施設・グループϙームࣉ
どを෵合した施設について説明した。これらはいずれ
もฏやϓェンスを設けず、地Үに対して開かれた運営
を行っていると述べた。一方で、高ྺ者施設での外部
৷入事件を受け国から「ฏの設置」を求める通知が来
るなど、「開くこと」と「҈全確保」のڳ間でᷦ藤が
生じることにも言ٶした。

また、介護・ίアの本質を「生活を整えること」と位
置づけ、ৱ事・ਯເ・ഋᔖ・ੜ݁など日常生活行為を
整えることがৼਐをࢩえると述べた。্がい者のため
に「৯で計ྖできるṟ」を用意するなど、働きやすい
環境をつくる工෋がίアそのものだと説明した。加え
て、ෳࢳ施設において新ળな空気・日ޭ・ह気の管理
など基本的な環境条件をܲ視してはならないと指摘し
た。

山田あすか氏（東ښు機大学）は、公共施設は本質的
にίアを担っているという立場から、; ࣢に活動・行
為、< ࣢にཤ用者を置いたマトリクスを提示し、Ϗϔ
リックからプラ΢ϗートまでのグラデーションを説明
した。プラ΢ϗート྘Үの一部を「ेみ開き」などで
Αるやかに開く動きがコϠンθ的場を生むと述べた。

さらに、χ΢ςの「多੊代の家」制度を紹介し、຿家
෵਼の事業体が入る施、ܗ点、公຿館併設ڎໝの小و
設など多༹な形があると説明した。これらは地Үの課
題やリλースをもとに多੊代の関係性を生みड़す場と
して機能しているとした。一方で、日本にもྪࣇの場
は多਼あるが制度的な࿰組みがなく、೼Ѵしにくい状
しࠫพ構ޜだと述べた。また、建築が人の行動を制ڱ
造を生む可能性に触れ、ෳࢳ施設の内部にίアをถじ
。めてしまう構造を問題視したࠒ

౾議では、制度と実ભのずれ、開๎性と҈全性、地Ү
エンϏϭーϟント、小وໝな「私たち」の単位でίア
を引き受けるあり方などが議論された。

ྜྷ氏は、地Үがίアに関わる回࿑を建築でつくる重要
性を述べ、൩田氏は、ࣉಒ૮஌所の定員௔過や「ࢰに
場所」の෈ଏなど、۫体的課題が自ਐの活動の動機で
あると説明した。山㟔氏は、建築家は༪計な造形的主
௃ではなく、ু動的に現れる実ભ者のίアのあり方を
。える࿰組みづくりが重要だと述べたࢩ

セッション全体を通じて、ίアは専門྘Үにถじない
、い実ભであり、建築はそのഖ介として、開かれ方߁
半ಃ性、྘Үの重なり、૟定外の࢘われ方などを通じ
てίアをࢩえる可能性が確認された。

3. まとめ
本セッションを通じて、ίアとは特定の施設や専門職
に限定される行為ではなく、生活や社会のあり方その
ものに関わる߁い֕೨であると感じた。ෳࢳ施設はこ
れまで、機能や制度を内ใする場として捉えられがち
であったが、今回の議論では、建築が人と人との関係
性やړ཯感をどのように形づくるかが示されていた。
空間の構成や境ֆのつくり方は人の行動やৼ理にӪڻ
を与え、それがใઃやഋঈにつながる可能性を持つ。
建築は中立なحではなく、社会の価値؏を体現するૹ
置であるという認識が重要だと感じた。

また、ίアが見えにくい場所にԣしࠒめられてきたഐ
には、҈全やްིを༑先する制度的要੧がある一方ܢ
で、ίアを日常から઀り཯してきた社会の姿勢もあっ
たのではないかと考えさせられた。ίアを特พな行為
としてֶ཯するのではなく、地Үや生活のԈ長として
捉え直す視点は、今後の公共建築や地Ү施設を考える
上で重要である。

建築に求められるのは、׮成時の明չな౶えや強い造
形ではなく、人々の関係性の変化を受けࢯめる༪പや
ौೊ性ではないだΘうか。本セッションは、建築がί
アを直ં担うのではなく、ίアが立ち上がるౖৗを整
える役割を持ちಚることを示しており、その可能性を
改めて考える機会となった。
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1. 企画の意図
本企画の目的は、໨ࡒཤ用ଇ進ࡨが「生産ݟ」と「ভ
ඇݟ」という್つの視点で成り立っている点に஥目し、
生産ྖが少ない地Үでも໨ࡒを活用できる仕組みを୵
ることである。千葉ݟのような໨ࡒඉ生産ݟでは、地
Ү໨ࡒの活用は環境保全や地Ү産業のң持にとって重
要であるにも関わらず、その実ସや課題はॉ分に共有
されていない。そこで、ྜྷ 業に関わる多༹な立場の方々
をॄめ、地Ү໨ࡒの持続的な活用に向けた課題整理と
今後の方向性を考える場が企画された。

2. トークセッションの概要
「໨ࡒを࢘いたいけれど、どこにあるのか分からない」、
「地ݫの໨を࢘おうとすると、かえって高くつき、೴
部の建築家が์えるࠞ深ࢤもಣめない」。そΞな౐غ
いジレンマを正面からѽったトークセッションが始
まった。෥ୈはਁྜྷིが全国ฑۋの半分ほどで、౐ࢤ
化が進Ξだ千葉ݟ。中でも北੤部はਁྜྷིがわずか
�ˍ。このような中で行੕、ྜྷ業、੣ࡒ、建築という、
໨ླྀࡒ通の上ླྀから下ླྀまでの関係者が一ಌに会し、
౐ࢤ近߭のਁをどう持続させるかを議論した。

まず、千葉ྜྷਁݟ課のෳ田ঞ氏は、「ݟ内のਁྜྷの約
� 割は私有ྜྷで、所有者がඉ常にࡋ分化されているた
め、大وໝな計画ൈࡀや計画的なਁྜྷ管理がೋしいと
いう構造的な問題がある」とし、また、「かつて良ࡒ
で知られていたγンϔスάがබ気や度重なるୈ෫අ֒
のӪڻで大きくউみ、ൈࡀされた໨のうち構造ࡒとし
て࢘えるのは全体の約 3 割ఖ度にす͙ないという現実
がある」と述べた。千葉の「ਁ」が์える地理的・気
ޫ的・所有構造的な෵ࡸさが浮き彫りになり、会場に
はە௃感がఽわった。

࣏に登壇した஝ό内ऴ࿪氏は、現場の最前線から語っ
た。「千葉では、開発目的のൈࡀによる໨ʻʲ開発ࡒʳ
の方が、持続可能に育てൈるʲ१環ࡒʳよりѻౙ的に
多い」とし、୒地造成やଢཇޭ発ు所などの開発のた
びにൈられた໨が҈価でࢤ場にླྀれるため、҈ҝな価
格競૬が१環ࡒの価値をԣし下げ、結果として山をң
持しようという意ཋがࡡがれてしまうと指摘した。さ
らに近年多発するୈ෫などでౙ໨やඅ֒໨が増えてお
り、それらのॴ理にྜྷ業者が௧われるとਁの管理や࠸
造ྜྷまでघがまわらないという、時間と࿓力の限ֆも
語られた。まさに౐ࢤ近߭ྜྷ業の深ࠃな現実であった。

ここで一度、現場に঱点が当てられた。ྵ໨਀氏が「千
葉のࡒ໨వʲナトΣアリーϗ明੶ԲʳさΞのʲ建築用
ʳのജり上げは、全体の約ࡒ 1 割にす͙ない」と紹介
すると、会場からは思わず੢が࿛れた。残りの � 割は、
༎ड़用ࠟใࡒや企業向け資ࡒがઐめているという。建
築用ࡒは品質要求が高く、ף૫や加工に多くの時間と
घ間を要するうえ、҈定ڇڛがೋしい。そのためࢤ場
にड़しにくいという現実がある。この状ڱは千葉ݟ産
が建築分野でなかなか定஥しない理༟を端的に示しࡒ
ていた。こうしたݭしい現実が語られる中、「ナトΣ
アリーϗ明੶Բ」を͛ܩ決意をݽめたばかりのࡖҬこ
こΘ氏が登壇した。ࡖҬ氏は、༰少غから໨に囲まれ
て育ち、「地ਦに残る仕事がしたい」という思いを常

会場にはࢤ຿や学生の姿も多く，終始活気に満ちた議論が展開された．

近ྣ౐ݟのਁྜྷི・人工ྜྷི 千葉ݟのਁྜྷི

ਁྜྷ現ڱの面੷割合 γンϔスάඉ੼ޅ性ߖෙබ

ୈ෫අ֒ྜྷ १環ཤ用ࡒと開発ࡒ

S•  ໨ࡒのඉਫ਼ݟࢊͶ͕͜ΖஏҮ໨׈ࡒ༽のͪめのऀճの࢕ૌΊͰ͚Ε
ʛ҈ఈͪ͢໨ࡒ生ࢊに΋ͪ͜એཁݟ͹ྜྷۂͳݒ஛Պ͹࿊ܠʛ

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　1�:15 〜 15:�5　
会　　場：千葉ݟช化会館・小ϙール
登  壇 者：ྵ໨਀　建築家／アルΫテク設計࣪
　　　　　ෳ田ঞ　千葉ݟ೸ྜྷਭ産部ਁྜྷ課 ਁྜྷ経営管理࣪長
　　　　　஝ό内ऴ࿪　千葉ྜྷਁݟ組合҈๬事業所長
༩定者ܩҬここΘ　ナトΣアリーϗ明੶Բ有限会社 後ࡖ　　　　　
　　　　　小฽྆ଢ　建築家／小さな฽らし研究所
　　　　　ਁ田ܡ介　建築家／ਁ田建築設計事務所
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に์いてきたと語る。そして、大ྖの構造ࡒを҈定的
にڇڛできなくても、໨のຳ力をพの形でఽえるಕは
あると前向きな可能性を示した。۫体的には U9 プリ
ンターや 1C ルーターといったデジタル加工技術を಍
入し、໨ࡒにࣺਇや΢ラストを印ࡰしたり、෵ࡸな形
状にࡡりड़したりすることで、家۫や内ૹ、小物・΢
ンテリア用品などの෉加価値の高い੣品を生みड़すと
いうア΢デアである。「ྖではなく、ア΢デア、そし
てストーリーでঋ負する」。その言葉にࠒめられたࡖ
Ҭ氏の前向きな姿勢は、会場に強く印象づけられた。

建築家の立場では小฽྆ଢ氏がི直に語った。「๽た
ちも千葉ݟ産ࡒを࢘いたい。しかし実際に࢘おうとす
ると、どこに頼めばいいかわからない、いつघに入る
かもわからず、工غが決まっている現場では࢘いづら
い」。その言葉に多くの設計者が共感しᰒいた。その後、
小฽氏はմ決ࡨを提示する。「地ҮにストックϢーχ
を設け、ף૫ࡃみ໨ࡒを一定ྖプールする」という提
案だ。これにより建築家は実物を見て໨を選΁ことが
でき、੣ࡒ所ଈはٺな注ชにӊԡࠪԡせずにࡃむ。加
工・ף૫の༪༡を持たせることで、品質の҈定とڇڛ
の見通しを同時に確保するというア΢デアに、ྜྷ 業ଈ・
੣ࡒଈの登壇者も深くᰒいた。

さらにྵ໨氏は、「ྖや೴غをただ要求するだけでは
なく、設計ஊ֌の૥いஊ֌から必要ྖや時غを共有す
るʲ事前連ܠʳが෈可ܿだ」と܃り返した。ઔ上（山・
ྜྷ業）とઔ下（建築・設計）がاを合わせ、৚ๅを共
有することで、༩଎可能なླྀ通とਁྜྷ管理のγ΢クル
が生まれる。そのためのネットϭークづくりが重要だ
と強調された。

議論の終盤には、千葉のような໨ࡒඉ生産ݟだからこ
そ、「いつでも҈く大ྖに」という大ྖڇڛϠデルを
௧いかけるべきではない、という共通認識が育ち始め

た。໨のઇやۄがりを「ܿ点」ではなく「ݺ性」や「味」
としてデザ΢ンに取り入れ、さらにその໨が「ਁをग
るためにൈられた१環ࡒである」というഐܢを施主に
ఽえることで、価格以上の෉加価値を示せるのではな
いか。そΞなリアルで誠実なストーリーが地Үࡒ活用
の伶になるかもしれない。会場の空気には、その信೨
が੫かに、しかし強く共有された。

3. まとめ
今回の議論を通じて、千葉ݟの໨ࡒཤ用の課題は「ྖ
の෈ଏ」よりも、ྜྷ業・੣ࡒ・建築の三者がޕいの実
৚をॉ分に೼Ѵしていないことに༟来していると実感
した。本当は「࢘いたいのに࢘えない」・「ڇڛしたい
のに಩けられない」という思いをそれぞれが์えてい
るにもかかわらず、その状ڱが共有されていなかった
ことが浮き彫りになった。

その一方で、同じ場で課題をड़し合ったことで、「千
葉では大ྖڇڛのϠデルを求めるべきではない」とい
う共通認識が生まれたのは印象的だった。ۄがりやઇ
といった໨のݺ性をデザ΢ンに生かすことや、山のス
トーリーを施主にఽえることで価値を高めるなど、少
ྖだからこそできる࢘い方があると気づかされた。ま
た、建築家が૥いஊ֌で必要ྖを共有し、ྜྷ業・੣ࡒ
ଈがף૫ࡒをストックする仕組みなど、実現可能な提
案が自ષと生まれたことから、立場をӿえた対࿫の重
要性を改めて実感した。

このセッションを通じて、「できない理༟」をดべる
のではなく、「どうすればできるか」を一ॻに考える
姿勢が、౐ࢤ近߭のਁをາ来につな͛伶になると学Ξ
だ。໨を資ݱとしてだけでなく、一つͽとつの価値や
物語をଜ重しながら࢘い઀る視点を、これからも大઀
にしていきたい。

企業向け資ࡒ　൤ജ

ナトΣアリーϗ明੶Բの取り組みの現場

༎ड़用　໨ࠟࡒใ 現在の໨ླྀࡒ通΢ϟージ

VKRSERW を࢘って制作したスςール 目指す໨ླྀࡒ通΢ϟージ
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1. ຌセッションの意図
本セッションでは、「ౖ」と「ਭ」といった見えない
環境要ોに建築や౐ࢤがどのように関わり、࠸生的な
関係を築いていけるのかについて多ֱ的な議論が行わ
れた。地盤工学・生ସ建築・౐ࢤ環境・企業による࠸
生実ભといった多༹な立場から、地中やਭ१環をめ͛
る新たな建築的視点が提示された。

2. ֦セッションの概要
常山າԟ氏は、ౖৗ改良で自ષを࠸生させる造Ԅ家と
のड़会いがきっかけでۗࢵのネットϭークやౖ中の生
ସܧの๝かさに感動し、「建築もその上に立っている
のにその੊ֆを知らなかった」という気づきをಚたと
言う。そこから自୒前のコンクリートで෶われたளऄ
場をշし、ౖを໯し、ਭや生ସܧの१環を取り໯す実
験を行った。その結果、気Իの低下やৱべ物のγ΢ク
ルという生ସܧがそこに生まれた。౐ࢤの中でもこう
した「小さいౖの回復」が可能ではໃいか、と࿫して
いた。この経験をݫに「ౖに変えるોࡒ」「१環ܗの
建築」を考えるようになった。海外ではかなり注目さ
れている分野で、すでに研究が進Ξでいるものの、現
状はまだ議論ஊ֌にཻまっている。

これに対し、ઔౣ範ٳ氏は、ౖに変えるોࡒを࢘いे
຿が共にϟンテナンスをする建築を実現することで、
新たな౐ࢤ建築のあり方が見えてくるのではないか、
と෉け加えた。

藤Ҭ一ࢺ氏のプレゼンテーションは、アϓリカのシロ
アリ௫など自ષֆの構造物を例にڏげ、「うまく回っ
ている自ષの仕組みを人間社会はどのように取り໯せ
るか」という問いの提示から始まった。

ディスカッション中の༹子．終わりがੱしまれる༹なディスカッションとなった．

5 人の登壇者によるプレゼンテーション
の༹子．֦々違う分野のプレゼンテー
ションはඉ常にڷ味深く、ը々に新たな
視点を与えてくれた．

上ஊࠪ：常山氏、上ஊӊ：ઔౣ氏、
中ஊࠪ：藤Ҭ氏、中ஊӊ：೉見氏、
下ஊࠪ：山࡜氏のプレゼンテーション

࣏に、近代以߳の「環境」や「持続可能性」に関す
るスローΪンのษྼを৾り返った。「生物多༹性」・

「S'*V」など༹々な言葉がஂ生したものの、本質的な
行動や価値؏はあまり変わっていないのではないかと
൹判的に述べた。つまり、社会は「正しい言葉」をߍ
新し続けているが、環境ഃշの構造は変わっていない
のではないかという指摘である。

ここから「ౖ」とは何か、という࿫にҢる。ౖは、「単
なる物質ではなく、生き物とඉ生物が協働してड़来る
生ໍ的な存在」であると強調した。ϝϝθやඏ生物な
どがβϝをౖに変えることで生ସܧをң持しているた
め、ౖのシステムは持続的で自ཱ的な生きた存在であ
るのだ。しかし、現代ではౖはߠ作や化学඄料によっ
てౖৗが྾化している。「ീの݊߃ʻౖの݊߃」だっ
た時代とは違い、౐ࢤ生活者の活動までもが地ځ環境
にӪڻするようになっている。ౖはช化・気ޫ・生ସ
をഖ介する存在である。ॊって、ౖの݊߃をगる責任
は೸家だけでなく、౐ࢤにेむ私たち全員にあると述
べた。ただ、ౖৗ改良の価値؏が時代͟とに変化した
ことはౖの思い方の違いであり、どれがઊ対的に正し
いというわけではないとも述べた。結論として「生物
や環境全体のプロセスをḬって考える共同的な視点が
必要だ」と強調。新しいポジティϔな方法でౖと共に
生きる仕組みを࠸構築するべきだとగめׇった。

S•‪ ౖとਭと建築ʀ౐ࢤ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　1�:10 〜 15:�0　
会　　場：千葉ݟช化会館・小ϙール
登  壇 者 ：೉見੘重　地盤工学研究者／関੤大学特ໍ教授
　　　　　藤Ҭ一ࢺ　ౖの研究者／ෳౣ国際研究教育機関上級研究員
　　　　　山࡜༠್　஝中工務వ 技術研究所 主任研究員
　　　　　ઔౣ範ٳ　建築家／ઔౣ範ٳ建築設計事務所／明࣑大学०教授
　　　　　常山າԟ　建築家／ SWXGLR PPP ／ +2/(S
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会場の༹子．多くの人がॄまり議論を見಩けた．

三つ目のプレゼンテーションでは、೉見੘重氏がښ౐
と地下ਭの関係を論じた。ښ౐は古くから๝かな地下
ਭにࢩえられてきた౐ࢤであり、そのਭຼは生活ช化
や産業、भ教ٓླにまでӪڻをٶ·してきた。今でも
Ҭރやઔを༟来とする地名が多く残っており、ਭと共
にある౐ࢤช化がܩ承されている。

また、ښ౐をかたちづくっているښ౐ຏ地についての
մ説も行われた。ښ౐ຏ地はೈ北に約 32NP、東੤に
約 12NP ほどのຏ地である。過ڊ 200 ຬ年の間に � 〜
5 回海に௞Ξだ時غがあり、その଱੷層が地下構造を
作っているという。ඒംކからのਭは地表だけではな
く地下でもつながっており、ຏ地全体で地下ਭが॰回
している。ここにӏਭの約 1�3 がਃಃし、地下ਭを形
成しているのだと述べた。このことから、ښ౐は「ઔ
の౐ࢤ」ではなく、「地下ਭの౐ࢤ」であり、この目
に見えない地下ਭが古くからのช化・産業・生活をࢩ
えてきたと強調した。地下の地質と人間の営みの関係
を可視化する研究が続けられている。

࢝つ目のプレゼンでは、஝中工務వの山࡜༠್氏がౖ
ৗԜઝの現状と࠸生に向けた取り組みを紹介した。古
くからある環境問題の一つがౖৗԜઝである。੊ֆ中
で問題視されており、日本でもਬ定್ຬϴ所にઞ在的
Ԝઝがあるという。山࡜氏は、Ԝઝ対ࡨを「環境リス
クのॴ理」にとどめず、「地Ү࠸生のプロジェクト」
として捉える視点を提示した。

ౖৗԜઝを環境資ݱと捉え直し、地中೦やഋ೦のཤ用、
ඏ生物による৞化ଇ進、ӏਭや地下ਭの制ޜཤ用と
いった、「৞化ʶ࠸ཤ用」の仕組みを౐ࢤ計画に組み
む技術開発を進めているという。Ԝઝをマ΢ナスなࠒ
要ોではなく資ݱとして࠸定義し、技術・設計・社会
の連ܠによって環境࠸生ܗの౐ࢤづくりを実現させた
いと語った。

3. υΡηΩッション
後半のディスカッションでは、登壇者全員が「ౖとਭ
を建築・౐ࢤとどうં続できるか」をめ͛って意見を
ިわした。

これまでの౐ࢤはਭをഋঈし、ౖを෩じࠒめる設計思
૟に基づいてきたが、今後はਭをؒླྀさせ、ౖを呼ٷ
させる構造へと఺׷する必要があるとの共通認識が示
された。さらに、地中の環境を೼Ѵし、地Үݽ有のਭ
१環をଝなわない建築設計を行うこと、強さだけでは
なく「環境へのԢ౶性」をඍえることが求められると
も示された。Ϡデレーターを務めたઔౣ氏からは、「ౖ
やਭが特พなテーマとしてѽわれるのではなく、建築
の前提として語られるべきだ」というまとめが示され、
本セッションの意義が強調された。

�. まとめ
私は、本セッションの中で「あえて、ではなく、෕通
にౖの࿫がされるようになってほしい。」という藤Ҭ
氏の言葉が強く印象に残った。「環境」について༹々
な議論が行われているのにも関わらず、ౖの࿫がड़て
くることは少ないのではないだΘうか。人ྪは古くか
らౖとਭにࢩえられて生きてきたと言っても過言では
ない。しかし現代ではコンクリートのཤ用や新ોࡒの
ஂ生などによって目を向けられないことが増えてし
まった。多大なԺܛを受けてきたにもかかわらず、近
代以߳その関係をघ๎してきた。今こそその必ષ性を
問い直す必要があるのではないだΘうか、と考えた。

本セッションを通して、建築を「地表面上の構築物」
としてではなく、「地中を含む環境全体の関係性」と
して捉える視点の重要性を考えさせられた。ౖ とਭは、
建築の外部にあるોࡒではなく、建築そのものをࢩえ、
呼ٷさせる生ໍ的基盤である。古くからౖとਭと共に
฽らしてきた人ྪがその当たり前を忘れかけている存
在でもある。目に見えているようで見えていないもの
にこそ、஥目するべきではないだΘうか。その༹な気
づきを与えてくれた、そΞなセッションであった。
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1. 企画の意図
建築は最も古く、かつ新しい技術であり、ોࡒや構法
の変યを経て常に時代のテクόロジーと呼Ԣしてき
た。近年、AI や %I0、3' CA'、3' プリンタなどの
デジタル技術がٺଐに進展し、設計と੣造の在り方を
で、建築家ڱ新している。変化がઊえ間ないこの状ࡰ
は技術を単なるಕ۫ではなく思考や૓造をかたちづく
る「環境」と捉え、その可能性と課題に向き合う必要
がある。本セッションでは、デジタル技術の෕غٶに
Ϋϡリアを築き、構造設計や教育にܠわるऑघ建築家
を登壇者に迎え、生成 AI や %I0 がもたらす思考の変
༲、設計と੣造の新たな関係、技術と૓造性のં点に
ついて多ֱ的に議論し、建築デザ΢ンのາ来を展望す
る。

2. トークセッションの概要
本セッションでは、生成 AI や %I0 がもたらす思考の
変༲、設計と੣造の新たな関係、技術と૓造性のં点
について多ֱ的に議論が行われた。登壇者は、時代の
技術とҢり変わる設計घ法、思考の環境であるテクό
ロジーをどう捉えるかをテーマに自ਐのプロジェクト
をմ説した。

さΞは、「Ψーゼティック構造のϏーβラ」ߵ໨ඔߧ
を中ৼに、かつてのځ体や +P シェルなど、਼࣊の߈
଍からմ๎された新たなシェ΢プの૓造性や、਼式で
表せないものもコントロールできるようになる可能性
について語った。

当日の会場．登壇者のプロジェクト紹介の後、ディスカッションが中ৼとなった．
ࠪからॳに，今ҬさΞ・高野さΞ・ٳ保田さΞ・千झさΞ・ߧ໨さΞ． 一ׇりにデジタル技術と言っても、それぞれがかなり異なる視点で建築へのアプロー

οをしており、その間に生まれる新たな議論もあり、ڷ味深いセッションであった．

千झ成ݨさΞは、小وໝコーポラティϔύウス「੤Ӯ
ෳύウス」でのۧ体ඇ最న化とҪఽ的アルβリθムを
設計घ法に持ちࠒΞだプロジェクトを語る。

保田ѬさΞは、「P(17Aٳ シリーθ」のプロジェクト
をもとに、૓造物が෵ࡸ化した時に技術をどう࢘うか
思考を語る。਼࣊を௔えた技術が感ְの共有घஊであ
ることにも視点を向けていた。

高野༺介さΞは、「՘重リόϗーション」のデジタル
技術の物象化した事例とともに、このプロジェクトで
仕޳が時代の表象であったことからデジタルにおいて
時間࣢的Ϗラϟータをどうѽうのか議論された。

議論の 1 つ目のトϒックは、「デジタル技術がްིや
Ψートϟーションではなく、思考として活用されるも
のが見受けられるがどの部分でన用されるべきか」で
あった。

かつて、建築は形式や࠸現性において਼学とは઀り཯
せないものであった。直感的・感ְ的なものの表現は
ࠖೋである。それがコントロールできる可能性をデジ
タル技術が担うのではないか。ໝܗでは起こせるのに
ਦ面にはならないシェ΢プ、思考ஊ֌では見えてこな
い経ࡃ性、ςールにӪڻされる設計においてϠόのմ
଀度がデジタルとのԡ復運動によって上がるのではな
いかといった意見がިわされた。

S•9 建築とτクόϫζーのؖܐΝ໲͏௜す
ʛऑघݒ஛Պ͗ݡੀ͓るઅܯ͹າཔʛ

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　10:00 〜 11:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：今Ҭ公ଢ࿢　建築家／東ښ大学生産技術研究所教授
／構造家　ߵ໨ඔߧ　　　　　 *UDSK SWXGLR ／ 関੤学院大学०教授
 ／保田Ѭ一級建築士事務所ٳ ／保田Ѭ　建築家ٳ　　　　　
　　　　　　　　　　東ښ大学生産技術研究所今Ҭ研究࣪
　　　　　千झ成ݨ　建築家／ ICA'A
　　　　　高野༺ฑ　建築家／ 0ARU。DUFKLWHFWXUH ／ 
　　　　　　　　　　千葉大学大学院工学研究院०教授
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千झさΞのプレゼンテーション．登壇者同士の質ٛを経て，デジタル技術に対する認識が深۹りされていた．

̐つ目のトϒックとして、「機փが判断をし始め、AI
と人間の境ֆ線はどこに引くべきか」について議論さ
れた。現在、AI に任されている最న化は、਼多くの৚
ๅから選ばれた全体の͟く一部であり、何を最న化す
るのかを選΁のは人間である。例えば、設計プロセス
にϤーザーが介入してくると設計者の役割が෵ࡸ化し
てくるが、デジタル技術を用いてώリエーションを持
たせ、Ϗラϟトリックな対Ԣを行うことでこれがմ決
できるのではないか、さらには、人間の感ְがໃ਼・
෵ࡸにあるなかで問題͟との最న化にはثうさがઞΞ
でいる、といった意見がڏがった。

̑つ目に「物質とਐ体を、デジタルを࢘ってどう࠸定
義できるか」について議論が行われた。ਐ体とデジタ
ルではスίールにࠫ異がड़る。1C は 0�01PP の੠度
であるのに対して、建築は਼ॉ PP のࠫが生まれる。
՘重のプロジェクトでは、1C でࡡりड़した部ࡒを組
Ξだ物に合わせて基ેが作られるという通常のプロセ
スとはൕ఺したプロセスが用いられたという。

ルーθなとこΘに良さを持つ建築に੠度が良いデジタ
ルの߫ݛは少ない。༵れ動く時間࣢的やデジタル・設
計・施工・մ体など自༟度のレンジの異なるもの、す
なわち༵れ動くものに対してϏラϟータをどう設ける
のか、そこがシームレスにつながることでϓィーχ
ώックループの可能性があるのではないか、といった
議論が展開された。

෵਼のトϒックのなかϟ΢ンとなったのは「デジタル
というଠ者がプロセスに入ってくるなかでडඎ一ؑし
て設計を進めることへのٛ問」であった。

技術は自ཱ的に価値を生むものではなく、設計者が志
向する目ඬや問題設定によってॵめて意味をଵびる。
に、技術಍入は何を実現したいのかという意ਦの明ބ
示性が෈可ܿではないか。また、デジタルは੊ֆをพ

のϓィルターで高մ଀度に見ることができる。例えば、
Ի೦環境シϝϣレーションは、੊ֆをพの高մ଀度
ϓィルターで知ることができる。それはあるझの分ੵ
ςールとして機能し、今、起きている事ସを正しく೼
Ѵすることで、より良いものを作るプロセスにܪがっ
ていく。ଠ者と共有できるためのϔリッジにデジタル
の可能性がある、といった意見がڏがった。

最後に、「建築家の専門性はどこへいくのか」。
デジタルの発展・಍入は、職能としての設計者や施工
の役割をভ失させる可能性を持っている。しかし、AI
にないਐ体性を持つ人間は、ϓィジカルにおいて༑位
であり、૱合知で AI と一線を画す。AI とともに、マ
ニϓΟクοϡリングに技術が入ってきたことによる思
考の外部化が発展につながるとされる中、建築とテク
όロジーの間で建築家に何ができるのか問いただす必
要があると、当日の議論はまとめられた。

3. まとめ
この状ڱは、ܵ術࢛における技術と表現の関係を૟起
させる。ࣺਇが登場したとき、ֈ画はࣺ実というࠞڎ
をಧષ失い、その存立基盤を༵さ΁られた。印象ഁや
コンセプοϣアルアートの登場は、しばしば進化とし
て語られるが、同時にそれは、ֈ画が一度 nࢰ| を経
験した結果でもあった。表現の役割が技術に୥われ
たとき、ֈ画は自らの存在理༟を問い直さ͡るをಚな
かった。いま建築が直面しているデジタル化や AI に
よる判断の自動化も、同質のѻ力をህΞでいる。形の
生成、最న化、データに基づく意思決定これらが機փ
に委͸られつつある中で、建築がどこまで必ષ性を保
持できるのか、建築とは何か、ඈけて通れない問いで
ある。
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1. 企画の意図
気ޫ変動や社会変༲による国内外のさま͡まな課題が
在化する現代社会において、私たち設計者に求めらݨ
れるのは、地ځ環境というグローώルな視点をもって、
地Ү社会が์えるローカルな課題をմ決する姿勢だと
いえる。グローώルな目ඬの 1 つである S'*V では、

「経ࡃ・社会・環境」の 3 要ોのώランスを取ることが、
持続可能な社会を実現する伶だとしている。これに日
本のランχスίープアーΫテクトが࠴ӊの໑としてܟ
げる「ܢ؏ 10 年・෫ܢ 100 年・෫ౖ 1000 年」というロー
カルな指ඬをֽけ合わせると、経ࡃに資するܢ؏形成
に 10 年、社会の基盤となる෫ܢ૓成に 100 年、環境
のࠞײを成す෫ౖ৤成に 1000 年という時間࣢が見え
てくる。本企画では、多༹な྘Үと新たな関係性を築
きながら、持続可能な社会基盤のາ来଀が考えられた。

2. トークセッションの概要
気ޫ変動や社会構造の変化が加ଐし、人間の生活基盤
が大きく༵ら͙始めている現代において、「持続可能
性」はもはや特定分野だけのテーマではなくなった。

環境・経ࡃ・社会を同時にѽう必要性は誰もが理մし
ている一方、その議論がப象的な理೨にཻまりがちで、
実際の「ਐ体」や「฽らし」、あるいは「外力（自ષ・
動物・地ځ的プロセス）」との関係から語られる機会
は多くない。本セッションでは、持続可能性を n関係
性のοϣーニング| として࠸մएし、າ来の生活基盤
をどう࠸構築するかを語った。

それぞれの自ਐの作品や活動とともに現
代社会のາ来଀についての考えを語る．

上ஊࠪ：長谷ઔさΞ・上ஊӊ：੤田さΞ・
中ஊࠪ：௣ઔさΞ・中ஊӊ：Ӯ੷さΞ・
下ஊࠪ：ฑծさΞ

長谷ઔހߔさΞは、ランχスίープを「外からの力に
ો直であることがデザ΢ンの֫」として語った。長谷
ઔさΞにとって n外力| とは、෫や重力、地ਔのよう
な自ષ力だけではなく、生ସܧの動きや、地ځにおけ
るਭや大気の१環、さらには社会が生みड़すو範や構
造も含Ξだ多層的な֕೨である。੟Ԯの動物公Ԅの࿫
は、その考え方を端的に示す。Ԅ内は年਼回、ۿがड़
ງするほど自ષがೳい。そこで、地ݫの動物と੊ֆの
動物に分ける್つのループを設定し、それぞれの環境
をΨーώーラップして見られる空間を構成した。外力
が෵਼のレ΢Ϣーとして重なり、そこに人間の活動を
ഓ置する。そのॳ঄が重要だという。長谷ઔさΞにとっ
てデザ΢ンとは、地وځໝからਐ体レϗルまでのླྀれ
を整ླྀさせて、そこに場所をそっと浮かべる行為であ
る。建築もランχスίープも់ྐྵに੷み重なったレ΢
Ϣーの上に立つৼ地よさをもっと深く感じるべきだと
語る。οϣーニングとは、ݺ人のਐ体がその外力に
ϓィットするよう、関係を調整していくથࡋな営みで
ある。

௣ઔܛ理さΞは、持続可能性の議論に「ਐ体」を正面
から持ちࠒΞだ点でඉ常に印象的だった。สཤでչన
な生活に׵れ、ඉ合理をڒ༲できなくなった現代人の
ਐ体が、そもそもγステナϔルであるのかというࠞ本
的な問いを投げかけた。デジタルが入力とड़力を明確

5 人の登壇者．ࠪからॳにฑծさΞ・長谷ઔさΞ・௣ઔさΞ・Ӯ੷さΞ・੤田さΞ．
持続可能な社会基盤のあり方について，෱߁い議論がなされた．

S1• ൭のາཔ଀خੀ͓ͪ࣍କՆ೵͵ऀճݡรಊΏऀճร༲Νޫـ
ʛݒ஛ʀϧϱχηίーϕ͹৿ͪ͵ؖܐ੓Ν୵るʛ
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੶Ҭ　ඔ࠭
（千葉工業大学大学院　修士̏年）

開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　10:00 〜 11:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：長谷ઔހߔ  ランχスίープアーΫテクト／
　　　　　Ψンγ΢ト計画設計事務所／෤଄野ඔ術大学特任教授
　　　　　੤田 司　　建築家／Ψンデザ΢ン／東ښ理Ռ大学०教授
　　　　　௣ઔܛ理　 建築家／ A/7(0<
　　　　　Ӯ੷ن子　 γステ΢ナϑリティコンγルタント／ϲΧンエルϓ
　　　　　ฑծୣ໷　 ランχスίープアーΫテクト／ランχスίープ・プラス



今回のセッションでΫーϭーχとなった，関係性のοϣーニングについて語る．

に定義する੊ֆをつくった一方、人間のਐ体は連続的
で曖昧で、ͷるっと༵ら͛ような৚ๅを発している。
環境や౐ࢤがそのਐ体性を୥ってしまえば、持続可能
性をどれだけ制度的に整えても、最終的にそのԺܛを
受け取る「主体」が๊れてしまう。۫体的な例として
をಣみ଺えるスίートϚーξーࢤげられたのが、౐ڏ
や %0; ラ΢ξーなどのクリエ΢ティϔϤーザーの存
在だ。൶らは౐ࢤ空間をݽ定的なプログラムとしてで
はなく、ਐ体をഖ介に多༹にմएし直し、連続的に関
係をߍ新していく。このਐ体と౐ࢤの૮ޕ作用こそが、
௣ઔさΞの考える「持続可能なਐ体」を育てる環境で
あり、そこで人間がஃえられることでॵめて、持続可
能性が生活の中にࠞづくと語る。௣ઔさΞにとって、
建築はਐ体の෵ࡸ性をᖲりड़すためのૹ置であり、౐
。める有機体であるࢯはその変化を受けࢤ

Ӯ੷ن子さΞは、「౐ࢤ生活そのものがγステナϔル
なのか」という大஀なٛ問を提示した。環境性能評価
の仕組みや౐ࢤでの঴エネ設計が整っても、౐ࢤが地
方から大ྖの資ݱをٷい上げる構造が続く限り、持続
可能性は見かけౙしになりか͸ないという。重要だと
語ったのは、「૮घの立場から見る」というਐ体的な
発૟だ。౐ࢤにेむ人間が地方の฽らしのリθムやړ
཯感を理մし、౐ࢤと地方が対౵に१環しあうような
構造をつくる必要がある。空き家・高ྺ化・過૆化が
進むາ来において、اが見える範囲で人とड़会える環
境、໨ӆや෫通しの良い֙࿑の存在が、฽らしの質を
ࠪӊすると語る。議論の中では、౐ࢤと地方を分野ԥ
断でԥ۴に࢙す視点の重要性が܃り返し強調された。
持続可能性はテクόロジーの問題ではなく、人と人の
。཯感の問題でもあるړ

੤田司さΞは、動物Ԅとఋ師という್つの視点から、
「発明するより発見する価値」について語った。੤田
さΞは動物Ԅの設計において、動物の環੊ֆを理մす
ることから始めるという。動物がどΞな੊ֆを見て、
どう感じ、どこを҈ৼできる場所と捉えているか。い
かに൶らが؏ている環੊ֆを空間にするか。それを深
۹りしていくことで、人間中ৼではない空間の設計が
生まれる。また、੤田さΞがಎれるఋ師の存在は、घ
入れというܩ続的な実ભの価値を示している。ఋ師は
̏年間というلઇの変化を時間的なラ΢ϓγ΢クルで
ֺしむ感ְがある。ఋはघ入れにԢ౶して変化し、घ
入れはఋに対する気づきを呼び起こす。その૮ޕ関係
は建築にも引きܩがれるべきで、建築を時間の中でߍ
新し続ける営みとして捉え直す必要がある。੤田さΞ
にとって発明とはゼロからつくることではなく、環境
にઞΞでいる価値を発見し、引きड़し、న઀な関係の
中に置き直すことに近い。これは、ఋ師がلઇの「२」
を味わいながらఋを調ཱする姿と重なる。

クロストークでは、レ΢Ϣー分けされた外力をいかに
建築に取り入れるか、外ଈから建築をつくる必要性、
そしてデジタルよりもਐ体から生まれるばらばらで෵
、な৚ๅが生む੊ֆについて議論が行われた。またࡸ

そこからランχスίープについて考えることによりౖ
とつながり、෫を受けるという感ְこそが、自分たち
の設計対象であることに気づかされた。

本セッションでは、持続可能性について多くの対࿫が
なされたが、そこでΫーϭーχとなったのは「関係性
のοϣーニング」である。人・自ષ・時間の関係を調
ཱしながら共に変化していくという姿勢は、ݺ人ݺ人
が取るべきであり、持続可能性とは制度や技術で׮結
するものではなく、ਐ体・外力・時間・場所が連続的
に関係し合いながらߍ新されていくプロセスそのもの
である。持続可能性、ਐ体と฽らしから࠸構築するこ
とは、今後、ը々に必要なことなのではないか。そこ
にこそ、෫ౖ 1000 年をາ来へつな͛ためのࠞ本的な
ସ度がある。

�. まとめ
今回のセッションを通して特に印象的だったのは、「外
力をいかに建築に取り入れるか」という視点である。
デジタル技術によって建築を制ޜ・最న化すること
が可能になった一方で、人間のਐ体感ְや自ષ環境か
ら受け取る෵ࡸで曖昧な৚ๅこそが、空間の質を๝か
にしているという指摘は、設計に向き合う姿勢そのも
のを問い直すものだと感じた。਼値化しきれない感ְ
や経験をどのように設計に落としࠒむのかという課題
は、今後の建築においてますます重要になると思う。

場所は単なる条件ではなく、人の行為やىԳ、環境の
変化が઄り重なった存在であり、؈単にմएしきれる
ものではない。だからこそ、設計者は一方的に౶えを
与えるのではなく、その場所にࣘをੇませ、関係性を
ಣみ取りながら建築を立ち上げていく必要があるのだ
と感じた。

このセッションを通じて、建築における「場所」とは、
与えられた前提ではなく、ࢾ行ޣࡪの中で立ち現れて
くるものだと実感した。人間が最もմくのがೋしいの
は場所であり、その෵ࡸさに向き合い続ける姿勢こそ
が、建築を考える上でのड़発点なのだと感じた。
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1. 企画の意図
本トークセッションは、202� 年能登半ౣ地ਔがもた
らした߁範囲かつ෵ࡸなඅ֒と、それに対するॵغ対
Ԣでݨ在化した課題を深く۹り下げ、今後の๹ݰ・ࡄ
活動に活かすための۫体的な指ਓをಚることを主たࡄ
る目的として企画された。

能登半ౣ地ਔは、ӹ状化、ౖ֒ࡄ࠯、大وໝՒࡄ、そ
して௣ഀが同時に発生する෵合֒ࡄとなり、特に半ౣ
という地理的制約から、主要ಕ࿑の੉断によるࢩԋの
Ϛトルネック化とݿ立ॄ落の発生という深ࠃな問題が
浮き彫りになった。この発ࡄ直後、建築の専門家によ
るԢݧثٺ度判定士のഁݥや、අࡄ地への物資༎ૻと
いったॵ動対Ԣにおいて、行੕のॐ割りや組織間の調
整෈ଏから大きなஙれが生じた。例えば、ଠݟでは発
地ଈࡄԋが開始されたのに対し、අࢩ後す͛に຿間ࡄ
では行੕घ続きや৚ๅ共有の෈ඍにより、ࢩԋの受け
入れに時間を要する状ڱが発生した。また、家Բのଝ
շという物理的な問題だけでなく、අࡄ者の生活基盤
の૗失、多重࠶務、コϝϣニティの๊շといった෵合
的な課題が山੷し、ॊ来の建築やౖ໨の専門家のみに
よるࢩԋでは、අࡄ者のਇの「自立࠸建」を成し遂げ
ることがࠖೋであることが示された。

こうした෵合的な課題をմ決するためには、「֒ࡄは
必ず起こる」という前提のもと、発ࡄ前の「ϓェーθ 0」
のஊ֌で、いかに実ް性のあるඍえを地Ү社会全体で
確立できるかが෈可ܿである。

当日の会場の༹子．

本企画の最大の意ਦは、֒ࡄ対Ԣの最前線で活動する
建築家や技術士、අࡄ者の生活とෳࢳをࢩえる社会ෳ
を担う自࣑体職員という多༹なࡄ士、そして地Ү๹ࢳ
専門家をডᡊし、ฑ時の多職झ連ܠのあり方、ࢤ຿意
識の向上ࡨ、そして行੕の機能強化について、۫体的
なアクションにつながる議論を行うことで、能登の教
をາ来につな͛点にある。専門職としての職能を最܉
大限に発ضし、いかに地Ү社会全体で連ܠ協働の体制
を構築できるかがテーマとなった。

2. トークセッションの概要
登壇者はまず、能登半ౣ地ਔのඅ֒を共有し、過ڊの
大ਔࡄの教܉にも関わらず、Ԣݧثٺ度判定士のഁݥ
のஙれや、ඈೋ所環境の྾ѳさなど、依ષとしてմ決
されていない問題が残っていることを確認した。特に、
建築の専門家によるԢݧثٺ度判定士のഁݥにおいて
は、事前に๹ࡄ協定を結Ξでいたྣݟが発ࡄ後す͛に
຿間ࢩԋを開始できたのに対し、協定や৚ๅ共有が෈
ॉ分であった地Үでは、຿間ࢩԋの受け入れに時間を
要し、ॵ動体制に決定的なࠫが生じたという事実がๅ
ڗࡸされた。また、ඈೋ所ではいまだに体育館でのࠄ
৺がմভされておらず、྾ѳな環境がܩ続している実
ସから、自୒の҈全確保とඍடを進める分ࢆඈೋの必
要性が強く૎えられた。

こうした課題に対し、トークセッションでは、࿪Ր山
の取り組みが紹ࡄにおける۫体的な事前๹ࢤや千葉ݟ
介された。࿪Ր山ݟでは、ೈ海トラϓ地ਔを見ੀえ、
対Ԣを「໨造Հ設े୒の実現」「ଳਔシェルター֒ࡄ

S11 のఴ๮ޛࠕ΃のखૌとࡄ઴๹ࣆ

開催日時：2025 年 11 月 � 日（金）　1�:15 〜 15:�5　
会　　場：千葉ݟช化会館・中࿇स࣪
登  壇 者：૮ֺय़༺　　千葉ࢤ૱合੕ࡨ局ث機管理監
　　　　　田ଞ༡ඔ　　֒ࡄ復ڷまちづくりࢩԋ機構、技術士
　　　　　ਇปさおり　社会ෳࢳ士　
　　　　　ਁԮໞ෋　　建築家／ۿ野くらし工๬
　　　　　ਭ野ಲ　　　建築家／ਭ野建築研究所／ JIA 会議議長ࡨ対֒ࡄ
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ฑ田կ໷
（千葉大学大学院　修士̏年）



び感ਔϔレーカー設置ึঁ制度の૓設」「高ྺ者もٶ
ඈೋしやすい௣ഀからのಂげ地ਦの作成」「全自࣑体
との๹ࡄ協定గ結」のޔつの目ඬにॄ約し、地Үಢ自
の課題մ決に注力してきた。中でも、高ྺ化ིの高い
地Үにおいて、高ֻなଳਔ改修がࠖೋな੊ଵに対し、
比較的҈価なଳਔシェルターへのึঁを行うことで、
ໍをगるための最低限のඍえを後ԣしした点は、実৚
にଊした施ࡨとして高く評価された。さらに、௣ഀඈ
ೋが必要な地Үでは、高ྺ者が҈全にิけるଐ度を基
६としたಂげ地ਦを作成し、自࣑体へ提ڛすることで、
地Үे຿のඈೋ行動の۫体化をଇした。

一方、千葉ࢤからは行੕が์える課題をི直に示しつ
つ、ࢤ຿の自ঁと共ঁをଇす施ࡨが紹介された。ࢤで
は令࿪ݫ年ୈ෫での大وໝంుの経験から、長غంు
へのඍえや৚ๅ౏ઊ対ࡨの強化がٺ務とされた。特に、
かす問題の一つであるト΢レ対ڶ時に最も生活を֒ࡄ
ଵト΢レのඍடを強くਬওしܠ຿に対しࢤ、としてࡨ
ており、日々の฽らしの中で可能な「自ঁ」の重要性
を૎求している。また、行੕職員自ਐが地Ү活動へ੷
、の見える関係を築く౔力がا的に参加し、地Үとのۅ
、な共ঁにつながるとの認識が共有され׊時のԃ֒ࡄ
๹ࡄを一部ॼの業務ではなく、全職員の「リテラシー」
として捉える必要性が強調された。

૱ׇとして、֒ࡄ対Ԣにおける最大のปは、建築やෳ
する際の目ඬ意ܠ行੕など、異なる専門分野が連、ࢳ
識のθレや価値؏の対立にあることが改めて指摘され
た。ਇのࢩԋ活動は、表面的な協力ではなく、අࡄ者
の「自立࠸建」とは何かという本質的な価値؏につい
て、建築士、弁護士、ෳࢳの専門家など、異なる職能
がฑ時から深く議論し、共通理մを構築することが必
ਤであるという結論にࢺった。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶のまとめ
トークセッション後の質ٛԢ౶では多職झ連ܠの現実
的なࠖೋさと、それを৒りӿえるための۫体的なアプ
ローοに঱点が当たった。

専門職間のԻ度ࠫについては、技術士の分野では๹ࡄ
に関する分Ռ会が常に高い関ৼをॄめ、技術力を活か
したࢩԋを「職能の࢘ໍ」と捉える意識が強い一方で、

社会ෳࢳ士などの分野ではฑ時の業務の制約から֒ࡄ
時でも職場を཯れて自༟にࢩԋ活動を行うことがೋし
い実ସが示された。ෳࢳ分野のݥഁ֒ࡄοームなどの
仕組みは存在するが、登࿧者やഁݥできる人ࡒはѻౙ
的に෈ଏしており、多職झ連ܠをਦるえうえでの人的
リλースの෈ଏは依ષとして深ࠃな課題として認識さ
れた。

࣏に、多職झ連ܠを実ް性のあるものにするための۫
体的な方法論として、表面的な協定だけでなく、異な
る職能間で価値؏のুಧが起こる可能性を認識し、そ
れをฑ時にմভしておくことが෈可ܿであると結論づ
けられた。例えば、֒ࡄ現場で「自立࠸建」について
議論する際、建築士が考える「৐෋な家Բの࠸建」と、
ෳࢳ士が考える「生活基盤の࠸構築」というβールが
異なるがΑえに、意見のুಧが発生することがある。
これを๹͛ためには、ฑ時にこそ、それぞれの専門家
が持つ知見をड़し合い、「අࡄ者にとって最నな復ڷ
とは何か」という本質的な問いについて、時間をかけ
て共通の言語や理մを構築する౔力が求められる。こ
れはඉ常に時間のかかるプロセスであるが、֒ࡄ発生
時にࠠཛྷを最小限にཊえるための本質的な事前投資で
あると言える。

行੕職員の๹ࡄ意識の向上については、๹ࡄを特定の
部ॼだけの業務にせず、全職員の「リテラシー」とし
て位置づけ、ॐ割りのปをӿえる必要があると૎えら
れた。多くの部ॼが多๫をۅめる中で、職員が੷ۅ的
に地Ү活動に参加することはೋしい実৚があるが、そ
のࠖೋさをึうためにも、行੕は地Үとのં点を持つ
場として、外部の専門家や、学ߏの生ైたちを๹܉ࡄ
࿇やඈೋ所運営に੷ۅ的にתきࠒむことで、地Ү๹ࡄ
の新たな担いघを育成していく必要性が強調された。

こうした事前๹ࡄの取り組み全体を通じて、֒ࡄへの
ඍえは単に物資をඍடするだけでなく、「日常とඉ日
常の境目をいかに小さくするか」という発૟への఺׷
が重要であるという意見がड़た。日々の฽らしの中で、
人とのつながりや関係性を強化していくことが、結果
として֒ࡄ時の最大のඍえとなり、この人的ネット
ϭークこそが、ਟଐかつԃ׊なࢩԋ活動のౖୈとなる
ことが改めて確認され、セッションの議論は終྅した。

能登半ౣ地ਔのඅ֒について活発に議論された． 会場でഓාされたܠଵト΢レ．
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1. 企画の意図
本企画は、JIA 建築家大会ではॵのࢾみとなる全国 10
部合同による౾論会であり、今回の千葉大会でࢩ 3 回
目の開催を迎えた。登壇者には、֦地Үで活躍するऑ
घ建築家が名を連͸た。今年は、ช化会館でのセッショ
ンに先立ち、10 月に 2 日間にわたるΨンラ΢ン΢ϗ
ントが開催され、その後、ช化会館において全国の登
壇者が一ಌに会し、౾論が行われた。このࢾみは、ऑ
घ建築家を紹介する場にとどまらず、地Үや立場を௔
えた建築家同士が本Խで語り合い、共໒し合う「対࿫
の場」をつくることを目的としている。

2. トークセッションの概要
セッション前半は、それぞれがどのような思૟や理೨
に基づいて建築を૓造しているのか、自ਐのઑ言に加
え、そのघஊやघ法について発表が行われた。

ෳ田߀子氏 は、「෫ܢをつくΘう」としていると述べ
た。ڎ点をࡵຊからഷ館へҢしたことで設計घ法が変
化したとし、ࡵຊ時代の「内部に෫ܢを作る」志向から、

「ഷ館のྼ࢛的ܢ؏のܩ承」へ఺׷。古い建物の要ો
に新技術を༧合させ、֙の一部となる建築を௧求して
いると語った。

高ֹڰ志氏は、बว環境への呼Ԣや「空間の重なり」
を意識していると述べた。設計に加え、産学ׯが共同
する公共建築やその研究、プロポーザル運営にॊ事。
地Ү社会にرりశい、෫ܢを๲͛建築を目指している
と語った。

々ݺ、げܟ氏は、「多༹性は多༹性のままに」をޙ藤信ࡊ

当日の会場．大会ॵ日の最ॵのセッションであったが多くの人が参加していた． テーマの発表．このテーマにԌって，ऑघ建築家ୣが発表・౾論を行った．

のڋ場所を設計していると述べた。リーマンショック
後のݭしい時代にト΢レ設計からิみを始め、全ての
人々を౵しくใ༲する「それぞれのڋ場所をそのまま
残すこと」を考えていると語った。

ᷦౣཾ೯氏は、「案ड़し」と「スタディ」を明確にۢ分し、
਼多くのໝܗを通じて設計を深めていると述べた。建
築の全体଀を司る「形式」の中に、敷地や施主の要望
にԢじた「変਼」を内ใさせ、それを૤作することで、
෕ษ的なア΢デアとݽ有の回౶をྈ立させる設計घ法
を௧求していると語った。

田中߀޼氏は、地Үに「より良いາ来」を੷ۅ的にघ
ోす建築のあり方を௧求していると述べた。ෳҬとਈ
മな地س点に活動していく中、建築家の存在がڎをރ
Үで、౐ࢤ部とのోڰし役を担い、海؝Ԍいのఽ౹的
な「ਭઍീ」のܢ؏を࣏੊代へ͛ܪため、ॕഩ施設設
計や࠸ฦ計画にॊ事していると語った。

Ԡ野ൂॉൂ氏は、「目の前のघֽかりからԗい஡঄を
引きرせる」をܟげていると述べた。山ดみとԲࠞを
構ࢤմएによる౐࠸ௌ家の通りఋのښ、形成؏ܢ͛ܪ
造のܩ承、ఽ౹工法の改修を通じた時間の੷層など、
ౖ地のསྼや大きなชຼを現代の設計に重͸合わせ、
建築をາ来へと͛ܪことを目指していると語った。

Ϋόシタϐロシ氏は、ਐ近な社会とં続し、建築をリ
アルに捉える姿勢を重視していると述べ、生活にື஥
した場を通じて社会とのં点を持ち続けることを活動
の֫にੀえ、そのԈ長線上にある大きな社会を見ੀえ
つつ建築を作り続けることを志向していると語った。

S1․ -,$ સࠅ 1� ಋ企画「஭໪のऑघ建築家ͶΓΖ建築౾࿨」߻෨ࢩ
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　10:30 〜 12:00　
会　　場：千葉ݟช化会館・小ϙール
登  壇 者：ෳ田߀子　建築家 � アトリエϓク（北海ಕࢩ部ਬપ）

　ᷦౣཾ೯　建築家 � ᷦౣཾ೯建築設計事務所（東海ࢩ部ਬપ）

　Ԡ野ൂॉൂ　建築家 � アトリエ・プリコラージϣ（近ࢩق部ਬપ）

　໾野थ༺　建築家 � ໾野੪山建築設計事務所（࢝国ࢩ部ਬપ）

　ฑ野公ฑ　建築家 � ฑ野公ฑ建築設計事務所（۟यࢩ部ਬપ）

　高ֹڰ志　建築家 � 日本大学 �JLI（東北ࢩ部ਬપ）

建築家　ޙ藤信ࡊ　 � （部ਬપࢩ信ӿߗ関東）建築設計事務所ޙ藤信ࡊ

　田中߀޼　建築家 �QXFD DUFKLWHFWV（北཰ࢩ部ਬપ）

　Ϋόシタϐロン　建築家 � Ϋόシタϐロシ建築設計事務所（中国ࢩ部ਬપ）

　੶ઔ 保　　建築家 � かみもり設計（ԯೆࢩ部ਬપ）

　છҬ༡༦　建築家 � ༡建築計画代表
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（千葉大学大学院　修士 2 年）



೦い議論を܃り߁げるऑघ建築家．
ࠪからછҬ氏（司会），ෳ田氏（北海ಕࢩ部），∃ڰ氏（東北ࢩ部），ࡊ藤氏（関東ߗ信ӿࢩ部），ᷦ ౣ氏（東海ࢩ部），田中氏（北཰ࢩ部），Ԡ野氏（近ࢩق部），Ϋόシタ氏（中国ࢩ部），
໾野氏（࢝国ࢩ部），ฑ野氏（۟यࢩ部），੶ઔ氏（ԯೆࢩ部）．

໾野थ༺氏は、「考えてૺる建築家」をܟげ、東ښで
の経験を経て、地方では建築を߁く಩けるための「協
調」と「ଊ行性」が෈可ܿだと実感。現場にଏを運び、
多༹な੢をซきながら、自らのϓットϭークを活かし
てब囲と連ܠし、実作を通して地Ү社会へ建築をਃಃ
させることを目指していると語った。

ฑ野公ฑ氏は、建築の「ݽ有性（場所・要望）」と「൜
用性（工法・ྼ࢛౵）」の್࣢をด行して思考し、౹
合することを目指していると述べ、े୒౵のϏーλナ
ルな設計を主࣢としながら、これら್つの視点を重͸
合わせることで、社会とのં点を生みड़す設計घ法を
௧求していると語った。

੶ઔ保氏は、「ԯೆとは何か」を主題に、建築を通じ
て地Үのྼ࢛やช化を深く見つめていると述べた。ো
೗ಐをኴ኷とさせるݬ空間の࠸構築、コンクリート外
ൿによる環境にԢじた表৚の૓ड़、धྺඨ年のด໨を
、合わせ͙ܪをܢ技術・෫・ࡒ設計など、ોࣹߏ承するܩ
気ޫ෫ౖにࠞ͡した設計を通じ、ԯೆのア΢デンティ
ティを࣏੊代へघోす活動を௧求していると語った。

セッション後半は、建築家ୣのઑ言でも印象的で共通
のΫーϭーχとしてڏげられた「෫ܢ」をテーマに活
発な議論がなされた。

冒頭、ࡊ藤氏が「教Ռ書的な設計をौೊにշし、多༹
なڋ場所を作ることが、今までにない෫ܢを生みड़す」
とઑ言し、議論の޳Ւを઀った。これに対し、੶ઔ氏は、
全国οェーンの進ड़によってۋ質化する「ジェネリッ
クな෫ܢ」への強いث機感を表明した。こうした෫ܢ
؏を受け、ᷦౣ氏は「౐ࢤ部ではつくられたもののॄ
合体として෫ܢを見ड़し、地方では大地や海といった
෈変のものに෫ܢを見ड़している」と、活動ڎ点によ
る捉え方の違いをળやかに整理した。しかし、෫ܢは
決して視ְ的な৚ๅのみにཻまるものではない。高ڰ

氏が提঑した「人の活動や思考も෫ܢの一部である」
という視点や、北཰の田中氏が述べた「人の営みやघ
のࠡ੽をगることこそが建築家の役目である」という
言葉は、建築をより時間的、かつ人間的な存在として
。定義させたように感じた࠸

また໾野氏は「෫ܢは RA:（ロー）画଀のようなもの」
と述べ、あらΑる৚ๅがѻक़・加工されて಩く現代に
おいて、生ਐの空間でしか体験できない「ඉѻक़なリ
アリティ」にこそ価値があるという指摘は、建築のݬ
点に立ち返るような強྿な印象を受けた。

議論の後半、঱点は෫ܢの「ߍ新とスϒーχ」へとҢっ
た。Ԡ野氏は֙の変化を前提としながらも「ӫ画のセッ
トのように残しても意味がない。大઀なのはىԳを引
き͛ܩことだ」と断じた。ఽ౹的なป面線のىԳといっ
た本質的なエッセンスを引き͛ܩことで、現代の生活
と共存する֙のあり方を௧求する姿勢はとても印象的
だった。最後に田中氏が語った「౐ࢤはుऄのスϒー
χ、地方はトンϑのスϒーχ」という対比はଐす͙る
時間のླྀれの中で、ը々が何を取りこ·しているのか、
その「取りこ·されたもの」を意識的に௭み取り、形
にするのが建築家の࢘ໍなのだ、という結論は、会場
全体をより෫ܢに関ৼを向けさせ、セッションはປを
ถじた。

3. まとめ
私が今回、学生レポーターとして感じたことは、「෫ܢ」
の捉え方が֦地Үの建築家によって大きく異なること
だった。地Үでの「෫ܢ」に建築という視点から常に
向き合っているからこそ生まれてくる考え方が౾論の
中で࣏々と発言されていたのは、今改めてレポートを
書いていく中でとてもي重な体験であったと感じた。
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1. 企画の意図
本セッションは第 1� 回ϲェネοアϑエンナーレ国際
建築展をഐܢに、 環境ث機や社会的なث機への対Ԣを

「؉࿪（PLWLJDWLRQ）」から「నԢ（DGDSWDWLRQ）」へ఺
するという主題を深۹りするものであった。これは׷
現代のث機に対し、それを؉࿪しようするだけでは、
対Ԣとしてॉ分ではないということを示している。い
かに問題にనԢし、どう対Ԣするのかというϓェーθ 
を考えることが求められた。

2. トークセッションの概要
セッションは冒頭、໨内य़ࠂさΞ、ґ藤ѧँさΞ、࠯
山ଢ一さΞの三者が֦々プレゼンテーションを行い、
その後のϏネルディスカッションはోว育さΞがϓΟ
シリテーターとして議論を深め、質問を求める形で進
められた。

໨内さΞは近現代建築の形成過ఖでの「؉࿪を前提と
した制ޜ的アプローο」のܧොと「నԢ的アプローο」
のܧොを対比した。制ޜのܧොとしては、1�30 年代
に΢ンターナショナルスタ΢ルがୈ頭し、50 年代に
発表されたώックϝンスター・ϓラーのマンύッタン・
χーム計画などが環境を対象として制ޜしようとした
6�ොとしては、1ܧ点といえる。一方、నԢのۅ� 年 
0R0A でのルχϓスΫーの「建築家なしの建築展」か
ら、70 年代のアレクγンξーのϏタンランΰージに
連なり、環境へのనԢ的な視点の結ধ化がなされた。

このనԢ的なアプローοの重要性を、ϑエンナーレの
金ࢲ子ৈ受ৈ作などを例に示した。ώーレーン館はఽ
౹建築から஥૟をಚて、特พなシステムを࢘わず受動

本セッションの主題「0I7I*A7I21（؉࿪）から A'AP7A7I21（నԢ）へ」．

3 名の異なるֱ度からのプレゼンテー
ションが議論の෱を߁げた．

上ஊࠪ：ࠪからోวさΞ・໨内さΞ
上ஊӊ：ࠪからґ藤さΞ・࠯山さΞ
中ஊࠪ：໨内さΞのプレゼンテーション
中ஊӊ：ґ藤さΞのプレゼンテーション
下ஊ：࠯山さΞのプレゼンテーション

的な通෫で気Ի上তをཊえる空間を提示し、「カナル
カϓェ」は機փと生物のΘ過のύ΢ϔリットによって
ラグーンのਭからエスプレッλを提ڛするなど、ఽ౹
的な知見や自ષと最新技術の༧合が評価されていると
した。

同時に、これらが 1�60 〜 70 年代にすでに౺ୣして
いた֕೨とするならば、この「నԢ的アプローο」を
いかに一ิ前に進められるかを考えたいとも࿫した。

໨内さΞは、「నԢとは ̡ 単一のʳ資産から୦٭するこ
と」であるとした。人がൈࡀしたਁに生育するনଢ଼の
ように、制約の中から新しい価値が生まれる事例を示
し、「問題」をմ決する対象と捉えるのではなく、人・
生物・資ݱによる生成的関係の場として捉えることが

「నԢ」を一ิ前に進めるのではないかと投げかけた。

また、໨内さΞが関わった日本館展示での、展示と実
際の動線とのθレやޭのθレから生じる「ޣಣやܿ落」
の思考の提示は、単なる機能的制ޜを௔えた、生成的
関係へのϐントとして本セッションのΫーとなった。

ґ藤さΞは Ŋ 終わらないοェス ŋ と題し、ཤଠの思૟
からプレゼンテーションを展開した。ଠ者との間の問
題で Ŋ մ決 ŋ を目指すことはݧثであり、いかに Ŋ ި
মをܩ続 ŋ するかが重要であるとした。ここには໨内

S1‥ ୊ 1� յϲΥϋοΠʀϑΦンψーϪࡏࠅ建築ఴ「,Q�%HWZHHQ」
かΔ͓ߡΖʁ建築Νͪ͗Ώ͢৚ๅΝүてΖࣰભ
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・小ϙール
登  壇 者：ґ藤ѧँ　ඔ学者／東ښՌ学大学教授
　　　　　໨内य़ࠂ　建築家／ SU1A.I IQF� ౐工ܵથң大学特任०教授ښ／
／山ଢ一　アーティスト、プログラマー࠯　　　　　 SU1A.I IQF� ／
立ܵ術大学०教授ࢤ౐ښ                                   
　　　　　ోว　育　΢ンディϘンデントΫϣレーター／建築家
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後半のディスカッション．࢝者とも೦のこもった議論を展開した．

さΞと共通する考えが見えた。ものを࢘ってިমする
ことの۫体的な事例として、ϗトナムの例がڏげられ
た。χ΢Ϡ΢੕ࡨ以߳、ܻ 化した私有化の૬いの中で、
人々は家の前の৪໨ൃを増やしてくことでઐ有地の֨
௃を行っている。৪໨ൃという「主௃しつつも、言わ
れたら動かせる」ものでިমすることで、΢ンプレʗ
のような状ସが続き、法ཱ的մ決からは生まれない、
時間的な私有地の変動の面പさが示された。また、「タ
΢Ϊーίージ」のような建物からはみड़すଊੰの部Բ
の֨௃も、同༹のިমの形を示した。

さらに、࢝国のਭ問題をѽった「山のϓタを開ける」
プロジェクトでは、༹々な଒性の人々に 100 ԃショッ
プでഛえるもので「山」を表現してもらい、「۫体的
ப象の生成」をࢾみた。このࢾみによって、山との関
わり方が異なる人々の表現に「θレ」が生じることが
可視化され、そのθレを認識することによって山が΢
ンプレʗの状ସになり、෵ࡸなཤ֒関係への関わりの
ଏがかりを築こうとした。この「θレ」の思考には、
SU1A.I の日本館展示でのθレによる思考の立ち上が
りとのྪࣇ性が見られた。

山さΞは、ただの੶を「この੶」にするプロジェク࠯
トで、環境からलったただの੶をそのまま資ݱとし
てѽうのではなく、データ化し、৚ๅにຍ༃し、༹々
な大きさの੶にして展示することで、࠸び環境に໯す
という१環するプロセスを提示した。これが࠯山氏に
とっての৚ๅをߠし育てるということであり、「問題
をմ決する対象としてではなく、生成的関係の場とし
て捉える」というセッション全体の共通認識を、デジ
タルと෈ۋ質な物質をഖ介とした۫体的な実ભへと結
びつけているといえる。

後半のϏネルディスカッションでは、ోวさΞのϓΟ
シリテーションにより、ґ藤さΞが S1A.I の取り組
みやϑエンナーレについて感じたこと、S1A.I の್人
がґ藤さΞのプレゼンテーションについて感じたこと
について意見ި׷された。

そこから議論は AI と建築実務の関連にٶΞだ。AI の
、性を回ඈしݧث性に対する指摘がある中で、そのݧث
設計の෵ࡸなଈ面に AI をԢ用していくためのघஊと
して、「自ހ修復制」が提示された。これは、AI が自

らοェックし、พの方法に઀り଺えられる機能を持っ
ているのであれば、੷ۅ的に活用していくべきだとい
う見մである。໨内さΞは、「今回のプレゼンテーショ
ンではθレていくことこそが大事だとซこえるかもし
れないが、そうとも言いきれないのが設計の面പい部
分であり、重要な部分である」と࿫した。また、「AI
を࢘うことがもはや前提となり、そうして一つの方向
にもの͟とがްི化していったときに、その価値؏に
৒らない判断や、ࡒ料・環境をどう常に見ていきなが
ら、関わり合っていくか。いかにࣿえ઀らない部分を
持ったままでいれるかという視点が重要である」と続
けた。

最後にґ藤さΞから内଄෉き AI の࿫題が提示された。
෕通、人工物には人間ଈがو定した入力方法以外には
ൕԢが起こらないように設計されているが、AI などの
人工物のਐ体にも人間のようにあらΑる入力を認めて
みよう、というのが内଄෉き AI の研究である。例と
して、ϓΟϝコンを外から೦した時にΰーム内でώグ
が発生するという࿫題を引き合いに、و定された入力
方法以外で AI や人工物に入力を行うことで、計ࢋさ
れていた結果を௔えたような物理的状ସ、結果がಚら
れるといった内༲であった。これもまた Ŋ θレ ŋ を生
かした新たな関係性を示唆するものといえる。

本セッションは、現代の༹々なث機に対して「制ޜ」
や「մ決」ではなく、「నԢの生成」や「ިমのܩ続」
を志向し、単一の最నմを求める思考から୦٭し、多
༹な関係の中から新たな可能性を見ड़すという、現代
建築における重要な方向性を示した。

3. まとめ
環境ث機に対し「制ޜ・؉࿪」ではなく、「నԢ・ި ম」
を࣢にੀえる視点がඉ常に印象的であった。࠯山さΞ
の「৚ๅ物質性」やґ藤さΞの「ཤଠ的な間ં性」と
いう֕೨は、建築をմ決のಕ۫ではなく、変化をڒ༲
し続ける「場」へと࠸定義している。単一の正մを求
めず、θレや物質のݺ性をଜ重する姿勢に現代建築の
望を感じた。最後のґ藤さΞからの内଄෉きس AI の
࿫題は今後の展開がඉ常に気になるものであり、現代
建築に通じる可能性を感じさせた。
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1. 企画の意図
JIA では一般の人ୣに対して建築をどうఽえていくか
をテーマに、時代に合わせた߁ๅ活動を実施している。
2 年半前に公式 IQVWDJUDP を立ち上げ、現在、ようや
く 5�000 ϓΧロϭーघ前まできた。このようなླྀれが
ある中で、༹々なϟディアをۨ࢘した建築家の発信の
仕方を考えていくことが本企画の意ਦである。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの司会進行を務める建築家の会田
༓࿗さΞより、企画意ਦの説明が行われた。ుഀ状ڱ
がѳい部Բを「ඁືの小部Բ」と呼び、リラックスし
た状ڱをԍड़しながらスタートしていった。�0 人ほ
どの参加者の大半は建築設計の実務をしている人ୣで
あった。ここでは建築家である小山ޭさΞ、ᖔऴय़さ
Ξ、ӫ଀ϟディアの専門家である࿪田信ଢ࿢さΞ、建
築ܧϟディアのエディターෲ部ਇཥさΞをϏネラー
に、この多༹性の時代、今後の建築家の発信の仕方に
ついて考えていった。

会田༓࿗さΞは、大学でܢ؏論を学び、5 年間アϟリ
カにいて、ؾ国後、自分の事務所を開設。国内外で建
築設計の仕事をしてきたが、ϟディアの専門家ではな
いので、� 人のϟディアに強いϏネラーと共に今後の
建築家の PR について考えていきたいとした。S1S だ
けではなく、ࢶϟディアの可能性を௧求していくこと
も大઀であると語った。

小山ޭさΞは、大学をड़てから΢άリスで設計活動後、
日本で事務所設立。最近は、マンションやঐ業ϑルな

当日の会場  建築家をはじめとする多くの参加者がॄまり，活発な議論がިわされた．

上ஊ : 小山　空間をめ͛りながらմ説をする（ࠪ）    ஶ名ઔྸԄでχローンࡳӪ（ӊ）
中ஊ : ᖔ　　ト΢レプロジェクト（ࠪ）ϭークショップ（中）ϠϝϔロックΪレージ（ӊ）
下ஊ：会田　2020 年度　%XOOHWLQ 表ࢶ

どのデϗロッϏーの仕事が多いそうである。このよう
な仕事だと、ϟディアに取り上げていただくことが少
ないので、ع存ϟディアに頼らず自分ならではのやり
方で発信することが結果的に多くなっているようであ
る。動画を作る上で考えていることは、ただմ説をす
るだけではなく、実際に空間の中に入って動きながら、
ิきながら、「࿫せる動画」を発信していくことをポ
リシーとしていると自論を語った。γングラスをかけ、
ӵ語で࿫すことも多いそうである。χローンは、建築
を上から見れるし、違うֱ度から見ることができ、視
点が変わることがす͟く重要だとした。

ᖔऴय़さΞは、大学をड़てからχ΢ςにཻ学したりし
て � 年前からड़ਐ地であるඊଯ高山で建築事務所を開
設している。「地Ү資ݱを用いて建築をつくるӽびを
発信する」をテーマに主要ϟディアがॄう大౐ࢤから
ԗい地方において、地方からݫ気になる日本を目指し、
建築の実ભとϟディア発信をしていきたいと語った。
レΰエԽֺをѬするϤニークな人でもある。
཮山に఺がってる資ݱをいかに建築や空間にൕӫでき
るか、どうやって活用できるか、このようなことをずっ
とໝࡩしている。これも߁義な意味で環境デザ΢ン、
建築の設計の一環だと思っているそうである。஧間た
ちと೸業や山でϭ΢ϭ΢やってֺしそうにしてる༹子

S1… ऀճͶ൅৶すΖ建築家のϟυΡΠࣰભΝ͓ߡΖ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・中࿇स࣪
登  壇 者：小山ޭ　　　建築家／Ϋー・ΨϘレーション
　　　　　ᖔऴय़　       建築家／ᖔऴय़設計環境 �SA:A'((
　　　　　ෲ部ਇཥ　    ฦॄ者
　　　　　࿪田信ଢ࿢　アートプラクティショナー／
                                  　  東ښ᥃術大学大学院専門研究員
司会進行：会田༓࿗　    建築家／ア΢ξアトリエ

Ҭރ端༅
（千葉大学大学院　ദ士 2 年）
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登壇者のॄ合ࣺਇ　ࠪから，会田さΞ，࿪田さΞ，小山さΞ，ෲ部さΞ，ᖔさΞ，ևさΞ࿫題も๝෍で，とてもϤニークな人ୣである．

をࡳりため、੷ۅ的に S1S で発信し、অ々に見てく
れる஧間が増えれば良いと将来଀を語った点が印象的
であった。

ෲ部ਇཥさΞは、大学でඔ術࢛をห強した後、建築ࡸ
社でࢿ 5 年ほど働いてಢ立。Ψンラ΢ンとΨϓラ΢ン
ྈ方で仕事をしており、海外の建築家を紹介をしたり、
地方に取ࡒに行き、レϑϣーを書いたり、取ىࡒ事
を書いたりしている。༹々な場所で、いΘいΘな৚ๅ
をܪいでいくようなことを企画から運営までやってい
る。ϟディアの࿫をするのに、΢ンターネット、S1S
の࿫だけではなく、ࢶϟディアで働いていた専門の知
識もあるので෱߁い見方ができる人である。
ϟディアは何をするのか、建築家ではない人はどう関
わっていくのか、「時代をӫす建築表現を目指して」
いつも考えているようだ。見てたまったストックӫ଀
で、ଠに同じような関ৼを持って表現している人に事
例紹介したり、地方の人に活動紹介したり、何か見る
ことのட੷を続けていきたいと์負を語った。

࿪田信ଢ࿢さΞは、今回の公式Ϊ΢χϔックのディレ
クションも担当した人である。建築以外のコンテンポ
ラリーアート分野の人で、その中でもӫ଀とかϟディ
アが専門である。アーティストたちと共同しながらプ
ロジェクトϗースで何か۫体的に取り組Ξでいくこと
を仕事としている。地Үとか地方とか、ローカリティ
が強いとこΘこそ、今ϟディアで何かがड़来るのでは
ないかと地方自࣑体౵と一ॻに取り組Ξでいたりして
いる。ϟディア実ભから立ち上がる公共性についても
考えている。建築家はϠόϗースでの৚ๅ発信をしな
くてはいけないと思ってる人ୣが多いが、行為とか、
アクティϑティみたいなものを発信するのはとても重
要であると投げかけた。

今回登壇した 5 名は、国内外で建築分野に取り組Ξで
いるが、共通点として、自ら仕ֽけ、ಢ自の表現方法

で༹々なϟディアを࢘い、৚ๅ発信している姿がとて
もຳ力的であった。

後半は、今後の建築家のϟディア発信について、ディ
スカッションが行われた。ここでの論点は主に、新し
いοϡレンジをֺしみながら༹々なϟディアで発信し
ているとこΘである。IQVWDJUDP はスマートϓΧンな
どでݺ人で見るものだが、みΞなで見るのも、す͟く
面പい上ӫ会になるのではと言う発言があり、ڷ味が
あるものをࡳる、またجびのシーンを発信していくこ
とは、す͟く大事な気がし、コϝϣニティとかϓΟン
層がॄめやすく感じられるとみΞなが同感していた。

建築家が建築を残す時に、意思決定にࢺる経Ҥを、ӫ
଀によって明確に捉えることが多い。ӫ଀は建築家の
意思とか、建築が何を残してるのかを知ることができ
る。建築家でしかࡳれないӫ଀。建築家ならではのϟ
ディア発信の方法があることを改めて実感した。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
最後に会場の੢として、۟यから参加した JIA 建築家
PR 動画ਬ進ϭーΫングにॵغから関わってくださっ
ているন山将ঋ（前۟यࢩ部長）さΞから発言があっ
た。小山さΞやᖔさΞがどのようにϑジネスにܪげて、
どのくらいのཤӻをಚているのだΘうかと思っていた
ようだが、そΞなことซくのは、もうξϟです͸と語っ
ていた。「まず޹きになること」という言葉がす͟く
௃ってみئきなので、これからも޹いたと。ӫ଀がڻ
ますと今後の์負を語った。

�. まとめ
私が今回、学生レポーターとして感じたことは、登壇
した 5 名は、いずれも異なる立場から建築に取り組Ξ
でいるが、それぞれの視点に基づくಢ自の考えを有し、
֦ϟディアの特性を的確に活かしながら、新たな৚ๅ
発信に੷ۅ的に取り組む姿が印象的であった。

JIA 建築家大会 2025 千葉　　せんのちから 学生レポーターによる大会報告2026 年 1月



1. 企画の意図
日本における修士設計のレϗルは、この 10 年間で
஥実に向上している。一方で、グローώル化や国内
の少子高ྺ化が進む中、大学を取りתく環境や建築
教育に対するغଶは変化しており、設計教育も地Ү
課題、環境問題、気ޫ変動、デジタル技術の進展な
ど、社会のӪڻを強く受けるようになっている。し
かし、建築や建築教育が内ऩܗ産業として発展して
きたഐܢから、過ڊの成ޯ体験に基づくڈସ依ષと
した仕組みが依ષとして残っているのも現実である。
建築教育の国際化と学生・修྅生のϠϑリティが進む
中で、日本の建築教育は国際的な競૬環境の中に置か
れている。その中で、日本の建築教育がこれまでകっ
てきた強みをいかにң持・発展させていくかが問われ
ている。本セッションは、大学教育の現状を߁く共有
し、社会とのં続を含めて今後の建築教育のあり方を
考えるための議論の場として位置づけられた。

2. トークセッションの概要
現在では、大学をଖ業してす͛に実務へҢ行するとは
限らず、大学院へ進学したり、在学中に΢ンターンを
経験したり、一度社会で働いた後に学びへ໯るなど、
学びと実務を行き来する多༹なΫϡリアが存在してい
る。このような状ڱをഐܢに、建築を取りתく社会や
技術の変化にԢ౶した教育環境の整ඍが求められてい
る。それぞれの立場から現在進めている教育実ભにつ
いてๅࠄし、その可能性や課題、国際的な߁がりにつ
いて共有した。

本ਇ明さΞは、AI が発ୣし大学آ 1 年生のஊ֌からそ
れを࢘用している現在の状ڱを踏まえると、社会の変
化にԢ౶するように設計教育も変わっていかなければ

当日の会場．௎़はこれからの教育について改めて考えさせられる౾論であった．

5 人それぞれ異なる視点からより良い教育環境への取り組みを共有した．
上ஊࠪ：آ本ਇ明さΞ　上ஊӊ：࣋田ਇ理子さΞ
下ஊࠪ：٤良ਁ子さΞ　下ஊӊ：高޳༺人さΞ

ならないと述べた。一方で何をगり続けるべきなのか
という点にも触れ、गるべきものとして研究࣪単位の
教育をڏげた。これは日本ಢ自の仕組みである。日本
全体を見ోすと多༹な教育がさま͡まな場所で行われ
ており、それこそが生き残りકྲྀであるとآ本さΞは
考えている。そのような状ڱの中で研究࣪という教育
システムをܩ続し、ң持していくことも重要だと強調
した。研究࣪単位のཤ点として小وໝなプロジェクト
を通じて、基本設計から現場監理まで一ؑして経験で
きる点がڏげられる。しかし、଒人的なシステムであ
るため学生に過度な負担がかかったり、ࡣ取的な構造
になったりする可能性がある。現代で求められるコン
プラ΢アンス意識や職能に必要な要件をどのように࠸
整ඍし、教育に組みࠒΞでいくかが重要になってくる
と述べた。

࣋田ਇ理子さΞは、०教授を務める <*SA の教育体制
について紹介した。<*SA は日本特有の研究࣪制度で
はなくスタジΨ制をࡀ用した大学院であり、学生の自
主性や自࣑による学びを重視する点に特徴がある。学
生は 2 年間で � つのスタジΨを回り、多༹な思૟や建
築に対する考え方を自主的に学΁。また、大学で学Ξ
だ学生が社会にड़て建築家として実務を経験し、࠸び
大学に໯るという学びと実務が१環する教育のあり方
を目指している。さらに、建築はݺ人で׮結するもの
ではなく、社会やଠ者との協働によって成立するもの
であるという認識のもと、建築のݽ有性を保ちながら
も、౐ࢤや地Үにおける共有性・共同性を育む教育が
行われていることが示された。

S1‧ ͞ΗかΔの৮೵Ͷ͜޴てɼ建築گүͺʹ͍͑Ζ΄͘か
開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　10:00 〜 11:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：آ本ਇ明　　建築家／۟य大学ܵ術工学研究院०教授
　　　　　高޳༺人　　環境工学研究者／૥Ҷ田大学理工学学術院教授
　　　　　田中༓章　　建築家／ 明࣑大学理工学部専任教授
　　　　　࣋田ਇ理子　Ϋϣレーター、ฦॄ者／ԥශ国立大学院 <�*SA ०教授、
　　　　　　　　　　　スタジΨマネージϡー
　　　　　٤良ਁ子　　建築家／ PRULNR NLUD DUFKLWHFW ／ ۟य大学院教授
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セッションでは日本ಢ自の建築教育の在り方だけでなく，国際化への取り組みなど多زにోった．I�AU' について࿫す田中༓章さΞ．

٤良ਁ子さΞは、۟य大学における %CA7 の活動につ
いて紹介した。%CA7 は大学内部にとどまらず、企業
や自࣑体と連ܠしながら社会課題を発見し、持続可能
なາ来のあり方を実ભ的に考える取り組みである。活
動内༲は、Զᥣ小Բで発生する֬のഉࡒを活用した小
ໝなプロジェクトからύウスϟーカーと協働したو
環境े୒の計画にࢺるまで多༹なスίールにٶΞでい
る。正մのない社会の中で実ભを通して考え続ける姿
勢の重要性が示された。また、設計に加えて環境や構
造など多分野の知見を活用できる点を日本の建築教育
の強みとしてڏげ、テクόロジーを前提とした܉࿇の
必要性が語られた。

高޳༺人さΞは、૥Ҷ田大学における建築教育の現
状と AI のӪڻについてๅࠄした。学部 � 年生が提ड़
する֕要書においても AI の࢘用が進Ξでいるという。
現時点では約 35ˍの学生が AI を࢘用しており、その
多くはテΫスト生成であるが、今後はほ· 100ˍにୣ
すると༩଎された。比較的単९な設ඍや構造設計は AI
によって代଺可能になりつつある一方で、ज़࿇した設
計者にしか担えない྘Үへのغଶも示された。A2 入
学ܧの಍入、ଖ業設計におけるグループ設計、工学ࢾ
生が設計課題に主体的に関われる環境づくり、また、
設計案に対してエネルάーや෫、照明のմੵを行い設
計を見直す授業も実ભされている。日本ではデザ΢ン
とエンジニアリングがもともと౹合されている点を強
みとしつつ AI にঋつ一部の人ࡒだけでなく、多༹な
役割を担う設計者をどのように育てていくかが現在の
大きな課題であると指摘された。

田中༓章さΞは、明࣑大学における I�AU' プログラ
ムの取り組みについて紹介した。I�AU' は建築デザ΢
ンおよび౐ࢤデザ΢ンを主࣢としたスタジΨ制教育を
特徴とし、すべての授業をӵ語で行う国際的な教育プ
グラムである。明࣑大学では約 15 年前から本格的に
国際化に取り組み始め、本プログラムがその中ৼ的な
役割を担っている。学生構成はཻ学生が 3 割をઐめ多

༹なώックグラウンχを持つ学生が共に学΁環境が整
えられている。在学中にཻ学して単位を取ಚしたり、
ଠ国へҢ動した際にも教育内༲が認められたりする制
度の重要性が指摘され、そのような基盤整理は日本に
おいても෈可ܿであると述べられた。日本の建築資格
制度はྼ࢛的に建築基६法を基盤として発展してきた
ため、教育要件がඉ常にϙリスティックな仕組みと
なっている。一方で、多༹な人ࡒが同じ࿰組みの中で
学΁ことで将来的な協働やコラϚレーションにつなが
る点は日本の建築教育の強みであるとされた。しかし、
༑れた教育内༲を持つプログラムが多਼存在する一方
で、それらをࢩえる制度面の整ඍはॉ分とは言えず現
在の信頼性が今後もң持できるのかという課題が示さ
れた。

本セッションを通して、建築教育において多༹な教育
Ϡデルが併存していること自体が、日本の建築教育の
大きな強みであることが示された。大学や教育機関͟
とに異なる思૟や方法論が存在し、それぞれがॐに専
門性を深める教育を行っている点は、日本の建築教育
の特徴の一つである。一方で、その多༹性をݺพの取
り組みにとどめるのではなく、大学や分野をӿえてԥ
断的につながっていくことの重要性も浮き彫りとなっ
た。

�. まとめ
このセッションを通じて国際的な教育環境に目を向け
ると、༑ऴな人ࡒが੊ֆوໝでླྀ動しており、日本の
建築教育もその競૬の中に置かれていることを実感し
た。現在の信頼性や実੹に依ڎするだけではなく、教
育の内༲や制度をܩ続的にߍ新し続ける姿勢が求めら
れる。多༹性を内ใした教育環境をң持しながら、そ
れらを૮ޕにં続し、社会や国際的なชຼの中で位置
づけ直していくことが、これからの職能に向けた建築
教育における重要な課題であると考える。
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1. 企画の意図
本企画では、近年のଖ業設計のテーマが多༹化し、い
わΑる単体の建築物の設計提案に加え、地Ү社会の持
続性向上を目的とした߁Ү的なまちづくりの提案や、
建築・ౖ໨の༧合による地Ү課題のմ決など、໘ືな
調ࠬ・分ੵに基づく、実ભ的かつ新ળなア΢デアへと
がりを見せている点などに஥目し、千葉で建築を学߁
΁建築学生を登壇者にডき、これからの建築と社会の
在り方や建築家の職能などについて考えることが意ਦ
された。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの司会進行を務めるਭӿӵ一࿢さ
Ξより、本企画の意ਦのմ説や、千葉の建築教育の特
৯である「千葉ݟ建築学生ৈ」・「C リーグ」の̐つの
教育プログラムについて紹介が行われた。

続いて、ฑ田կ໷さΞ、三野ᓽֈさΞ、੤ଞ෫ߵさΞ、
ᕈ૖みなみさΞ、藤本千኏さΞの 5 名が自ਐの作品を
ϗースにこれからの建築と社会の在り方についてプレ
ゼンテーションを行った。

ฑ田さΞは、ತ໨ݟӻ子ௌを෥ୈに、地場産業のਲୂ
という課題を地Ү要ોの࠸ฦによってմ決することを
意ਦした「͛ܪ建築」を提案した。また、౾論では、
これからの社会を「全員が建築家の時代」であると定
義した。専門家だけでなく、े຿も場所の࢘い方やң
持に主体的な責任を共有すべきであり、設計者はあえ
てາ׮成な༪地を残し、変化を受け入れる࿰組みをつ
くるべきだと語った。

当日の会場．参加者はࢤ຿や学生なども多く見られた．

5 人の建築学生によるプレゼンテーションよ
り．同੊代でありながら，それぞれがかな
り異なる視点で建築と対ቄしている点がڷ
味深い．

上ஊࠪ：ฑ田さΞ・上ஊӊ：三野さΞ・
中ஊࠪ：੤ଞさΞ・中ஊӊ：ᕈ૖さΞ・
下ஊࠪ：藤本さΞの作品．

三野さΞは、新ॕՐ෥تௌの 2� 時間Ֆ働する特性に
஥目し、໹の֙の人々をもใઃするເらないۢ役所を
提示した。そして、建築家は「ౖ地の見えにくい課題
をಣみմくຍ༃者」であるべきだと語った。地Үの人々
に受け入れられ、࢘い続けられる「Ѭされる建築」こ
そが理૟であり、ཤ用者のઞ在的なニーθを形にする
視点がܿかせないと説いた。

੤ଞさΞは、ঐవ֙の空きవะをेڋやෳࢳ機能と࠸
ฦすることで、ঐいの向こうଈにある生活の๝かさを
ඵいた。建築を׮成品と捉えず、「࢘いながら育てる
建築」という視点を提示し、ࢤ຿がཤ用者から空間の
担いघへと変化する中で、建築家はύーχの設計にཻ
まらず、地Үৱಌなどのλϓト面の設計を通じて建築
の成長をࢩえ続けるべきだと論じた。

今回の登壇者の中で༏一の学部生であるᕈ૖さΞは、
自ਐの฾ߏを෥ୈに、空間のஊࠫやࠥࡋな仕ֽけに
よって多༹なڋ場所を૓ड़する設計घ法を発表した。
建築を「生活のԈ長線上にあるもの」と捉え、空間と
そこで起こるでき͟とが૮ޕにԢ౶し合う対࿫的なプ
ロセスの重要性を強調した。人々のࠥࡋな৾る෥いに
向き合い、建築が関係性を見せるきっかけになるよう
な空間づくりを志している。

S1  建築ָਫ਼͓͗ߡΖ「͞ΗかΔの建築とऀճ」#એཁ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　12:30 〜 1�:00　
会　　場：千葉ݟช化会館・中࿇स࣪
登  壇 者： ฑ田կ໷　千葉大学༧合理工学ැ૓成工学Ռ建築学コース 修士 1 年
　　　　　藤本千኏　千葉工業大学大学院૓造工学研究Ռ建築学専ߊ 修士 1 年
　　　　　੤ଞ෫ߵ　東ښు機大学大学院າ来Ռ学研究Ռ建築学専ߊ 修士 1 年
　　　　　ᕈ૖みなみ   東ښ理Ռ大学૓Ү理工学部建築学Ռ ̒年
　　　　　三野ᓽֈ　日本大学大学院生産工学Ռ建築工学専ߊ 修士̐年
　　　　　ਭӿӵ一࿢   建築家／山下設計

REPORTER

JIA 建築家大会 2025 千葉　　せんのちから 学生レポーターによる大会報告2026 年 1月

千葉༦介
（千葉大学大学院　修士̏年）



トークセッションの༹子．参加者とともに活発な議論がިわされた．

藤本さΞは、౐ࢤの૿ݎから੠ਈを઀り཯す大きなಂ
げ場所としてのඔ術館を提案した。建築の役割を、機
能や造形を௔えて、「ཤ用者の感性や主体性を引きड़
すきっかけを与える存在」であると૱ׇした。人と社
会、人と人を؉やかに͙ܪ、新しい社会の姿を૟଀さ
せるາ来をඵくૹ置としての建築の可能性を示した。

今回登壇した 5 名は同੊代であるが、それぞれが自ਐ
の֫となる考え方を持ち、その考えを大઀にしながら
設計に取り組Ξでいる姿が印象的だった。

後半は、これからの建築と社会の在り方について、以
下の್つの論点を中ৼに議論が深められた。

ʴこれからの社会において建築にغଶする役割ʵ
ここでは、建築がもはや単なるസではなく、社会的な
മになった地Үコϝϣニティに「共通س、立を๹͙ݿ
の଀」や「関係性のきっかけ」を提示するૹ置として
の役割が議論された。学生たちは、過ືとݿ立が同ڋ
する現代౐ࢤにおいて、建築が人と人、人と社会を؉
やかに͙ܪ直すプラットϓΧームになることへのغଶ
を語った。

ʴこれからの設計の進め方・建築家の役割ʵ
建築家は「形をつくる」ଈから、ࢤ຿の主体的な関与
や成長をࢩえる「࿰組みをつくる」ଈへとҢ行すべき
だという結論にࢺった。λϓト面のプログラム設計や、
े຿が自ら空間をカスタマ΢θできる「༪പ」をデザ
΢ンすることなど、׮成後もཤ用者の営みにดૺし続
ける新たな職能のあり方が提示された。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
会場からは、理૟とする開かれた建築を、ع存のߙ直
した法وや社会システムの中でいかに実ૹするかとい
う問いがرせられた。登壇者からは、合意形成のプロ
セス自体をデザ΢ンすることも建築家の職能であると
の回౶があった。ਭӿ氏からは、学生たちが示した஺
ೣなリγーοこそが、実務で社会と向き合う際の基盤
になるとのܻྯがૻられた。また、「AI や %I0 のよう

なςールの活用が、े຿との対࿫的なプロセスにどう
与するのか」という現代的ςールが発ୣした今日なر
らではの質問もあった。これに対しては、「෵ࡸなシ
ϝϣレーションや視ְ化により、専門知識を持たない
े຿とのʲ共通の଀ʳを構築する強力なςールとなる。
ްི化のためだけでなく、多༹な主体の意志を空間に
ൕӫさせるための対࿫のプラットϓΧームとして活用
すべきである」との回౶がなされた。

�. まとめ
本セッションを๥௎し、同じ建築学を専ߊする大学院
生として、ը々の੊代が直面しているϏラξ΢ムシϓ
トの大きさを改めて௩感した。

かつての建築家が「強・用・ඔ」をඍえた෈変の傑作
を目指したのに対し、登壇した 5 名の学生は、建築を
時間と共に変化・成長し続ける動的なプロセスとして
定義している。൶らが語った「全員が建築家の時代」
や「࢘いながら育てる建築」という言葉は、人ݰ޳少
や気ޫ変動といった正մのない課題に対する、一つの
誠実なԢ౶であると感じた。

特に印象的だったのは、デジタル建築੊代でありなが
ら、൶らの関ৼがアルβリθϝックな造形ඔよりも、
むしΘ「人々のࠥࡋな৾る෥い」や「目に見えない地
Үネットϭーク」というۅめてਐ体的でアナログな྘
Үに向けられている点だ。%I0 や AI を࢘いこなす技
術を持ちながら、それを対࿫的なプロセスをࢩԋする
ために用いるという姿勢に、これからの建築家の新た
な強みを見た。

建築を設計することは、単に建物という「ύーχ」を
つくることではなく、社会の新しい関係性を構築する
ための「࿰組み」をつくることへと変༲しつつある。
ଖ業設計や修士設計という自༟な場において、൶らが
示した「社会に対する൹評性」と「場所への深いѬ஥」
は、実務というഀߧにड़た後も、建築が単なるভඇࡔ
にؗることを๹͛๹ഀఇとなるだΘう。
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1. 企画の意図
202� 年 6 月 6 日、日本を代表する建築家、ᴵชඛ氏
が͟੨ڊされた。千葉大学ҭඕΫϡンϏスには、ᴵ氏
の国内̐൬目の作品である「ゐのはなى೨ߪಌ」がଳ
ਔ改修を経て現存している。

本企画では、ᴵ氏と਎ިの深かった 5 名のϏネラーを
ডき、̡ 私にとっての「ᴵชඛ」r と題し、生前のエϒ
λーχやプロジェクトをިえてお࿫しいただき、そこ
から「ᴵ氏がը々に残してくれたもの」について議論
がިわされた。異なる立場でᴵ氏と͟活躍されたϏネ
ラーのև༹は、ಢ自の視点からᴵ氏を語り、その内༲
は建築作品、建築論、人物଀までと多زにోった。Ϗ
ネラーのև༹が考えるᴵ氏を通じて、参加者自ਐも「ᴵ
氏がը々に残してくれたもの」について思ࡩするي重
な機会となるセッションとなった。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの司会進行を務めるྵ໨߄ध氏に
より、本企画の意ਦのմ説や、Ϗネラーのևさまの経
ྼやᴵ氏との関係について紹介が行われた。

続いて、෍Ӯৣ氏、܂生明氏、ߔ࡜ٸ氏、三谷బ氏、
ّ本ΰーリー氏の 5 名がᴵ氏とのड़会いや関係性をި
えつつ、ᴵ氏が生前に構૟していた建築への向き合い
方や建築が果たすべき社会的責任などについて言ٶし
た。また、ある時は建築家として、ある時は師として、
ある時は༓人としてなど༹々な視点から語られるお࿫
を通じて建築作品以外の「人物としてのᴵ氏」につい
ても議論が展開された。

෍Ӯৣ氏は、I 氏が東ښ大学教授म任時から൫年まで、

当日の会場．֦自のエϒλーχを通じて，༹々な視点からᴵ氏について語られた． 当日のスラ΢χ．ᴵ氏のスίッοと共に当時を語る࡜ٸ氏．

公私ともにިླྀがあり、༹々な場面を通して感じたこ
とを紹介した。෍Ӯ氏はᴵ氏について、「人間の生き
方の༒気とඔしさ、そして倫理と気品をまわりにڻか
せていた建築家としてৼに深くࠃまれている。」と௴
る。ߪԍ中何度もᴵ氏の気品さや気高さについて言ٶ
していたことが印象的であり、建築家としてだけでな
くプラ΢ϗートでの෉き合いが多かった෍Ӯ氏ならで
はのお࿫でڷ味深かった。

大学ᴵ研ښ生明氏は、ᴵ૱合計画事務所に̔年、東܂
究࣪ঁघとして̑年ۊめた経ྼをもとに、「建築家の
師として、教育者としてのᴵ氏」について語った。建
築家としてのᴵ氏は大変クールな印象で実務に実直に
取り組む一方で、大学でのᴵ氏は学生に対して気さく
に࿫しかけ、਎ਐに૮஌に৒るなどஈかい人ณであっ
たとᴵ氏の多༹な人間性についてエϒλーχをިえて
語った。ߪԍの中で܂生氏は、ᴵ氏に建築家は部Բで
ਦ面を引くだけでなく、現場にड़て༹々な専門家と共
に建築を૓りあげていくことが建築家であることを学
Ξだと述べた。また、܂生氏が千葉大学で教佅をとら
れていた時غに、ゐのはなى೨ߪಌのາ修復保存活用
にࢺった経Ҥを紹介する中で、ᴵ氏の建築のディテー
ルについて೦く語られていたのが印象に残った。

7�氏は、1ߔ࡜ٸ� 年〜 1��� 年の間、ᴵ૱合計画事務
所にۊ務され、所員から見た「現場でのᴵ氏」を多༹
なスίッοとともに語った。࡜ٸ氏は大ࡗు通ϑル、
౐国立近代ඔ術館、7(PIAښ の̑つの現場を担当され、
上ਦのスίッοのようなᴵ氏のもつ΢ϟージを現場所
員がどのように形に落としࠒむのかなどを当時のリア
ルな現場の空気感と共に紹介した。ᴵ氏は෵਼のプロ

S1  Ͷとっての「ᴵชඛ」ࢴ

開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　10:30 〜 12:00　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：෍Ӯৣ　建築家／法੕大学名༬教授
生明　建築家／千葉大学名༬教授܂　　　　　
建築家／プランςアλシエ΢ς　ߔ࡜ٸ　　　　　
　　　　　三谷బ　ランχスίープアーΫテクト／Ψンγ΢ト計画設計事務所
　　　　　ّ本ΰーリー　建築家／ᴵ૱合計画事務所
　　　　　ྵ໨߄ध　建築家／千葉大学०教授（司会）
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ジェクトを同時進行していく中で、それぞれをพ々に
考えるのではなく、ある現場でોࡒやマテリアルを
οェックする時に、このોࡒはพのプロジェクトでཤ
用できるなど、常に同時に建築設計を考えていたそう
だ。そして最後に、事務所での経験や建築作品を通し
てᴵ氏から学Ξだことを࣏の੊代に残していきたいと
いう૟いを述べた。

三谷బ氏は、ᴵ氏の作品の多くのランχスίープをघ
ֽけられた経験から、「ランχスίープアーΫテクト
から見たᴵ氏」について、ᴵ氏がౖ地に์いていた૟
いや෫ܢへのࠫءしを紹介した。三谷氏は、ᴵ氏が၈
ᛎ的にプランを構૟するのではなく、常に自分のଏで
現場をิき、その৚ܢをつかむ「৚ܢの構૟化」を行っ
ていたと語った。ᴵ氏と共にプロジェクトを進めてい
く中で、ىԳとしての෫ܢが自ਐの建築にӪڻを与え
ているという「෫ܢ؏」が建築家には重要であること
を感じたと述べた。特にड़Ӥのౣࠞݟ立古代ड़Ӥྼ࢛
ദ物館では、建築は࿮にرせ、Ԡの山ܢを主役にする
といった考えの一ؑ性に感໑を受けたと࿫した。そし
て、三谷氏が多くのプロジェクトを通して感じた、৚
について؏ܢの構૟化などᴵ氏の建築家としての෫ܢ
もմ説し、ᴵ氏の中には、最ॵからͽとつの෫ܢがあ
り、その෫ܢへの参加として建築があったのではない
かと述べた。

ّ本ΰーリー氏は、ᴵ૱合計画事務所での「建築家と
してのᴵ氏」について語った。ّ本氏とᴵ氏は 1��1
年のव、アϟリカでड़会った。ّ本氏は自ਐの人生の
ิみについてこう語る。

「ᴵさΞとのड़会いから私のಕのりは、始めはᴵ
さΞの下で、その後はᴵさΞと一ॻに 0A.I A1' 
ASS2CIA7(S というプロジェクトを育てていくྃで
ある。それは、日本の建築ช化の深化と、国際的な建
築実ભという、̐つの࣢を持った進化の過ఖでもあっ
た。」

ّ本氏は国際コンϘのエϒλーχを通して、ᴵ氏が国
際的に߁く知られていく過ఖについて述べた。その中
のᴵ氏と I�0� Ϙ΢との対஌のエϒλーχでは、ᴵ氏
が I�0� Ϙ΢を「A CI7I=(1 2) 7+( :2R/'」（੊ֆ
のࢤ຿）と表現し、そのような人はοϡーϝングな性
格ととも知識的なݺ性を持つと評価したそうだ。ّ本
氏は、ᴵ氏について、I�0� Ϙ΢と同༹に「A CI7I=(1 
2) 7+( :2R/'」であると評し、「国際的な建築実ભ

（国際性）」と「人間主義ʷ A 1HZ +XPDQLVP」にࠞ
ࠫした建築を௧求し続ける姿勢こそが、ᴵ氏がը々に
୙したبいとϟッセージであると述べ、ߪԍはగめく
くられた。

3. ౲ೖのυΡηΩッション
֦自のプレゼンテーションの後、5 名のϏネラーによ
るディスカッションが行われた。ّ本氏は、ᴵ氏が෍
Ӯ氏にࠫし上げたϒースに対しての実状の紹介した。
その中で、建築は単に物を૓るものではなく、知識と
感৚と合理性をϔレンχした「+XPDQ (PSDWK\」で
あるというお࿫が印象的であった。

�. まとめ
私が学生レポーターとして感じたことは、ᴵ氏は常に
建築が果たす社会的責任や意義についてをज़考し、そ
の上でѻౙ的なディテールをގる建築作品を残されて
きたという点である。Ϗネラーのևさまのお࿫でも、
建築を建築単体で捉えるのではなく、建築が存在する
ことによるӪڻやາ来に与える役割を見ੀえて建築や
౐ࢤに向き合ってこられたことを実感した。このセッ
ションを通して私は、ᴵ氏が残してくれたものを引き
いでいく੊代の̏人だと自ְし、自ਐの活動を行っܩ
ていきたいと考えた。

「私にとってのᴵชඛ」をめ͛り、登壇者それぞれが
異なる視点でエϒλーχや持論を踏まえながら紹介さ
れ、「ᴵ氏がը々に残してくれたもの」について思考
を展開し、セッションは੟ڱのうちにถ会した。

当日のスラ΢χ．ّ本氏の言葉を最後にߪԍがగめくくられた．当日のスラ΢χ．ᴵ氏の෫ܢ؏を語る三谷氏．
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1. 企画の意図
本トークセッションは、੊ֆ֦国の建築家協会の代表
がॄまり、社会の変化が進む現在において、建築家が
どのような役割を担うべきかを改めて考えることを目
的として企画されたものである。AI 技術のٺଐな発
展や環境問題、人ݰ޳少といった課題は、建築のつく
り方だけでなく、建築家の働き方や社会との関わり方
にも大きなӪڻを与えている。こうした中で、建築家
は単に建物を設計する存在ではなく、社会の変化にԢ
౶しながら新しい価値を生みड़す役割を求められてい
る。本セッションでは、֦国の建築家協会が์える課
題や取り組みを共有することで、建築家という職能の
今後のあり方について考える場が設けられた。

2. トークセッションの概要
司会は日本建築家協会（JIA）国際委員会アχώ΢ザー
の஝ഇ大ニさΞが務め、アϟリカ、タ΢、ؘ国、日本
の建築家協会代表がॳに登壇した。発表内༲はそれ
ぞれの国の社会状ڱや制度をഐܢとしたものであった
が、建築家が社会とどのように向き合うかという共通
のテーマが通ఊしていた。

最ॵに登壇したアϟリカ建築家協会（AIA）会長のエ
ϲェリン・リーさΞは、建築分野における AI 活用の
現状について࿫した。AI を単なる作業のްི化のため
のಕ۫としてではなく、建築実務の進め方そのものを

当日の༹子．登壇者と参加者でപ೦した建築議論が行われた．

変える可能性を持つ存在として捉えている点が印象的
であった。AIA では AI タスクϓΧースを設立し、建築
家が AI をどのように࢘うべきか、またどの部分を人
間が判断すべきかについて議論を進めているという。
学生の立場からも、AI を࢘うかどうかよりも、その結
果をどのように受けࢯめ、判断するかが重要であるこ
とを改めて考えさせられた。

続いて登壇したタ΢Ԩ立建築家協会（ASA）会長のア
セー・スカϢンさΞは、協会が行っている社会的な取
り組みについて紹介した。建築展の収ӻを地Үช化や
地方の活性化にؒݫする仕組みや、ࢤ຿参加ܗのプロ
ジェクトの事例が示され、建築が社会や経ࡃとືંに
結びついていることが۫体的にఽえられた。設計行為
だけでなく、その後の社会との関係まで含めて建築家
の仕事であるという考え方が、実ભを通して示されて
いた点が印象に残った。

3 人目に登壇した大ؘ建築士協会（.IRA）のΫム・ジェ
ロクさΞと国際委員長のリエ・άϔλンさΞは、建築
家の教育やๅृ制度、国際ިླྀについて発表を行った。
建築家を୻غ的に評価するのではなく、教育から実務、
続教育までを一つのླྀれとして考える必要性が語らܩ
れた。また、و制が過৔になることで建築表現の自༟
が制限されてしまうという指摘は、建築ช化の๝かさ
について考えるきっかけとなった。

S1‪ ,QWHUQDWLRQDO�3UHVLGHQWVb�)RUXPʤ,3)ʥ
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　1�:10 〜 15:�0　
会　　場：千葉ݟช化会館・大࿇स࣪
登  壇 者：エϲェリン・リー    AIA（アϟリカ建築家協会）会長　　　　　
　　　　　アセー・スカϢン　ASA（タ΢Ԩ立建築家協会）会長　　　　　
　　　　　Ϋム・ジェロク       .IRA（大ؘ建築士協会）会長
　　　　　リエ・άϔλン       .IRA（大ؘ建築士協会）国際委員長
　　　　　ύン・Ϧング　　　.IA（ؘ国建築家協会）会長
　　　　　佐藤尚巳　　　　　JIA（日本建築家協会）会長
　　　　　஝ഇ大್　　　　　JIA（日本建築家協会）国際委員会アχώ΢ザー
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̑人目に登壇した．.IRA 国際委員長のリエ・άϔλンさΞ．

� 人目に登壇した．.IA（ؘ国建築家協会）ύン・ϦングさΞ．

続いて、ؘ国建築家協会（.IA）会長のύン・Ϧング
ンさΞは、ؘ国の建築のྼ࢛を三つの時代に分けて説
明した。現在は、建築家だけでなくࢤ຿と協力しなが
ら社会をつくっていくஊ֌に入っているという࿫は、
建築の価値を専門家だけのものにしない姿勢を感じさ
せるものであった。また、AI の発展によって人間の感
性や倫理がより重要になるという指摘は、ଠの登壇者
の発表とも共通しており、本セッション全体を通じた
重要なテーマであると感じられた。

最後に、日本建築家協会（JIA）会長の佐藤尚巳さΞ
が登壇し、AI が担える仕事と人間が担うべき仕事につ
いて整理して説明した。৚ๅॴ理や分ੵは AI がಚ意
とする一方で、ช化的な判断や社会的な責任は人間に
しか担えないという考え方は、今後の建築実務や教育
の方向性を考える上で理մしやすい内༲であった。

現在は、建築家だけでなくࢤ຿と一ॻに社会をつくっ
ていくஊ֌に入っているという࿫は、建築の価値を社
会と共有することの大઀さを改めて感じさせるもので
あった。また、AI の発展によって人間の感性や倫理が
より重要になるという指摘は、ଠの登壇者の意見とも
共通していた。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
質ٛԢ౶では、人ݰ޳少や建築教育、AI をどのஊ֌で
取り入れるべきかといったテーマが取り上げられた。
AI 教育についての質問に対し、エϲェリン・リーさΞ
は、಍入の時غよりも、建築教育全体の考え方を見直
すことが重要であると述べた。特に、技術の࢘い方を
教える以前に、建築家として何を判断し、どこに責任
を持つのかを明確にする必要があるという指摘が印象
に残った。

また、人ݰ޳少社会における建築の役割については、
ྖを増やすことよりも、฽らしの質を高める方向へ視
点を఺׷する必要があるという意見がड़された。े୒
や౐ࢤをどのようにң持し、࢘い続けていくかという
問題は、国による状ڱの違いはあっても、今後ඈけて
通れない共通課題であることが確認された。

�. まとめ
本トークセッションを通して、建築家は建物を設計す
るだけの存在ではなく、社会と人との関係を空間とし
て形にする役割を担っていることが改めて示された。
AI や技術が進ิしても、建築の価値を最終的に決める
のは人間であり、倫理やช化へのഓྂがܿかせないと
いう点は、すべての発表に共通していた。

学生レポーターとしては、設計の技術をਐにつけるこ
とに加えて、社会とどのように向き合い、どのような
価値を提ڛするのかを常に考え続ける姿勢が重要であ
ると感じた。֦国の事例や考え方を知ることで、日本
の建築教育や将来の実務を、より߁い視点から見直す
きっかけにもなった。

本ϓΧーラムは、建築家の将来଀を国境をӿえて共有
すると同時に、これから建築を学び続けていく立場に
とって、自ਐの進む方向や専門性のあり方を考えるた
めの重要な機会となった。

登壇者（ࠪから）：஝ഇ大್さΞ，ύン・ϦングさΞ，佐藤尚巳さΞ，
　　　　　　　　  エϲェリン・リーさΞ，Ϋム・ジェロクさΞ，

　　　　　  アセー・スカϢンさΞ．
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1. 企画の意図
本企画「建築家って誰ですか？」は、日本において日
常的に用いられている「建築士」・「設計士」・「建築家」
といった呼称の違いを起点に、建築家の職能や社会的
役割を改めて問い直すことを目的として開催された。
日本では、建築物の設計・工事監理を行う資格として
建築士法に基づく「建築士」が制度化されている一方
で、「建築家」は法令上定義された職業名称ではない。
しかし実務や社会の中では、「建築家」という言葉が
専門職として一定の意味を持って用いられてきたのも
事実である。

本セッションでは、建築設計の第一線で活躍する実務
者、建築教育や学術を担う研究者、さらに国際的な職
能制度に関わる登壇者を迎え、それぞれの立場から「建
築家とは誰か」、「社会においてどのような責任を担う
存在なのか」について議論が行われた。海外の制度や
事例を参照しながら、日本における建築家の必要性、
職能の明確化、さらには将来的な制度化の可能性を考
えることが、本企画の大きな狙いである。

2. トークセッションの概要
冒頭、本セッションの司会を務めた慶野正司氏より、
企画趣旨の説明がなされ、日本では「建築家」という
言葉が制度上明確に位置づけられていない現状と、そ

当日の会場．トークセッションは質問形式で展開された．登壇者の紹介と併せ，「建築家とは何か」について，それぞれの考えが語られた．

の曖昧さが生む課題について説明があった。セッショ
ンは、司会者から登壇者へ質問を投げかけるかたちで
進められた。

まず古谷誠章氏は、建築家の立場について、医師や弁
護士とは異なり、建築家は施主の「人生の良い局面」
に関わる存在である一方、契約関係においては立場が
弱くなりやすい点を指摘した。また、近年の建築教育
や設計テーマの変化に触れ、失われた環境や価値を回
復する役割を担う建築家の重要性を述べ、見返りの少
なさを承知の上で志をもって取り組む姿勢が求められ
ると語った。

小野田泰明氏は、建築家の職能は設計行為そのものに
とどまらず、建築や空間が社会の中でどのように機能
し、評価されるかまでを含めて考える必要があるとし、
その基盤としての建築教育の重要性を強調した。さら
に、日本の設計発注制度の脆弱性について、設計料が
過小に評価されがちな現状が、結果としてコスト増大
や建築の価値低下につながっている点を指摘し、プロ
ポーザル方式や海外の設計競技制度を踏まえた改善の
必要性を示した。

藤沼傑氏は、日本と海外における建築家資格と職能の
違いを比較し、設計者選定、事務所経営、プロジェク
トリスク管理といった「設計以前・以後」を含む職能

S19 「建築家」って誰ですか？
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉大学ゐのはな同窓会館
登  壇 者： 古谷誠章　　ナスカ一級建築士事務所／日本建築士会連合会会長
　　　　　小野田泰明　東北大学教授／日本建築学会会長
　　　　　佐藤尚巳　　佐藤尚巳建築研究所／日本建築家協会会長
　　　　　藤沼傑　　　ウィスト建築設計／ JIA 職能資格制度委員会・
　　　　　　　　　　　UIA 建築家職能 PPC 委員・
　　　　　　　　　　　ARCASIA 建築家職能 ACPP 委員
　　　　　慶野正司　　アトリエ慶野正司／ JIA 新資格制度委員会
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日の落ちた会場では終始穏やかな雰囲気で，主題である「建築家」ってだれですか？という問いに対してじっくりと議論された．

の重要性を提示した。日本では一級建築士資格があれ
ば事務所運営が可能である一方、海外では設計者がよ
り重い社会的・法的責任を負う制度となっていること
が紹介され、建築家の責任範囲をどう捉えるかが重要
な論点として示された。

佐藤尚巳氏は、「建築士」や「設計士」が依頼者との
一対一の関係で業務を遂行する存在であるのに対し、

「建築家」は依頼者のみならず社会全体を視野に入れ
て判断する専門職であると整理した。その象徴として
示された「三方よし（依頼者・自分・社会）」という
考え方は、建築家の公共性と倫理性を端的に表すもの
として印象的であった。

後半のディスカッションでは、建築家は社会の中でど
のような立場を担うべきかについて議論が深められ
た。ゼネコンが多くの役割を担ってきた日本の建設生
産体制が変化する中で、これまで担保されてきた品質
や調整機能を、今後は建築家が引き受けていく必要が
あるのではないかという指摘がなされた。また、海外
では建築家とエンジニアが同一組織内で協働する体制
が一般的であることが紹介され、日本における分業構
造との違いが浮き彫りとなった。

さらに AI の進展により、設計作業の一部が自動化さ
れる時代を迎える中で、建築家には単なる技術力では
なく、提示された案が社会的に妥当かどうかを判断す
る能力、倫理性、実務経験に裏打ちされた責任ある意
思決定が一層求められることが共有された。最終的に
は、国際的にも承認されうる資格制度の構築と、建築
家の自立性を担保する制度設計の必要性が展望として
示された。

3. まとめ
私が学生レポーターとして本セッションを通じて強く
感じたのは、「建築家」とは肩書きではなく、社会に
対する姿勢や責任の取り方によって成立する職能であ

るという点である。設計技術の巧拙だけでなく、誰の
ために、どの範囲まで責任を引き受けるのかという問
いに向き合い続ける姿勢こそが、建築家を建築家たら
しめていると感じた。

特に印象に残ったのは、「建築家は依頼者だけでなく
社会全体を見ている存在である」という言葉である。
学生として設計課題に取り組む際、敷地条件やプログ
ラムを満たすことに意識が向きがちであったが、その
先にある社会や人々の生活まで視野に入れて考えるこ
との重要性を改めて認識させられた。また、AI の発展
により設計行為そのものは変化していく一方で、何が
正しいかを判断し、責任を引き受ける役割は人間であ
る建築家に残り続けるという指摘は、これから建築を
学び続ける立場として大きな示唆を与えるものであっ
た。

制度や資格の議論についても、それが単なる制限や肩
書きではなく、社会にとって信頼できる建築家を「見
える化」するための仕組みであるという考え方は、建
築家という職能をより現実的に捉えるきっかけとなっ
た。将来どのような立場で建築に関わるにせよ、社会
に対して誠実であること、そして自らの判断に責任を
持つ姿勢を忘れずに学び続けていきたいと感じたセッ
ションであった。

大会一日目の最後の開催であった本トークセッションは参加者が会場に収まりきら
ないほどだった．
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1. 企画の意図
本企画は、1P2 建築ช化ܩ承機構による建築家の設
計ช化ࡔや思૟、言説などを後੊にܩ承することを目
的としたシンポジウムで、金ୖ工業大学建築アーカ΢
ϔス研究所とともに年に一度開催される JIA 建築家大
会における大会プログラムの一つとして企画・運営さ
れている。ຘ回、開催地にΑかりのある建築家・建築
࢛家を取り上げ、その地Үやช化をいかに捉え、作品
を૓ड़していたのかを、後ܩ者や関係者、܈ಅを受け
た方のエϒλーχを通して࣏の੊代に語り͛ܩことを
目的にしている。第ॉ回を迎えた今回は、本大会ϟ΢
ン会場である千葉ݟช化会館を設計した建築家・大∃
正人氏を主題とした。前回のพැ大会「ұ࡜新　ࠞຉ
り葉۹り」に続き、「大∃正人　人と౐ࢤと建築」をテー
マにϟタϚリθムの建築家として、ֺ؏的なາ来社会
志向からړ཯を取りながら、ౣ߁基ௌ高層े୒など、
ક後のे環境改善と地Үの࠸構築をテーマに設計活動
をされてきた「建築家大∃正人」の思૟を語り͛ܩ。

2. トークセッションの概要
冒頭、1P2 建築ช化ܩ承機構理事を務めるઍ田満氏
より、本企画の意ਦのմ説や、1P2 建築ช化ܩ承機
構 �JIA�.I7 建築アーカ΢ϔスの活動目的についての
紹介とѭࡲをもってセッションが開会した。セッショ
ンでは、登壇者それぞれが大∃氏とのड़会いや関係性
をިえつつ、氏が生前に構૟した社会や人と建築の関
係、さらに開発の進行によって変༲する߭外೸ଞのあ
り方などについて言ٶした。これらを、氏が建築理೨
としてܟげた「PAU」の「U（アーώン）」を共通の主
題として、代表作品の紹介を通じて議論が展開された。

当日の会場．大∃氏とのエϒλーχを通して࣏の੊代に語り͛ܩ 当日スラ΢χ � ϟタϚリθム・グループ内での大∃正人氏の位置づけについて

ন܀༺氏は、生前に大∃氏とިわした書؈を示しなが
ら、「生きた人間の生活をそのまま์えて整理し形づ
くる」という氏の理೨を紹介し、その思૟が۫象化し
た三ॡௌ体育館などの作品を۫体例として提示した。

中ౣ直人氏は、ϟタϚリθム・グループ内での大∃氏
の役割を「Ϋϡッοϡー」と位置づけ、౐ࢤにᷕれる
人޳の受けࡾとしての೸ଞの意義について、े୒公஄
との協議を重͸ながらໝࡩしたೈ多ຐニϣータウン自
ષ地形案を例にڏげた。ع存の自ષ環境やॄ落との調
࿪を重視した氏の姿勢は、ક後౐ࢤの生活環境ѳ化や
े୒෈ଏといった深ࠃな課題にਇ正面から向き合った
建築家としての責務を体現していたと述べた。

藤本থ໷氏は、建築空間と౐ࢤ空間の関係性に関する
大∃氏の஥ء点を取り上げつつ、ᴵชඛ氏の܊造形の
思૟が現代建築においてॉ分にܩ承されていない点を
指摘した。そのうえで、現在の౐ࢤデザ΢ンは本来の
方向性からҵ୦しつつあるため、౐ࢤ空間のසࠖ化に
対する新たな議論が求められると提言した。

中ඎ明氏は、かつて人のԡ来が少なく઩員の֙であっ
たみなとみらい地ۢにおいて、大∃氏がߕ࿹空間を囲
む公Ԅྚ地ネットϭークや࿹ۄする਎ਭ護؝による౐
空間のչࢤの૓ड़にਜ力した点を紹介した。౐؏ܢࢤ
నなิ行動線と施設ॄ੷による೒わいの૓ड़に向け、
氏が nえΞͿつ役| として調整を担った姿勢は、現代
の建築家にも求められる役割であると述べた。

S․•
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：ন܀༺　　　ਈ಺ઔ大学教授／ښ౐工ܵથң大学名༬教授
　　　　　藤本থ໷　　日本建築士会連合名༬会長／現代計画研究所名༬会長
　　　　　中ౣ直人　　東ښ大学大学院工学ܧ研究Ռ౐ࢤ工学専ߊ教授
　　　　　中ඎ明　　　౐ࢤ設計研究所代表
　　　　　ઍ田満　　　環境デザ΢ン研究所会長 �1P2 建築ช化ܩ承機構理事
　　　　　上࿚װ　　　構૟建築設計研究所代表取గ役社長／ 1P2 建築ช化ܩ承機構代表理事
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当日スラ΢χ � 大∃正人氏の学生時代に作成した師 � 前ઔᅵ஋氏の自ఝ　外؏ಃ視ਦのي重な一ທ

セッション後半では、公共建築と社会のこれからを
テーマにディスカッションが展開された。議論は

「PAU」の nU（アーώン）| に঱点を当て、౐ࢤおよ
び建築܊を通じて社会的現実をಣみմく方法論にٶΞ
だ。また、ϟタϚリθム内部での大∃氏の位置づけや、
氏が残した「とにもかくにもࠖೋな 21 ੊نです」と
いう言葉が、今日の社会環境といかにڻき合うかにつ
いても深いݗ౾が行われた。

3. ୉∃ਜ਼ਕ࣏͗੊େ΃ޛ࠹ͪ͢࢔のϟッセーζ
本企画の主題である建築家・大∃正人氏は、多༹な建
築作品と思૟を後੊にҪした人物であり、その人生
はક૬体験をഐܢにಢ自の建築؏を形成していった。
セッションでも紹介された氏の࣏੊代への最後のϟッ
セージは、今日の建築および社会に対するӸいಐࡱを
含むものであり、会場に深い思ࡩをଇすものであった。
以下にその全ชを引用する。

「私の੊代は、ક૬からഐ後のਛだしいߧഉを経験し
て、思いがけずにデϠクラシーの下で、一Ԣは๝かな
生活を取り໯しました。しかし、その間に大౐ࢤには
限りなく人々が߳り੷もり、೸ଞからは人々がどΞど
Ξভえてしまうなど、現在の౐ࢤと೸ଞには༹々な࿬
みがあります。21 ੊نには、必ず大きな問題が起き
ることが今までの経験からਬ଎できるので、その間で
ͧͽ良い仕事をされるよう、成ޯされることを強くس
望します。とにもかくにもࠖೋな 21 ੊نです。」

�. まとめ
私が今回、学生レポーターとして感じたことは、大成
し後੊に多大なるӪڻを与えた建築家は、単に୐ӿし

た造形力や設計技術を持つだけでなく、社会の変化を
深くಐࡱし、人々の営みや地Үのྼ࢛にਇ伪に向き合
う姿勢をؑいているという点である。登壇者の語りか
ら浮かび上がった大∃正人氏の人物଀は、作品の評価
を௔えて、߁く社会の課題にԢ౶しようとする強い倫
理؏と、ଠ者の知ܛを受けࢯめながら協働をଇすौೊ
さに満ちていた。

また、氏が残した「ࠖೋな 21 ੊ن」という言葉は、
現代の౐ࢤと೸ଞが์える構造的なͽずみをӸく指摘
すると同時に、࣏の੊代に対する強いغଶのϟッセー
ジでもあると感じた。建築家という職能が、空間をつ
くるだけではなく、多༹な価値؏がިࡪする社会その
ものをಣみմき、າ来の環境を構૟する役割を担って
いることを、改めて実感した。

シンポジウムを通して私は、建築を学΁者として、自
ਐがこれから向き合うべき視࠴の߁がりと責任の重さ
を強く自ְした。大∃氏の思૟に触れたことで、建築
が社会にر与しಚる可能性をより主体的に୵求してい
きたいと感じている。こうした建築家の思考のٌ੽に
触れることで、社会と空間の関係をより深く理մし、
自らの設計؏をຑく重要性を改めて認識した。

「建築家・大∃正人」をめ͛り、登壇者それぞれがエ
ϒλーχや視点をިえながら活発に意見をިわし、
セッションは༩定時間を 30 分௔過する੟ڱのうちに
ถ会した。
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1. 企画の意図
本企画では、国境そして建築家としての職能、職Үを
௔えて੊ֆで活動をしているʮӿ境建築家ʯによるトー
クセッションが行われた。ʮӿ境建築家ʯたちは、ӿ
境することによって何をもたらし、そして何をもたら
されたのかを考えた。

2. トークセッションの概要
グローώル化が加ଐした現代において、国境・ช化・
職能といった境ֆを௔えて活動する建築家や研究者た
ちは、現地の人々との関係性を築きながら実ભを行っ
ている。本セッションは、ίニアでౖについての研究
活動をしている司会のࡖ田ચさΞのもと、� 人の登壇
者によって進められた。ࡖ田さΞの「現在行っている
活動において、どのような業झや職能を௔えて関わっ
ているのか。そしてӿ境することで自ਐが何をもたら
し、また何をもたらされたのか」という問いにԢ౶す
るかたちで議論は展開された。

まずは登壇者がそれぞれの活動を紹介した。

Ҭ本佐保཮さΞは、ίニアのスラムへとӿ境した研究
者だ。΢ンϓΧーマルेڋ地でे຿と共に学ߏのセル
ϓϑルχなどを実ભしてきた。しかし、その学ߏは࠸
開発計画によってభڊされてしまう。そこで、Բࠞを
ֽけるなど、ौೊ性の高いセルϓϑルχを行い、スラ
ムの੕࣑的・社会的状ڱにԢじた設計を実ભした。研
究者としての専門྘Үから現場というඉ専門的職Үへ
ӿ境するとともに、教育の境ֆやݘཤをもԥ断する取
り組みが特徴的である。

当日の会場の༹子 � 会場には෱߁い年ྺ層の௎़がॄまった � 坂田さんの司会のもと、 登壇者が自身の越

境体験について語った．

上段左 ： 坂田さん　上段右 ： 井本さん　

中段左 ： 後藤さん　中段右 ： 山道さん　

下段左 ： 早野さん

΢ンχをڎ点に活動する建築家の後藤࢛ࠂさΞは、̑
つのプロジェクトを通して自ਐのӿ境経験を紹介し
た。̏つ目は、地Ү分ܗࢆ΢ンϓラであるώ΢Ψϓィ
ルターの開発で、1*2 や地ݫ企業との協働により、
建築家が担いうる΢ンϓラ設計の限ֆをӿえた実ભを
行った。̐つ目のマーίットのプロジェクトでは、限
られた༩ࢋで؉やかな公共空間をつくるためにԲࠞを
かけるという設計を行った。このプロジェクトを通し
て学Ξだこととして、施設を与えるだけではे຿が࢘
わないことも多く、ϤーザーଈのΫϡϏシティを考ྂ
した設計が重要だと考えていると述べている。̑つ目
は、プロセスを重視したアーティスト・΢ン・レジ
デンスの開催について。参加者にプロンプトを与え、
それについての制作を行う。そして参加者がϭーク
ショップで制作した作品たちをೈムンώ΢のΨープン
スタジΨで展示するという取り組みを紹介した。

ςώϟアーΫテクςの山ಕ୕人さΞは、ദ士課ఖ時代
にシェアΨϓィスの運営や設計、ϗンοϡーࢩԋな
ど෱߁い職能をԥ断して活動してきた。近年では下北
ୖで、かつて࢘われていた線࿑敷地をऑい੊代が改造
しながら฽らすプロジェクトに取り組み、൵や外ปの
ルールづくりや、改造しやすいディテールの設計を
行った。そのように仕組みや、あるఖ度のルールをつ

S․1 ʮӿڧ建築家ʯͪͬとのଲ࿫
ʛʰӿڧʱ͗ݒ஛Պに΍ͪΔͤ΍͹ʛ
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大࿇स࣪
登  壇 者：Ҭ本佐保཮　研究者／
                                      日本ঃ子大学建築デザ΢ン学部建築デザ΢ン学Ռ०教授　　

　後藤࢛ࠂ　　建築家／ STXDUHZRUNV　//P 主࠽
　　　　　山ಕ୕人　　建築家／ςώϟアーΫテクς代表取గ役／
　　　　　　　　　　　法੕大学デザ΢ン工学部建築学Ռ०教授
　　　　　૥野༺介　　建築家／ 0A' AUFKLWHFWV　共同主࠽
／田ચ　　　建築家ࡖ　　　　　 JIA 国際委員長／ 2SA ジϡϏン
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トークセッションの༹子．

くることによって、建築の知識をもたないϤーザーが
自ら空間をつくることを可能にし、ඉ専門家と建築を
つな͛ోڰし役を果たしている。

0A' AUFKLWHFWV の૥野༺介さΞは、「ӿ境した」とい
う感ְよりも、ථうように北ښへたどり஥いたと述べ、
ช化や言語の違いを์えながらଠ者と協働する姿勢を
語った。多༹なช化ഐܢを持つスタッϓや社会と関わ
りながら、違࿪感を内ใしたまま建築設計に取り組Ξ
でいる。

� 人のプレゼンテーションが終わり、ࡖ田さΞは「྘
Үԥ断によって何が自ਐにもたらされたのか」という
点に議論を向けた。

૥野さΞは、ӿ境する際には自分が開かなければなら
ないと述べた。言語や育った環境の違いからおޕいを
全に理մすることはೋしい。そこで生まれる行間を׮
自ਐの૟଀力でດめ、違࿪感を内ใしながら関わって
いくことが大事である。そして仕事をしていく中で、
建築においても違࿪感を感じるという。日本の建築は
៝ືであるが、中国の建築はմ଀度がߧいもののおお
らかであるという特徴を持つ。その違いをなΞとか༧
合できないかということにڷ味があるという。

これらの実ભに共通して見られるのは、自ਐおよび関
わる૮घの立場をݽ定化せず、関係性をあえて nルー
θ| に保つ姿勢である。関係のմ଀度をߧくし、ौೊ
に関わることで、新たな協働の可能性を生みड़してい
る。登壇者の多くに見られる姿勢として、デザ΢ンす
るଈと࢘用するଈを分཯せず、共に空間をつくり上げ
ることや、改築・࠸構築を੷ۅ的に受け入れるといっ
た取り組みがڏげられる。これにより、建築家という
職能の࿰をӿえた実ભが実現している。

൶らの活動は、言語やช化、職能、さらには法ཱやݽ
定؏೨さえもӿえて展開されている。ӿ境する建築家
には、異なるช化や言語を׮全に理մできなくとも、
ଠ者と関わり続ける姿勢とְޝが見られる。

ӿ境とは、人と力をॄめる行為であるとࡖ田さΞが述
べられたのが印象的であった。

3. ౲ೖの࣯ٛԢ౶
  「ӿ境の中で、࢘う人とデザ΢ンする人の立場が重な
り合っている༹子が良い。あえてྈ者を分けないとい
うスタンスなのか」という問いが投げかけられた。

これに対し、૥野さΞは、大وໝなプロジェクトでは
多༹なช化的ഐܢを持つ人々と関わることになるた
め、大઀なϑジョンを見失わないことが重要だと述べ
た。その一方で、ࡋ部まで理մし合おうとするのでは
なく、あえて関係のմ଀度をߧく保ちながら関わるこ
とで、違いを内ใした協働が可能になると語った。

また後藤さΞは、自ਐはあくまで施主をࢩえる立場で
あり、主体は常に施主ଈにあるという意識を持って設
計に向き合っているという。質ٛԢ౶を通して、ӿ境
的な実ભにおいては、立場をݽ定せず、それぞれの役
割をौೊに捉える姿勢が重要であることが改めて示さ
れた。

�. まとめ
私はこのセッションに参加して、ӿ境とは特พな場所
へ行ったり、大きな行動を起こしたりすることだけで
はなく、自分の立場や専門をઊ対的なものとせず、ଠ
者との関係の中で༵らし続ける姿勢そのものなのだと
感じた。登壇者たちは、建築家としての成果だけでな
く、関わる人々との関わり方や、そのプロセスを大઀
にしていた。その姿勢から、建築は一人で׮結する行
為ではなく、人と人との関係の中で生まれるものだと
改めて感じた。また、違࿪感やわからなさをす͛にմ
ভしようとせず、それらを์えたまま関わり続ける姿
勢が印象に残った。ӿ境とは、境ֆをভすことではな
く、違いがあることを前提としたうえで、それでも関
係を結び続ける行為なのだと感じた。
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1. 企画の意図
近年、建築家が担う役割は「建築空間を設計する専門
家」というॊ来の࿰組みを௔え、社会の構造や人々
の関係性をฦॄする存在へと大きく֨௃している。本
セッションは、自立分ܗࢆの社会ネットϭークのなか
で、「せΞの੢をそれぞれがどう建築に組みࠒむか」
という主題のもと、建築家・Ϋϣレーターらによって
現代の建築家のあり方がいかなる方向へ向かっていく
のかを議論したものである。

2. トークセッションの概要
冒頭、進行を務めた千葉工業大学教授　今ଞ૓ฑさΞ
と JIA 会長　佐藤尚巳さΞから、੊代・性พ・ഐܢの
多༹性をいかに組織へ取りࠒむかについて、問題提起
がなされた。

年ྺやジェンξー比のۋ存の建築家஄体においてฑع
ยりが指摘される一方、ऑい੊代や異なる専門྘Үの
人々をתきࠒむࢾみが進みつつある。建築家の活動が
社会に対してॉ分に知られていないという問題も指摘
され、佐藤さΞからは「頼りになる存在」として建築
家を認識してもらうことが組織運営の重要課題とされ
た。これは、建築家がಢ自の活動を展開する以前に、
建築家が社会の信頼を֭ಚし、その知性を公共性の中
で発ضしていくための基盤づくりであると言える。本
大会が、ࢤ຿に開かれたかたちで主催されたものの、
建築関係者の参加がほとΞどをઐめていたことも今後
の課題として示された。

今ଞさΞは，「建築家とはなにか」について過ڊの建築家の言葉を紹介した．

0ARU。ARC+I7(C7UR( 共同主催のਁ田ষ子さΞは、
プロジェクトの実ભからಚられた知見を示ܗ຿参加ࢤ
した。千葉の஄地でのॄ会所建て଺えのプロジェクト
から、ॊ来の建築家による「誰でも参加できる」ϭー
クショップܗの参加घ法だけでは限ֆがあるとし、地
ҮのΫーϏーλンとの長غ的な信頼関係構築が෈可ܿ
であると指摘した。建築家は、े຿や行੕の立場を調
整するഖ介者として機能し、基本計画や発注ஊ֌から
行੕とともにϑジョンをඵく役割を果たし始めている
と、過ڊの設計活動と共に説明した。

0ARU。ARC+I7(C7UR( の活動からは、地Үの人々
や建築にܠわる技術者など、多زにわたる立場の調ం
者として建築家を位置づける༹子がうかがえた。

セッション開始時の༹子．今ଞさΞの進行のもと，登壇者それぞれの活動が，֦々の「建築家のありかた」を提示するかたちで説明された．

S․․
Ψーώーϑϣーセッション
ͦΞのͬかΔと建築家のͯ͵͗Ε
開催日時：2025 年 11 月 � 日（ౖ）　16:00 〜 17:30　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者： ോٳඔ子　άϡラリーディレクター／ 7272 άϡラリー・間代表
　　　　　佐藤尚巳　建築家／佐藤尚巳建築研究所／日本建築家協会会長
　　　　　ฑ田ٳߌ　建築家／ฑ田ٳߌ建築設計事務所／ښ౐大学教授
　　　　　ਁ田ষ子　建築家／ 0ARU。ARC+I7(C7UR(
　　　　　今ଞ૓ฑ　建築家／千葉工業大学教授

REPORTER
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ฑ田ٳߌさΞは、๴大なࢤ຿の要望や活動Ϗターンを
コンϒϣテーショナルなघ法でմੵし、空間計画へൕ
ӫする取り組みをๅࠄした。

「山形ࢤ຿会館」・「小千谷ࢤͽと・まち・ช化共૓ڎ
点ϙントカ。」を۫体例に、े຿と設計者と AI をใׇ
的にѽった設計プロセスが紹介された。AI を用いて大
ྖのテΫストデータから特徴的なϭーχをபड़し、そ
れを空間のコンセプト形成へ఺׷するというघ法は、
ॊ来の経験ଉ中ৼの設計プロセスを大きくߍ新するも
のである。

ここでは、ࢤ຿の生の੢が単なる「意見」ではなく、デー
タとして体ܧ化され、建築の論理として࠸ฦされる。
言い׷えれば、ฑ田さΞは空間的構造へຍ༃するಢ自
の設計घ法を生みड़すことで、さま͡まな事物を共存
させる建築をࢾみていると感じた。

7272 άϡラリー・間 代表で建築展のάϡラリーディ
レクターを務めるോٳඔ子さΞは、建築思૟やプロセ
スのアーカ΢ϔ方法について言ٶした。

建築作品が物質として౐ࢤに存在し続ける一方、建築
家の思考や制作過ఖは形式知として残りにくい。展ལ
会はそれらを可視化し、社会にఽୣするためのૹ置と
なると語った (;P22025 大ࡗ・関੤ຬദの施設設計
にܠわったऑघ建築家による企画展「新しい建築の当
事者たち」では、展示によって現代における建築の公
共性について、それぞれの方法を同時多発的に可視化
されたことを述べた。また、国際的な建築の動きにも
触れ、人ݘ問題や気ޫ変動を建築的技法により可視化
する活動は、建築の྘Үが੕࣑・環境・倫理へとં続
されつつある現状を示した。

今回、登壇者によるプレゼンテーションによって明ら
かになったのは、建築家の活動は建築家の਼だけ多༹
化し、建築の྘Үがଠ分野とં続されていることだ。

冒頭、今ଞ૓ฑさΞは、ұ࡜新や٤本ཾ明を引用し、
その時代の建築家଀について触れたが、そうした「建
築家がどうあるべきか」という変યをḹったのち、現
代の建築家଀は、自ཱ分ܗࢆに֨௃していると言える
のではないか。

建築家が社会に対して果たす役割が増大し、より෵合
になっている。建築は形をつくる技術にཻまらず、社
会の課題をಣみմき、関係性を࠸構築し、人々の生の
営みをࢩえる基盤をつくる行為へと変༲している。

佐藤尚巳さΞは、日本֦地の建築家がそれぞれの場所
で「ௌ医者」のように活躍していることを社会に認識
してもらうことが大઀だと述べた。また、同時に建築
家はใׇ的にさま͡まな能力をਐにつける必要がある
ことも指摘している。

3. まとめ
私が今回、学生レポーターとして感じたのは、९ਰな

「ௌ医者」のように活躍する建築家へのಎれと、対照
的に社会から建築家の職能が必要とされていないので
はないかという෈҈である。ϓランク・ΰーリーがそ
うであったように、建築家がܵ術家に近い立ち位置で
作品を残す姿は、日本の社会からڒ༲されなくなって
いるようにも思える。その中で、現代の建築家が、༹ 々
な方法や視点から活動を展開している༹子が、今大会
全体での印象として残った。これからの建築家がどう
あるべきか、最前線で活躍する建築家の対࿫の中で、
一ॻに考えられたي重な機会であった。

ฑ田さΞは，「਼値化できないものを体ܧ化する」ಢ自の設計घ法について紹介した．

ോさΞが「建築がアーカ΢ϔされ人々に公開されていくླྀれ」を説明している༹子．

プレゼンテーション後のディスカッションの༹子，ฑ田さΞの AI による最新の設計घ法や，今後の建築家のあり方について議論された．
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1. ୉ճࣞఱの概要
冒頭、司会進行を務める一条࠭གさΞの紹介を受け、
ྵ໨߄ध実行委員長の開会ઑ言により大会式ఱのປは
開けた。

ྵ໨実行委員長は、建築家大会は、建築家である同志
がॄい、ިླྀや৚ๅި׷を深める場であり、本大会は
関東ߗ信ӿࢩ部・千葉地Ү会が中ৼとなって६ඍを進
め、建築家に限らず、ࢤ຿や学生も参加できる開かれ
た大会を目指して、多くの来場者を迎え、参加者にとっ
て実りある大会となることへのغଶを述べた。

続いて、܂生明大会委員長がѭࡲを行った。
生大会委員長は、全国および海外から参加した建築܂
家への感ःを述べられるとともに、千葉大会のテー
マ「せΞのちから」について紹介された。このテーマ
は実行委員会でज़ྂのうえ決定されたもので、「千葉」
の「せΞ」、「専門家」の「せΞ」、「先頭」の「せΞ」、「ક
う」の「せΞ」など多༹な意味を重͸持つ言葉である
とմ説された。

また、܂生さΞ自ਐの設計経験に触れ、「せΞのちから」
から「千घ؏Խ」を૟起したと述べ、多くのघがそれ
ぞれ異なるಕ۫を持つように、建築家も知識や技術、
思いやりをܠえて社会に向き合う存在であり、人々に
҈ৼやֺしさ、ܞいの場を提ڛする役割を担っている
ことが語られた。最後に、2 日間にわたる大会での議
論やިླྀが、参加者の新たな活動につながることへの
ଶを述べられ、大会をֺしΞでཋしいとの言葉でѭغ
。がగめくくられたࡲ

大会式ఱでѭࡲをする佐藤尚巳 JIA 会長
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The shopping streets, lined with stores crammed with people looking for productivity, were crowded with many people. H owever, as soon as the shuttered stores start to stand out, they look more like 
a wall dividing the neighborhood. Given the changes in consumer behavior and values today, “ lining up many stores”  is not all there is to it.
This proposal aims to create a new relationship between the shopping district and the community by incorporating welfare facilities and by unraveling one strong link across the shopping street.

੢ଜ ෩߳  にしむら ふうか　　౦ػిژ大学 / ະདྷ科学部 / 建築学科

঎͍ͷ͏͜޲ ଆ

༏ल賞༏ल賞

かつて、生࢈性を求めॴڱしとళがฒんだ঎ళ֗は、多くの人で೐Θいを見せた。しかしシャッターを下ろしたళが໨ཱ
ち࢝めると、それらはかえってपล地域を෼அするนのように見えた。今の形の··の঎ళ֗に、ະདྷはあるのだろうか。
今ޙは঎ళのػೳのΈにཔるのではなく、多くの人が暮らすΤリアをࠐ͖רむことがொのະདྷにܨがるとߟえる。その
ために、঎ళ֗をར用する人々がそのԞにある暮らしのΤリアをೝࣝする必要がある。

ຊ提案は、෱ࢪࢱ設をऔりೖれること、঎ళ֗௨りにՍかる一ຊの強いܨがりを解いていくことによる、঎ళ֗と地域の
新たな関係性の૑出を໨的とする。

࠭ொۜ࠲঎ళ֗のシャッター֗に͓ける提案。空͖ՈԽするళฮ付͖ॅ୐の໰題やपғの౎ࢪࢢ設、
ίϛュχティのঢ়گの෼ੳのखࡍがେม઱やかで、঎ళ֗を解体し、෱ࢪࢱ設、ॅ ୐、ళฮがަじり߹う
建築に࠶ฤするという思い੾った提案ではあるが、֬ かなઆಘ力を持たせることに成ޭしている。建築は、
঎ళ֗௨りから見て、঎いの৔ɾ௨り౔間ɾ生׆の৔にΘかれ、ʮ঎いの৔ʯがॴ々抜けていることで、ʮ生׆
の৔ʢ޲こうଆʣʯが֞間見えるようになっている。֯ ౓やߴさをগしͣつมԽさせたことで、さ·͟·な形が
連なってԞ͖ߦのあるूམのようになったフΝサードが、ʮ঎いの޲こうଆʯというタイトルとあい·って、
この案のັ力がॖڽされて͓りେม美しいと思った。

઒ޱ ༗ࢠ
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敷地：千葉県船橋市

斜面は護岸されていて、

柵の内側の小学校には直接進めない。

新たに整備されてできた「通学路」は柵で覆われた

影の部分に道がかかっている。

敷地と、そびえたつ学校という背の高い大きな面がこの街を

行き止まり化させてしまっている。

奥の風景を切り取れる隙間を持っていれば。

2. 周辺環境

3. 空間をまとうシーンからの構成

風景を歩く

－空間の共有を通した居場所としての学び－

長手立面S=1:400

配置図 S=1:2000

街と連続する風景をきりとる

団地と住宅街の間にできた、長い一本道の

「通学路」と名前の付いた道。地域の重要な

動線にもなる。看板が明確な始まりを示す。

斜面を下るとアイレベルよりも下に見える大

きな体育館の屋根。直接降りれないが目線の

近さが心的距離を縮める。

角を曲がった先に急に現れるグラウンド。

いよいよ近づいてきた。

ここから斜面が始まる。低学年はこの下り坂を

一気に下っていき小学校へと突き進む。

線路をまたいで歩道橋をわたる。峠を超える

感覚は誰しも高揚感を抱くのではないか。

小学校の目の前には電車が走っている。踏切の向こうに

は後者の一部が見えてくる。この距離では音楽の授業を

している子供の歌声も聞こえてくる。

学校の正門の前にはおおきな欅の木がある。

駅からまっすぐ伸びる道から見えるこの木は

目印となりだんだんと近づいてくる。

急に住宅街と学校前の茂みの中に入り込む細い道が現れる。

その奥にはひょっこり顔を出す小学校の一部分が見える。

坂を下ってきた勢いのまま駆け抜ける小学生の姿がある。

周辺建築になじませるボリュームで設計した。

1. 小さな居場所を求めてあるく
－切り取られた風景に見える、確固たる場所の可能性－

敷地は斜面下に広がるおおきな敷地を持った小学校である。この小学校には

約 1200 人ほどの生徒が通っており、県内でもかなりの規模の大きな学校な

ため、様々な方向から生徒が通ってくる。そのため、隣接する中学校のグラ

ウンドを借りて、運動会などが模様される。この広大な敷地が、この周辺一

帯を分断するような既存の配置と空間はどこか物寂しく感じる風景である。

小学生にとって一日のほとんどを過ごす場において心を許せる環境を用意す

ることは学習をするうえで非常に大切なことである。それは学び舎である以

前にふるまいの具現化といえるゆたかな公共空間ができるからである。風景

を切りとる、ということから始め、そのフレームに入ったすべてのモノと人

が関係性を帯びることになりる。この提案では、風景を切り取ることのでき

る建築を媒介して、子供のゆたかな営みを他者と共有する空間を設計する。

小学生が思う学校の「入り口」はどこから始まるのか。1/2000 の地図から主な登

下校ルートをたどり心理的距離を測って小学校の外形をとらえることにした。既存

の小学校が奥の建物から少しだけ頭が出ていたり、斜面を下る間隔であったり、入

り口を見つけていくことは小学校としての空間体験の外形を形作るうえでの手がか

りとなる。それはまた小学生だけでなく、生活動線としての役割を果たしながら風

景の一部になっていく。

この規模感と積層する建築を、これらのユニット同士の組み合わせ方によっ

て群を作り、その隙間に新たな風景を切り取っていく。単一のユニットから

生まれる偶発的なすきまには、新たな営みを試みることができる。

これらのユニットの組み替えによって、隙間をかたどるアウトラインが

内側にも浮かび上がってくる。偶発的なすきまを作ることで、切り取ら

れる風景も、同じユニットであるにも関わらず異なる表情をあらわして

くれる。積層させていくと自然と周辺のボリューム感になじんでいく。

小学校は日常という名の街となる風景として描かれる。物理的に引かれ

た校内に通る 2本の「みんなの道」は生活動線として、小学校が日常の

居場所となるような公共性を帯びたものするためである。

小さな場所の最小単位 日常に戻す

空と建築を分かつアウトライン

切り取られた風景から、空と建築を分けるアウトラインが決定する。

またそれを、内部も外部と同等に扱い、断面操作を行うことで、風

景を切り取ることのできる装置としての建築を考える。この街に点

在する風景を集約する方法として一つの空間ユニットを考える。

東京理科大学創域理工学部建築学科　淺倉みなみ

心理的距離の要素

１　峠を超える感覚

２　線、面的何かに踏み込む

\ドーン/

断面方向のずれ

プロムナードと諸室を

断面の隙間を介して緩やかにつなぐ

内部にも空間を分かつアウトラインをつくる
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文明が発達し生存することのハードルが下がった現代社会では、物質的な豊かさだけでは人々は満たされない。現代人の
暮らしにはより一層精神的な豊かさが求められている。芸術は人々の心の隙間を満たしてくれる。近年のアート作品に
インスタレーション作品がある。これらは鑑賞者と相互干渉をする。ホワイトキューブの制約を超えて、作品たちは鑑賞者
との関係性を作った。私はこの関係性を建築と鑑賞者に構築する。美術館自体に一連のストーリーを設けることによって
建築自体を一つの作品にする。鑑賞者が建築から影響を受けるよう建築造形、空間構成にキャラクターを設け、ホワイト
キューブから抜け出した新たな美術館のあり方を提案する。

特別賞特別賞

藤本 千廣  ふじもと ちひろ　　千葉工業大学 / 創造工学部 / 建築学科

世界から切り離された美術館

今年の学生賞出展作品の中で最も
造形的でオリジナリティーを持った
作品であった。近年の卒業設計の多くは、
リサーチをしっかりとし、その地域の
課題や必要とされる用途をむすび付け
現代的な課題を解決していく作品が
多い中。日ごろからのフラストレーション
を爆発させたかのような、造形力豊かな
唯一の作品として存在していた。民間
なのか公共なのかという観点でも議論
は出ると思うが、とっても恣意的だと
批判されないための装備をもって彼女
はもっともらしく、この美術館として、
アートとしての建築を提案していた。
現実社会のなかで形に根拠や言い訳
をつけて、どことなく見たことのあるよ
うな建築のあふれる中で、もっと自由
でいいんじゃないか。というシンプルな
メッセージを強く感じるとても勇気あ
るチャレンジフルな作品でした。

In modern society, where civilization has advanced and the hurdles to survival have been lowered, material abundance alone is not enough to satisfy people. More than ever, spiritual richness is 
sought in contemporary life. Art has the power to fill the gaps in people's hearts. One of the notable forms of contemporary art is installation art, which interacts with the viewer. These works 
transcend the constraints of the white cube and establish relationships with their audience. I aim to construct such relationships between architecture and its visitors. By embedding a storyline into the 
museum itself, I seek to transform the architecture into a singular work of art. Through architectural forms and spatial composition, I will imbue the building with character, allowing it to influence 
its visitors. In doing so, I propose a new kind of museum that breaks free from the conventional white cube.

磯野 智由

講評
photo

当日の式ఱ会場
上ஊ
ࠪ：ྵ໨実行委員長・ӊ：܂生大会委員長
中ஊ
ࠪ：ਈ谷千葉ࢤ長・ӊ：͟来හのևさま
下ஊ
ࠪ：ోᬔ関東ߗ信ӿࢩ部長

続いて、佐藤尚巳 JIA 会長がѭࡲを行った。
佐藤会長は、JIA 建築家大会 2025 千葉の開催にあた
り、来හおよび参加者へのः意を述べられた。その
後、2025 年は໢ॷやॄ中߿ӏ、さらにはクマඅ֒など、
気ޫ変動や自ષのݧث性を強く意識させられる一年で
あったことに触れ、社会全体が自ષと向き合う姿勢の
見直しをയられていると指摘された。

同時に建築ֆにおいても、ܻਛ化する自ષ֒ࡄへの対
Ԣ、また人ࡒ෈ଏや資ࡒ価格の高ಇなど社会৚勢の変
化に直面していることを述べられた。こうした中でٺ
ଐに進化する AI 技術により、将来的には設計業務の
多くが代଺される可能性がある一方で、それでもなお
必要とされ、信頼される建築家の役割とは何かが問い
かけられた。最後に、大会テーマ「せΞのちから」に
触れ、多༹性をଜ重し、社会とつながる建築のあり方
について、参加者とともに実りある議論を深めていき
たいとの思いが述べられ、ѭࡲがగめくくられた。

࣏に来හを代表し、国ౖި通঴े୒局建築指಍課長　
ন野ऴ෋氏よりॗࣛが述べられた。大会の開催をॗう
とともに、日本建築家協会が建築家の資質向上や建築
ช化の発展に長年ਜ力してきたことへのܡ意が示され
た。また、今後の建設からմ体までを含めたラ΢ϓγ
΢クル全体での C2 ⒬ݰࡡや、人ࡒ確保・育成の重要性

-,$ 建築家୉ճ 2�2� એཁɻ୉ճࣞఱ
開催日時：2025 年 11 月 7 日（金）　13:00 〜 13:50　
会　　場：千葉ݟช化会館・大ϙール
登  壇 者：佐藤尚巳　 　　建築家／佐藤尚巳建築研究所
　　生明܂　　　　　        建築家／千葉大学名༬教授
　　　　　ోᬔଢ海　 　　建築家／大Ӌࠞ建築設計事務所
　　　　　ྵ໨߄ध　 　　建築家／千葉大学०教授
　　　　　ন野ऴ෋　 　　建築指಍課長／国ౖި通঴े୒局

　ਈ谷य़一　 　　千葉ࢤ長
　エϲェリン・リー　建築家／ S0% 設計事務所

REPORTER
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山田୕෤
（千葉大学　研究生）



ࠪ：名༬会員ৄ授与式の༹子　ӊ：ϓェロー会員ৄ授与式の༹子

が強調され、中長غ的なϑジョンのݗ౾を進めていく
考えが示された。結びとして、制度の改正や社会環境
の変化に的確に対Ԣしつつ、建築の質と技術のさらな
る向上に向けた日本建築家協会および会員の੷ۅ的な
活動へのغଶが述べられ、ॗࣛがగめくくられた。

同じく来හとして千葉ࢤ長　ਈ谷य़一氏より׽迎のѭ
長は、JIAࢤが述べられた。ਈ谷ࡲ 建築家大会 2025
千葉の開催をॗうとともに、全国からの来๜者をৼよ
り׽迎し、日本建築家協会および千葉地Ү会が建築ช
化の発展や建築行੕に果たしてきた役割へのܡ意とः
意を示された。また、大会テーマ「せΞのちから」は、
千葉ࢤが進めるࢤ຿参加ܗのまちづくりやܵ術ࡉの理
೨とも通じるものであり、多༹な分野が連ܠして֙の
力を引きड़す重要性が語られた。千葉Ӽबวで進めら
れているウΧーカϔルなまちづくりやಕ࿑空間の࠸
ฦ、公Ԅ・公共空間の活用などの取組が紹介され、建
築とช化、ܵ術が人のިླྀを生みड़す౐ࢤづくりへの
ଶが述べられた。結びに、千葉開ැغ �00 年を迎える
ઇ目に向け、建築家とともに持続可能なまちづくりを
考え進めていきたいとの思いが示され、׽迎のѭࡲが
గめくくられた。

続いて AIA 会長のエϲェリン・リー氏より、JIA 建築
家大会へのডଶに対する感ःとॗ意が述べられた。建
築の੊ֆは社会の要੧と深く関わるものであり、AI の
進展など大きな変化の中で、建築家には多༹性を受け
入れ、人々をつな͛専門職としての役割がより一層求
められていると語られた。また、JIA と AIA の長年に
わたる協力関係や、知識ި׷・国際的なコラϚレーショ
ンの重要性を強調し、日本の建築家が国際的にも高く
評価されてきた実੹を紹介した。こうした協力関係へ
の感ःとともに、今後も日ธの建築家が連ܠし、建築
ช化と社会への߫ݛを߁げていきたいとのغଶが示さ
れ、ॗࣛがగめくくられた。

来හ者紹介の後に名༬会員授与式が行われ、新たに名
༬会員になられたԥՑ݊氏（関東ߗ信ӿࢩ部）、ಕ家

॥ଢ࿢氏（近ࢩق部）、٤Ӎҵ࿢氏（近ࢩق部）、エϲェ
リン・リー 氏（アϟリカ建築家協会 会長） 、ύン・
Ϧングン氏（ؘ国建築家協会 会長） の 5 名に佐藤尚巳
会長から名༬会員ৄとϟξルが授与され大きなധघが
ૻられた。

続いて正会員のなかから特に建築家協会に߫ݛされた
方に授与されるϓェロー会員の会員ৄ授与式が行われ
た。

2025 年度にϓェロー会員になられた方は࣏の � 名。
佐藤޻氏（北海ಕࢩ部） 、ୣ܂࡭෋氏（北海ಕࢩ部）、
三ਗ਼ദ氏（北海ಕࢩ部） 、大୏正໷氏（東海ࢩ部） 、
ऄރ৽෋氏（東海ࢩ部） 、近ߒඔ࿢氏（北཰ࢩ部） 、
Ҭ上ٳ実 氏（近ࢩق部） 、Ԯ田良子氏（近ࢩق部） 、
所千Ո氏（近ࢩق部） 

� 名を代表してҬ上氏に佐藤尚巳会長より、ϓェロー
会員ৄとώッジが授与され、ϓェロー会員になられた
方々に大きなധघがૻられた。
授与式終྅後、ถ会に際してోᬔଢ海関東ߗ信ӿࢩ部
長がѭࡲを行った。

ోᬔଢ海関東ߗ信ӿࢩ部長は、大会式ఱがໃ事終྅し
たことへの感ःを述べるとともに設営にਜ力した JIA
関係者や会場関係者へのः意を表した。今大会では多
なセッションを通じて、JIA࠾ の日常的な活動や、ࢤ
຿とともに֙や社会をつくる議論を体感してཋしいと
述べ、さらに建築家の役割や志を一般の方や学生にも
感じてもらいたいとの思いを示し、大会式ఱのถ会を
ઑ言した。

2. まとめ
今回、私が学生レポーターとして感じたことは、式ఱ
を通じて開催地の千葉や日本国内からだけでなく国外
からも注目されることから大会のوໝの大きさと多く
の人々が参加している意義深さであった。

JIA 建築家大会 2025 千葉　　せんのちから 学生レポーターによる大会報告2026 年 1月
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JIA建築家大会2025千葉の企画に際しては、
建築家だけでなく、ࢤ຿・学生・自࣑体関
係者・技術者など、࣏੊代の建築・まちづ
くりに関わる多झ多༹な方々にも参加௘け
る大会のあり方をໝࡩしてきました。

その企画の一環として、本大会では「学生
レポーター」・「γポートスタッϓ」と名づ
けた̐つの役割を実行委員会に提案し、実
現することができました。

γポートスタッϓは、千葉大学 ྵ໨߄ध研
究࣪・千葉工業大学 今ଞ૓ฑ研究࣪の有志
で構成され、大会६ඍや 5 つのトークセッ
ション会場の運営をࢩԋしてくれました。

学生レポーターも同༹に、千葉大学 ྵ໨߄
ध研究࣪・千葉工業大学 今ଞ૓ฑ研究࣪の
面々が中ৼとなって、22 のトークセッショ
ンと大会式ఱの計 23 の公式プログラムを
学生の視点からレポートしてくれました。

本大会では、取りѽうテーマの෱を߁げる
ことを目的に最大 5 プログラムの同時進行
が前提となるタ΢ムスίジϣールとしたた
め、すべてのトークセッションを視௎する
ことがೋしいことは企画時点でも課題とな
りました。ここから生まれたのがʲ学生レ
ポーターによる大会ๅࠄʳです。

23 名の学生レポーターは、̡公式Ϊ΢χϔッ
クʳに示された֕要を事前にಣみࠒむなど、
入೨な६ඍを行うとともに、当日はセッ
ションに参加し、登壇者の発言を஺ೣにल
いながらレポートにまとめてくれました。

本書にࡎܟした 23 のレポートは、いずれ
も会場の空気感までもがఽわってくるよう
なોతなレポートとなっています。これに
学生自ਐの感૟やմएが加えられること
で、「新たな視点の発見」にもܪがるڷ味深
い一࡯となっています。

23 のレポートは、建築・まちづくりにまつ
わる現状課題と࣏੊代のあり方や方向性を
示すものであり、૮ޕに関連性やྪࣇ性が
見られることも特徴です。

本書には࣏੊代の建築・まちづくりを担う
「学生のちから」が結ॄされています。੍ඉ
ともޜ一ಣ௘ければ߀いです。

最後になりますが、本企画の実現に際して
協力௘いたすべてのみなさまに感ःをਅޜ
し上げます。

ਭӿӵ一࿢
JIA 建築家大会 2025 千葉　実行委員会

෯実行委員長・企画部会
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